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巧つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取りつけられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品外のものを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さな 
い部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 

参八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふ<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

• 次の場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナットの交換。 

異なった種類や指定 iU 外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両乂災など事故につなび 
るあそれびあり危険です。 

•フ□ントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につながるおそれびあります。 
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(運乾についてのご注意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を仏い、安全運転を必びけてくださ 
い。 

飲酒運転は絶対しないでください。お酒を飲むとを意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引き起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲んだ 
とさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのを意び不十分になり、大変危険です。八ンズフ U — 外の自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


(お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故につながる 
おそれびあり危険です。 

お車におテさまを柔せる場合は、おテさまの安全を確保するためのを意事項や 
チヤイルドシートの取りつけ方などをまとめた「チヤイルドシートの取りつけ」 
(^ P . 144) をお読みください。 


[保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読み< ださい。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表示について 


警告、注意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な 
傷害につながるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読み < ださい。 


/ i \ 注意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でさない場合びあります。 


□知識 


機能の説明や操作ち法の説明外で知っておいていただきたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフ テ イーシン ボル 

"してはいけません""このようにしないでください""このようなこと 
を起こさないでください"という意味を表しています。 



BTSO0 13009 


操作を示す矢印 

^ スイッチなどの操作（押す、回すなど）を示し 
ています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示していま 
す。 


22 















1-1 .八イブリッドシステム 
について 

八イブ U ッドシステムに 

ついて . 

八イブ U ッド車運転の 
アドバィス . 

1 -2 .キーの取り扱い 

キー . 

1-3. ドアの開閉のしかた、 
□ックのしかた 

スマートエント U — & 

スタートシステム . 

ワイヤレス U モコン . 

ドア . 

トランク . 

1-4. シート、八ンドル、 

ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート . 

U ャシート . 

マイコンプ IJ セット 
ドライビングポジション 
システム ..... 

へッドレスト 
シートベルト 
八ンドル ........ 


インナーミラー . 97 

ドァミラー . 100 

1-5. ドアガラス-ムーンルーフの 
開けち、閉め方 

パヮーウィンドウ . 103 

ムーンルーフ . 106 

1-6 .給油のしかた 

給油□の開けち . 110 

1-7. 盗難防止システム 

イモビライヴーシステム ...... 114 

才ートアラーム . 115 

1-8. 安全に 

お使いいただくために 

正しい運転姿勢 . 124 

SRS エァバッグ . 126 

子供専用シート . 135 

チャイルドシートの 
取0つけ . 144 


23 


運拓ずる前に 


42 4 9 1 3 9 己9 14 7 2 
み 4 4 4666 77 8889 



























1-1• A イブリツドシステムについて 

八イブリツドシステムについて 


クラウン八イブリツドの八イブリツドシステムは、電気モーターとガ 
ソリンエンジンという2つのパワーのシナジー（相乗）効果により、 
優れた動力性能と低燃費化の両立を高い次元で実現したシステムで 
す。さ5に、排出ガスを低減、クリーン化した環境に優しい技術と 
なつていまず。 



_ BTS11BG001 

※イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。 
n ガソ U ンェンジン 
且電気 モーター 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


■停車時、発進時、低速走巧時 

停車中はガソ U ンエンジンを停止します。 

発進時は電気モーターを使って発進します。 

低速走行時や下り坂走行時をガソ U ンエンジンを停止し、電気モー 
ターを使って走行します。 

■通常走行時 

おもにガソリンエンジンを使用して走行します。 

必要に応じて電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充 
若しまろ。 

■ 急加速時 

ガソリンエンジンに加え、駆動用電池からも電気モーターに電力を 
供給し、電気モーターの出力を上げ、力強<加速します。 

■減速時、制動時（回生ブレー夺） 

車輪び電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電しま 
す。 


□知識 

■回生ブレーキについて 

次の場合、車の運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、駆動用電池へ充電 
するとともに減速力を得ることびできます。 

•アクセルペダルから足を離したとき 

•シフトレバーび D または S でブレーキペダルを踏んだとき 

■ガソリンエンジンの自動停止について 

車両状態に応じて、ガソ U ンエンジンは自動的に始動•停止します。ただし、じ I 
下の状態では自動停止しないことかあります。 

♦ガソ U ンエンジン暖機中 

♦駆動用電池の温度び高いとさ、または低いとさ 

♦ 駆動用電池充電レべ J レび低いとさ 

•暖房をかけているとさ 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


■充電について 

•ガソ U ンエンジンの動力による充電や回生ブレーキにより、駆動用電池び充 
電されるため、車外からの充電は必要ありません。しかし、車両を長時間放 
置すると、少しずつ放電します。そのため少なくとち、2〜3ヶ月に]度、 
約3日分間は運転してください。 

万一、駆動用電池び完全に放電し、八イブ U ッドシステムを始動でさないと 
さはトヨタ販売店にご連絡ください。 

♦シフトレバーび N にあるとさは駆動用電池への充電び行われません。車両停 
止時は必ず P にしてください。また、巧滞時などでわ、 D または S で運転 
して < ださい。 

■補機バッテリーびあびってしまったり、交換などで取りはずしたときは 

ガソ U ンエンジンの自動停止び行われないことびあります。 

自動停止しない状態び2、3曰続<場合は、トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


■八イブリッド車特有の音と振動について 

八イブ U ッド車は、 READ 丫インジケーターび点好して走行可能な状態でも、通 
常の車のようにエンジン音や振動びないことびあるため、走行可能な状態であ 
ることに気びつかない場合びあります。 

安全のため、駐車時は必ずシフトレバーを P にして、パーキングブレーキをか 
けて < ださい。 

八イブ U ッドシステム始動後は、1；(下のような音や振動び発生する場合びあり 
ますび、異常ではありません。 

♦エンジンルームからの モーター 音 

•八イブ U ッドシステム始動時や停止時に聞こえる車両後ちおよび駆動用電 
池からの音 

♦ トランクを開けたときに聞こえる作動音 

♦八イブ U ッドシステム始動時や停止時に聞こえるトランスミッション付近 
からの音 

•急加速時のエンジン音 

•プレーキペダルを踏んだときや、アクセルペダルをゆるめたときに聞こえる 
回生ブレーキの音 

•ガソ U ンエンジンの始動、停止による振動 

♦ U ヤシート後ちにある吸入□から聞こえるフアンの音 

■メンテナンスや修理、廃車について 

お車のメンテナンスや修理、廃車の際は必ずトヨタ販売店にご相談ください。と 
くに廃車する場合は、トヨタ販売店を通して駆動用電池の回収を行っています 
ので、ご協力 < ださい。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


[高電圧部位 



※イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。 


n エアコンコンプレッヴー 
且パワーコント□-ルユニット 
且高電圧ケーブル（オレンジ色) 
0駆動用電池 


且サービス プラグ 
0DC/DC コンパーター 
□ 電気 モーター 
□ コーションラベル 


八イブリッドシステムには、駆動用電池、パワーコント□ールユニット、 
オレンジ色の高電圧ケーブル、電気モーターなどの高電圧部位（最高約 
6己 0V) や、冷却用ラジエーターなどの高温部位びありますので、ご注意 
ください。なお、高電圧部位などには、安全のため触れないでください。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


■駆動用電池冷却用吸入 □ 

パッケージトレイ上部には、駆動 
用電池冷却用の吸入□びありま 
す。吸入□を而さいだりすると、駆 
動用電池の過熱や出力低下の原因 
となります。 


t 緊急停止システム 

事故により衝撃を受けたとさなどは、八イブリツドシステムを停止して 
高電圧を遮断します。また、フューエルポンプ制御により燃料供給を停 
止し、燃料漏れを最小限に抑えます。 

この場合、八イブリツドシステムを再始動させることびできなくなるた 
めトヨタ販売店へご連絡ください。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


I エネルギーモニター/燃費画面 

八イブリツドシステムの状態を、マルチインフォメーシヨンディスプレ 
イやナビゲーシヨン画面に表示します。 

表示画面については、実際の状況と異なる場合びあります。 

■ エネル幸‘ ーモニターの 見方 

♦ ナビゲーシヨンシステム画面で表示するには： 



情報画面を表示する。 


手順 


ほ巧•ち 



の 


GS] 

が 

が 

巧 話 

エコ 龍 

お 巧 予測 

V に S 

部 

n 

岛 

夕 

FM をを 

ETC 

わ レンダー 

媒巧ガイド 

1 巧ぉ 

S i 

一! 

す * 


[エコ情報]にタッチする。 

燃費画面び表示されたとさは、[エネ 
ル半一]にタッチします。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


マルチインフオメーシヨンディスプレイで表示するには： 



八ンドルの DISP スイッチをエネ 
ルギーモニターび 表示されるまで 
数回押す。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


マルチインフオメーシヨンデイ 


ナビゲーシヨンシステム画面 


スプレイ 


オプティト □ 
ンメーター 


フ アイン 
グラフィック 
メー タ_ 


電気のエネル 
ギーで走行し 
ているとさ 



0D0 123456 



ガソ U ンと電 
気の両方のェ 
ネルギーで走 
行していると 
さ 




※画面は説明のための例であり、実際の画面とは異なる場合びあります。 


32 





























1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


ナビゲーシヨンシステム画面 


マルチインフオメーシヨンデイ 
スプレイ 


オプティト □ 
ンメーター 


フ アイン 
グラフィック 
メー タ_ 


駆動用電池に 
充電している 
とさ 



[^ ィ . 每 

0D0 123456 


巴 


I 贷 



0D0 123456 



エネルギーの 
流れびないと 
さ 



S © 

0D0 123456 


mUh 


駆動用電池の 
残量表示 


な 


■ 


少ない多い 


画な回 

少ない多い 


少ない多い 


《画面は説明のための例であり、実際の画面とは異なる場合びあります。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


■ 燃費画面の見方 



情報画面を表示する。 


手順 


简爲•ち 



の 


頭 

が 

が 

あ話 

エコ誦 

お 用予測 

V に S 

货 

r ] 

€ 

ぶ 

FM をを 

ETC 

カレンダー 

お巧ガイド 

1 巧ぉ 

\ J 

r 片; 

か丫 *1 : 


[エコ情報]にタッチする。 

エネルギーモニターび表示されたと 
きは、 [ 毎分燃費]、 [ 区間燃費]に 
タツチします。 


► 毎分燃費 



n 過去30分間の]分ごとの燃費 
(平均燃費） 

且過去30分間の]分ごとのエネ 
ルギー回収量 

^3マ—ク1つび己 OWh です 

且航続可能距離 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


► 区間燃費 


n 


区な媛巧 

■度翻る 1 。 强 

パー さのザ百面> 田 巧一 5 とヴ 5 

.【 ' 

1 :: 1 

7 か BE 古打 g ホ かが L 

巧 

，は 

IQ 

i ■:: 

禪も喘で B 嘴盛離日端も嘴 7 ? a み 

运頒 • I エネ地ず一 ■ 

最 KWH 10,9 km/L 


n メーター内のマルチインフォ 
メーシヨンディスプレイの通算 
平均燃費をリセットするごとの 
平均燃費（最大6区間） 

曰最高燃費 

区間燃費の履歴を消去してから、現在 
までの最高燃費を表示します。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


□知識 


■ エネル羊ーモニターの表示について 

♦エネルギーの流れを次のように色分けして矢印で表示します。 

穫色矢印：ガソ U ンの エネルギー 
黄色矢印：電気の エネルギー 
緑色矢印： エネルギーを 回収 

♦バッテ U —部分は、駆動用電池の残量を8段階で表示します。 

■ 燃費の履歴を消去するには 

[履歴消去]にタッチすると毎分燃費画面では平均燃費、エネルギー回収量び U 

セットされ、区間燃費画面では平均燃費、最高燃費、曰付表示び消去されます。 

それぞれの画面で履歴を消去することびでさます。 

■平均燃費について 

•] 分ごとの平均燃費を最大で2日 km/I まで表示します。 

•毎分燃費画面ではノてワースイッチを0 N モードにしてから現在までと、それ 
じI前の平均燃費、区間燃費画面ではメーター内のマルチインフォメーシヨン 
ディスプレイの平均燃費の U セット後から現在までと、それ前に U セット 
するごとの履歴を色分けして表示します。 

■航続可能距離について 

現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示します。 

♦表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるため、表示される距離 
を実際に走行できるとは限りません。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


I 警告メッセージ 

八イブリッドシステムの異常やお知らせしたい事項び発生すると自動的 
に表示されます。 

► ファイングラフィックメーター 

警告メッセージは、メーター内の 
マルチインフオメーシヨンデイス 
プレイに表示されます。 

表示されたメッセージの指示にした 
びって < ださい。 


►オプテイト □ンメーター 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


□知識 


■警告なび点なしたときや、警告メッセージび表示されたとき、または補機バッ 
テリーとの接続び断たれたときは 

八イブ U ッドシステムを再始動でさないおそれびあります。 

もう一度始動操作をしても READY インジケーターび点打しない場合はトヨタ 
販売店にご連絡<ださい。 

■ガス欠になったときは 

ガス欠で八イブ U ッドシステムび始動でさないとさは、燃料残量警告打 UP. 
366) び消打するまで給油してから再始動してください。少量の給油では始動 
でさない場合びあります。（給油量は車両水平状態で約 ]0L です。車両の傾さ 
によって給油量はかわります） 


■電磁波について 


♦高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の車や 
家電製品と比べて、電磁波び多いということはありません。 

•アマチュア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音び混入する場 
合びありますので、あらかじめご了承ください。 

•無線機の取り付け•取りはずしについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

■駆動用電池について 

駆動用電池には寿命びあります。寿命は車の使いち、走行条件により異なりま 
す。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


A 警告 


■局 電圧、局温について 

♦高電圧 部位、高電圧の配線（オレンジ色）およびそのコネクターの取りはず 
し、分解などは、生命にかかわるような重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
ですので、絶対に行わないでください。 

•電気 モーター、冷却用ラジエーターなど高温になる部位びあります。 

熱くなっている場合びありますので触らないでください。やけどなど重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険です。 

•サービス プラグびトランク内に設置して 
あります。サービスプラグはトヨタ販売 
店にて車両の修理時などに、駆動用電池 
の高電圧を遮断するためのちのです。 
取り扱いを誤ると感電し、生命にかかわ 
るよ5な重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険ですので、絶対に触らないで<だ 
さい。 
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1-1.八イブ1|ッドシステムについて 


A 警告 

■駆動 用電池について 

駆動用電池を不法に投棄または放置すると、環境汚染となるばかりか、第兰者 
び高電圧部位に触れた場合に、生命にかかわる感電事故などび発生するおそれ 
びあり危険です。 

■事故び 発生したときは 

下のことをお守りいただかないと、感電など生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

•続発 事故防止のため、安全な場所に停車してシフトレバーを P に入れ、パーキ 
ングブレーキをかけ、八イブ U ッドシステムを停止する 
•高電圧 部位、高電圧の配線（オレンジ色）などには絶対に触らない 
•車 室内および車室外にはみ出している電気配線には絶対に触らない 

♦液体の 付着や漏れびある場合は絶対に触らない 
駆動用電池の電解液（強アルカ U 性）び目や皮膚に触れると失明や皮膚傷害の 
おそれびあり危険です。万一、目や皮膚に付着した場合はただちに多量の水で 
洗い流し、早急に医師の診察を受けてください。 

•万一、 車両乂災び発生したとさは、 ABC 消乂器を使用して消乂する 
水をかける場合は、消乂栓などから大量にかけてください。 

♦後輪び 接地した状態でけん引しない 

電気モーターから発電され、破損の状態によっては、漏電による乂災のおそれ 
びあり危険です。 

♦車の 下の路面などを確認し、液体の漏れ（エアコンの水！;1外）び見つかった場 
合、燃料系統び損傷している可能性びあります。そのまま八イブ U ッドシステ 
ムを始動すると燃料に引乂するおそれびあり危険ですので、始動しないで < だ 
さい。 

この場合は、トヨタ販売店へ状況を連絡するとさに併せてお伝えください。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


A 迂 fe 、 

■駆動 用電池冷却用の吸入□について 

♦ 吸入□の上に荷物などを置いたりしないでください。 

吸入□びふさがれると駆動用電池び過熱したり、故障の原因となります。 

♦吸入 □は、目詰まりしないよう定期的に清掃してください。 

♦ 吸入 □ に水や異物を入れないで < ださい。 

駆動用電池を損傷するおそれびあります。 

♦駆動 用電池周辺に多量の水をこぼさないようを意してください。 

誤ってこぼしてしまったとさは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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1-1 .八イブリツドシステムについて 

八イブリツド車運拓のアドバイス 


[環境にやさしく経済的な運輯のしかた 


■加速時のアクセル操作 

加速後いったんアクセルをわどし、その後徐々に踏み込みましよう。 
こうすることでモーターでの走行を多くすることびでさます。 

■ 減速時のブレー夺操作 

減速時は、早めに、緩やかなブレーキ操作を行いましょう。 

減速時に発生する電気エネルギーをより多く回収することびでさま 
す。 


■お滿 

加速■減速の繰り返しや、長い信号待ちは燃費を悪化させます。お出 
かけ前に交通情報を確認するなどして、なるべく筋帯を回避するよう 
にしましょう。また渋滞の際は、ブレーキペダルを緩めて微前進し、 
アクセルペダルをあまり踏まないようにしましょう。余分なガソリン 
消費を抑えることびでさます。 

■高速道路での運転 

速度を抑え、一定速度で走行しましょう。また、料金所手前では早め 
にアクセルをもどし緩やかなブレーキ操作を行いましょう。減速時に 
発生する電気エネルギーをより多く回収することびでさます。 

■エアコンの ON/OFF 

必要時じ(外は OFF にしましょう。余分なガソ U ン消費を抑えること 
びでをます。 

夏季：外気温び高いとさは、内気循環に設定しましょう。エアコンの 
負荷び減り燃費向上につなびります。 

冬季：エンジン-車室内び暖まるまで、エンジンび自動停止しないの 
で、燃料を消費します。また、過剰な暖房を避けると、燃費向 
上につなびります。 
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1-1 .八イブ IJ ッドシステムについて 


■ タイヤ空気圧の点検 

タイヤ空気圧はこまめに点検しましょう。タイヤ空気圧び適切でない 
と、燃費の悪化につなびります。 

また、冬用タイヤは転びり抵抗び大をいため、乾燥した路面では燃費 
の悪化につなびります。季節、道路状況に応じて適切なタイ S ングで 
タイヤを交換しましょう。 

■荷物 

重い荷物び積まれていると、燃費び悪化します。不要な荷物は、積ん 
だままにせずにおろしましょう。 

また、大型ルーフキャ U アの装着ち重い荷物と同様に燃費の悪化につ 
なびります。 

■ 走行前の暖機運転 

エンジンび冷えているとさは、エンジンの始動/停止を自動的に行い 
ますので、暖機運転は必要ありません。 

なお短距離走行の繰り返しは、暖機運転のためのエンジン始動び頻繁 
に行われることになりますので、燃費の悪化につなびります。 
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1-2 .キーの取り扱い 

キ— 


お客様へ下のキーをお渡しします。 



n 電子キー 


-スマートエント U —&スター 
トシステムの作動 (^ P . 49) 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 61) 

且メカニカルキー 
且キーナンバープレート 


■力ード夺一 か 



n 電子キー 

スマートエント U —&スタートシ 
ステムの作動 (^P. 49) 

且メカニカルキー 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




























1-2. キーの取り扱い 


1メカニカルキーを使うには 




BTS110 7004 


メカニカルキーを取り出す。 

メカニカルキーは差し込みち向に指 
定のある片溝キーです。キーシ IJ ン 
ダーに差し込めないときは、キー溝面 
の向さをかえて差し込んでください。 

使用後はちとにちどし、電子キーと一 
緒に携帯して<ださい。電テキーの電 
池び切れたとさやスマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとさ、メカニカルキーび必要 
になります。 (^P. 401) 
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1-2. キーの取り扱い 


□知識 


■カードキーについて 

♦カード内蔵のメカニカルキーはカードキーび正常に作動しないなどの緊急 
時にのみ使用してください。 

♦ メカニカルキーび取り出しにくいときは、ボールペンの先などで□ック解除 
ボタンを押して<ださい。引さ出しに<いとさは、コインなどで引っかけて 
<ださい。 



• メカニカル キーを カー ド キーへ 入れると 
きは、□ック解除ボタンを押しなびら奥 
まで入れてください。 



♦電池カバーびはずれたとさや濡れたとさ 
に電池をはずした場合は、電池の+極を 
クラウンエンブレム面側にして取りつけ 
て < ださい。 


♦カードキーは非防水です。 


■駐車場などでキーを預けるときは 

必要に応じてトランクオープナーのメインスイッチを OFF にして、グ□ーブ 
ボックスを施錠します。 

メカニカルキーを取り出し、電子キーのみを渡してください。 

■キーナンバープレート 

車の中外の安全な場所（財巧の中など）に保管ください。万ーキーを紛失し 
た場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でさます。 (^ P . 
400) 
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1-2. キーの取り扱い 


■航空機に乗るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押さ 
れないように保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A 迂点 

■キーの 故障を防ぐために 

電子キーは精密機器です。1；(下のことをお守りください。 

•落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 
•温度の 高いところに長時間放置しない 
•濡らしたり 超音波洗浄器などで洗ったりしない 

•キーに 金属製または磁気を帯びた製品を取りつけたり、近づけたりしない 
参 分解しない 

•電子 キー表面にシールなどを貼らない 

•テレビ やオーディオ、電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、低周波治療器な 
どの電気医療機器の近くに置かない 

■電子 キーについて 

電子キーは電波法の認証に適合しています。必ず下のことをお守りください。 

•電池 交換時外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用ください。 

■キーを 携帯するときは 

電源を入れた状態の電化製品とは ] Ocml ； (上離して携帯してくださし、 10 cm 
Lil 内だと電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリー&スタートシステムの故障等で販売店に車両を持っていく 
とさは 

車両に付属している全ての電子キー（カードキーを含む）をお持ちください。 
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1-2. キーの取り扱い 


A 迂 fe 、 

■キーを 紛失したとさは 

電子キーを紛失した状態で放置すると、盗難の危険性び極めて高 < なります。車 
両に付属している残りの電子キーとカードキーを全てお持ちのうえ、ただちに 
トヨタ販売店にご相談ください。 

■カード キー取り扱いのま意 

•メカニカル キーをカードキーに差し込むとさは、無理な力を与えないで < ださ 
し、カードキーび破損するおそれびあります。 

•電池 やカードキーの電極び濡れた場合は、電池び請びて作動しな < なるおそれ 
びあります。水の中に落としたとさや飲料水などをこぼしたとさは、ただちに 
電池カバーをはずして電池および電極部分をおさ取ってください。（電池力 
バーをはずすには、軽く持って引き抜いてください。）電池び請びた場合は、 
トヨタ販売店で電池を交換してください。 

参 電池カノ（一を取りはずす場合は、押しつぶしたりドライノ く一などを使用したり 
しないで < ださい。 

無理にこじ開けようとすると、曲がったり傷をつけたりするおそれびありま 
す。 

♦電池 カバーを頻繁に取りはずすと、電池カバーび抜けやすくなることびありま 
す。 

•電池を 取りつけるとさは、必ず電池の向さを確認してください。電池の向さを 
間違えると、電池び急激に消耗する原因になります。 

下のような使いちをした場合は、カードキーの表面に傷をつけたり塗装びは 
がれたりするおそれびあります。 

-ル銭や鍵などの硬いものと同時に携帯したとき 
-シャープペンシルの先端などの鋭利なものでこすったとさ 
-シンナーやベンジンでカードキーの表面を拭いたとき 
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. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

7—トエント U — &スタートシステム 


電子キー（カードキーを含む）をポケットなどに携帯するだけで下 
の操作び行えまず。（必ず運転者び携帯してください。） 



□ ドアの解錠-施錠 UP . 50) 

曰トランクの解錠 （^ P . 50) 

且八イブリツドシステムの始動 （^ P . 163) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解錠-施錠 


八ンドルを握って解錠する。 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 


ドア八ンドル上側の□ックセン 
ヴー部（八ンドルの < ぼみ部）に 
触れ施錠する。 


I トランクを開ける 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置と作動節囲 


n 車外アンテナ 
且車内アンテナ 
且トランク内アンテナ 
□ トランク外アンテナ 


■作動節囲（電子夺一の検知エリア） 

0 :ドアの解錠•施錠時 

各ドア八ンドルから周囲約7日 
cm け^内で電テキーを携帯して 
いる場合に作動します。 

0 :トランクの解錠時 

トランクオープンスイツチから 
周囲約7日 cm iU 内で電子キー 
を携帯している場合に作動しま 
す。 

0 :八イブリツドシステム始動 
時またはモード切り替え 
時 

車内で電テキーを携帯している 
場合に作動します。 
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■ アンテナの位置 























1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 


■作動の合図 

ブヴーと非常点滅打の点滅（施錠は]回、解錠は2回）で知らせます。 
(トランク解錠時を除く） 

■ ドア八ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンドル上側の□ックセンサー部に 
触れてわ施錠でさないとさは、上下の 
□ックセンサー部に同時に触れてくださ 
い。 



■解錠ドアの切り替え機能 


ワイヤレス U モコンを使用して、スマートエント U — &スタートシステムで解 
錠でさるドアの設定を切り替えることびでさます。切り替えの操作は車両から 
]ml；( 内で行ってください。（カードキーでは解錠ドアの切り替えはできません） 


手順 


J の一" スイッチを OFF にする。 


手順 


U オー ト アラームの 侵入センサーを停止する。（操作中の オー ト アラームの 
誤操作防止） (^P . 11 7) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


マルチインフォメーシヨ 
ンディスプレイ 

解錠でさるドア 

ブヴー音 

オプテイト 
□ンメー 
夕一 

ファイング 
ラフィック 
メーター 



丽 

運転席のドア八ンドルを 
握ると運転席のみ解錠 

運転席 Lil 外のドア八ンド 
ルを握ると全席解錠 

車外："ピピッ" （3 回） 
車内："ポーン "（1 回） 

因 


いずれかのドア八ンドル 
を握ると全席解錠 

車外："ピピッ"に回） 
車内："ポーン "（1 回） 


E ワイヤレス U モコンでドアを解錠し、いずれかのドアを開ける。 

d ボタンを巧して3日秒じ(内にドアを開けなかった場合は、ドアび再 
び施錠され才ートアラームび設定されます。 

オートアラームび作動し警報び鳴ってしまったときは、作動を停止する操 
作を行ってください。 


IfeJMI 3 1キー表面のインジケーターび点滅していないのを確認後、0ボタン 
と同時に d または^^^のいずれかを約己秒押し続ける。 

操作を行うごとに次の表のように設定び切り替ります。（続けて切り替え操作を 
行う場合は、ボタンから手を離したあと、己秒じ I 上間隔をあけてから手順3を 
行ってください。） 


運転する前に 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補機バッテ U —あがりを防止するため、 
節電機能び働さます。 

♦じ I 下の状況では、スマートエント U — &スタートシステムによる解錠に時間 
びかかる場合びあります。 

-車の外約 2 m 内にスマートキーを]日分！;(上放置した。 

•己日間じ(上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった。 

参] 4曰間じ(上スマートエント U —&スタートシステムを使用しなかった場合、 
運転席！;(外での解錠びでさなくなります。この場合は、運転席のドア八ンド 
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。 


■電池の消耗について 


♦電池の標準的な寿命は]〜2年です。（カードキーは]年半程度で消耗しま 
す。） 

♦電池残量び少なくなると、八イブ U ッドシステムを停止した際に車内から警 
告音び鳴ります。 (^ P . 386) 

•電子キーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでも電池び 
消耗します。下のような状態になったときは、電池び消耗している可能性 
びあります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U — &スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電子キーの LED び点打しない 

•電池の著しい消耗を防ぐため、下のような磁気を発生する電化製品の ] m 
Lil 内に電子キーを置かないでください。 

-テレビ 
-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話やその充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 

必ず電子キーを携帯した上でスマートエント U — &スタートシステムを作動さ 
せて < ださい。 

■電子キーの検知に関する留意事項 

♦車外から操作する場合は電子キーを車に近づけすざないようにしてくださ 
し、作動時の電子キーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検知さ 
れず、システムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴った 
り、キー閉じ込み防止機能び働かない場合びあります。） 

♦電子キーび作動範囲内にあっても、 1 U 下のような場合は正しく作動しないこ 
とびあります。 

-ドアの解錠、施錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近づさすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-トランクの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、または U ヤ 
バンノ く一中央に近づさすざた場合 

-電子キーびインストルメントパネルやフ□ア上、 U ヤシート後方のパッ 
ケージトレイ上、ドアポケット、またはグ□ーブボックス内などに置かれ 
ている場合 

■スマートエントリー&スタートシステム特有の留意事項 

•電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人！;1外でち解錠- 
施錠できます。ただし、電子キーを検知しているドア！;(外では解錠できませ 
ん。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合に洗車や大雨などでドア八ンドルに大量 
の水びかかると、ドアび解錠•施錠することびあります。解錠された場合で 
わ、ドアの開閉操作びなければ約3日秒後に自動的に施錠されます。 

•電子キーび車室内または車に近い位置にある場合にワイヤレス U モコンな 
どで施錠を行うと、スマートエント U — &スタートシステムによる解錠びで 
さなくなることびあります。スマートエント U — &スタートシステムで解錠 
でさない場合は、ワイヤレス U モコンを使って解錠してください。 



己己 



1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

•手袋を着けて□ックセンサーに触れた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
触れてください。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
を繰り返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m 上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください （ キーの盗難に注意してください）。 

•車室内にキーびあるときに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルに 
かけた場合、「車室内にキーびあります」という警報びマルチインフォメー 
シヨンディスプレイに表示され、車室外のブヴーび吹鳴することびありま 
す。その場合は全ドアを施錠すれば警報-ブヴーは停止します。 

• □ックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部の□ックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

•ドア八ンドルを操作するときに、のびドアに当たる場合びあります。ドアを 
傷つけたり、のを割ったりしないようを意してください。 

■解錠時の留意事項 

•急なドア八ンドル操作や、車外アンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠でさない場合びあります。解錠されなかった場 
合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にちどし、再度解錠操作をして、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

•手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かったりすることびあります。 

•作動範囲内に他の電子キーびあるとさは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

■長期間運転しないとさは 

♦盗難防止のため、電子キーを車両から2 ml ； (上離しておいてください。 

•あらかじめスマートエント U —&スタートシステムを非作動にすることびで 
きます。 P . 424) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 解錠操作時のセキユリティ機能 

解錠操作後、約3日秒！;(内にドアを開けなかったときは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告び表示されたときは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。 (^ P . 368) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法は下のようになります。 


警告音 

状況 

対処ち法 

車外から"ピー’ 

と]日秒間鳴る 

いずれかのドアび開いてい 
るとさにスマートエント 

U —&スタートシステムで 
施錠しようとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠してください。 

車内から"ポーン、 
ポーン"と鳴り続 
ける 

運転席ドアび開いている状 
態で"パワー"スイッチ 
をアクセヴ U —モードにし 
た（アクセヴ U —モードの 
とさ運転席ドアを開いた） 

"パワー"スイッチを OFF 
にしたあと、運転席ドアを 
閉めて < ださい。 

運転席ドアび開いている状 
態で"パワー"スイッチ 
を OFF にした 

運転席ドアを閉めてくださ 
い。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 補機バッテリー脱着時の留意事項 

♦補機バッテ U —脱着直後はスマートエント U — &スタートシステムによる 
ドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でさなかった場合は、ワイヤレ 
ス U モコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

•補機バッテ U —脱着後、最初の八イブ U ッドシステム始動は失敗することび 
あります。2回目じ(降のエ八イブ U ッドシステム始動は正常に動作しますの 
で、問題ではありません。 

♦車両は常に"パワー"スイッチの状態を記憶しています。補機バッテ U —脱 
着時、車両は補機バッテ U —をはずす前の状態に復帰します。補機バッテ 
U - を脱着する際は、"パワー"スイッチを日 FF にしてから行ってください。 
補機バッテ U —脱着前の"パワー"スイッチの状態び不明の場合、補機バッ 
テ U —接続時はとくにを意してください。 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないときは 

♦ドアの解錠、施錠：^ P . 4日] 

•八イブ U ッドシステム始動： ^ P . 402 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 34己 

■販売店またはナビゲーシヨン画面で設定可能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでさま 

す。（車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にした場合のドアの解錠•施 

錠、八イブ U ッドシステムの始動方法等は「電子キーび正常に働かないとさは」 
P. 401)を参照してください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼす影響についての警告 

♦植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、スマートアンテナ (^ P . 51) から 22 cm じ(内に植え込み型必臓ペー 
スメーカーおよび植え込み型除細動器び近づかないよ5にして<ださい。電波 
により植え込み型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合びあります。 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器！;(外の医療用電気 
機器を使用される場合には、電波による影響について個別に医療用電気機器 
メーカーなどにご確認ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与 
える場合びあります。 

スマートエント U — &スタートシステムを作動しないようにすることもでさま 

す。詳しくは販売店にご相談ください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 迂 fe 、 

■機能び 正常に働かないおそれのある犬況 

スマートエント U —&スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の 
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコン、イモビライヴーシステムび正常に作動 
しない場合びあります。（対処ち法： ^ P . 401) 

• 電子キーの電池び消耗しているとさ 

•近くに テレビ塔や発電所、ガソ U ンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとさ 
♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器び電子キーの近<に 
あるとさ 

• 電子キーび！;(下のような金属製のちのに接していたり、覆われたりしていると 
さ 

-アル S 道などの金属の貼られたカード 
-アル S 道を使用したタバコの箱 
-金属製の財巧やカバン 
-小銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 

•近くで 他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとさ 
♦電子 キーを、じ(下のような製品と同時に携帯しているとさ 
-他の車の電子キーや電波式ワイヤレス U モコン 
-パソコンや携帯情報端末 （ PDA 等） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとさ 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを解錠•施錠、トランクを解錠できます。 

n 全ドア解錠 
且全ドア施錠 
□ トランク解錠（長押し） 

ワイヤレス U モコンでドアガラ 
ス•ムーンルーフの開閉を実施す 
ることびでさます。詳しくは販売 
店にご相談ください。 


□知識 

■作動の合図 

ドア：ブヴーと非常点滅打の点滅で知らせます。 

(施錠は]回、解錠は2回） 

トランク：ブヴーで知らせます。 

■半ドア警告ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しようとすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからわう一度施錠してください。 

■オートアラームについて 

ワイヤレス U モコンで施錠するとオートアラームび設定されます。 UP . 11 5) 



風 


BT012BF001 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

峡已 4 

■ 解錠操作のセキユリティ機能 

斗.已 7 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 34己 

■機能び正常に働かないおそれのある犬況 

斗. 6日 

■販売店またはナビゲーシヨン画面で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでさます。 
(車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 
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スマートエントリー & スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ア□ックスイッチを使って解錠-施錠できまず。 

■ スマ ートエントリー&スター トシステム 

^P. 49 


■ワイヤレス機能 

^P. 61 

■ ドア□ツクスイッチ 


戸 V ./ 

■X 

測; 

(1 

BTS13BG004 

■□ックレバー 

ド- 

ii ^ 

，叫] 

儀 


n 全ドア解錠 
且全ドア施錠 


n 解錠 
曰施錠 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを引くと開けられます。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I キーを使わずに外側か S フ□ント席を施錠ずるときは 

iJM 1 11 □ックレノ く一を施錠側にする 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

" J の一" スイッチびアクセヴ U —モードまたは日 N モードの 
とさや車内に電子キーび放置されているとさは施錠されません。 

電テキーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあ 
ります。 


■ャィ J レ[■^^□^7~クター 



施錠側にすると、リヤドアび内側 
から開かな<な0ます 

おテさまび内側から IJ ヤドアを開け 
ないよラにでさます。両側の IJ ヤドア 
を施錠側にしてください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


圓オートドア□ック-アン□ック機能 

下の機能を設定-解除することびでさます。 


機能 

作動内容 

シフト連動オート□ック 

READ 丫インジケーターび点打中にシフトレパー 
を P から動かすと全ドアび施錠されます。 

シフト連動オートアン□ック 

シフトレバーを P に入れると全ドアび解錠されま 
す。 

車速感応才ート□ック 

速度び 20 km / h 1；(上になると全ドアび施錠され 

9 〇 

運転席ドア連動 
オートアン□ック 

"パワ ー" スイッチを日 FF にしてから]日秒じ1 
内に運転席ドアを開けると全ドアび解錠されま 
す。 


設定の変更は、ナビゲーシヨンシステムの画面で行います。 (^ P . 424) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 


■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開け方 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開さます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 

■衝撃感知ドア□ック解除システム 

車両び前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。衝撃 
の度合いや事故の形態によっては作動しないことびあります。 

■イージーク □— ザー（イージーク □— ザー 装着車） 

ドアび半ドア状態になったとさ、イージーク□ーヴーび働さ、ドアび自動で完 
全に閉まります。 

♦"パワー"スイッチびどの状態であっても、イージーク□ーヴーは作動しま 
す。 


•車内や車外のドア八ンドルを引いたままドアを閉めたとさは、イージーク 
□ーヴーは作動しません。 

•イージーク□ーヴーび作動中でわ、車内のドアレバーや車外のドア八ンドル 
を引いてドアを開けることびできます。（□ックレバーやチャイルドプ□テ 
クターび施錠側のとさを除< ) 

•イージーク□ーヴーでドアび閉まったあと数秒間モーター音び聞こえます 
び、異常ではありません。 

■販売店またはナビゲーシヨン画面で設定可能な機能 

キー操作によって解錠されるドアの設定などを変更でさます。 

(車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開さ、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使用する 
♦全ての ドアを施錠する 
♦全ての ドアを確実に閉める 

•走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開さ車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。とくに、運転席は□ックレバーび施錠側に 
なっていてちドアび開くため、を意してください。 

•お テさまを U ヤ席に秉せるときは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないようにする 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


■ ドアを開閉するとさは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など周囲の状況を確認し、予期せ 
め動さにも対処でさるよう、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉してく 
ださい。 

■イー ジーク□—ザーについて（イージーク□—ザー装着車） 

♦ ドアび半ドア状態のとさ イージーク□一 
ヴーび働さ自動的に閉まるため、指など 
を挟まないように十分注意してくださ 
し、骨折など重大な傷害を受けるおそれ 
びあり危険です。 

♦半 ドア状態から イージーク□ーヴーび 作 
動するまで数秒かかります。指などをド 
アの隙間に挟まないでください。骨折な 
ど重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 

•□ッ クレバーやチヤイルドプ□テクター 
レバーび施錠側になっているドアは、 
イージーク□ーヴーの作動を停止でさな 
いため、とくにごを意ください。 



A 迂点 

■イー ジーク□ーザーの故障を防ぐために 

頻繁にドアの開閉を繰り返したり、イージーク□ーヴーの作動中にドアに無理 
な力をかけたりしないで<ださい。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

トランク 


トランクオープナーやスマートエントリー&スタートシステム、ワイ 
ヤレス機能を使って開けることびできます。 


I 車内か5トランクを開けるには 



トランク オープナー スイツチを 
押して、トランクの□ックを解 
除する。 


厂 BTS12BF009 


I 車外か5トランクを開けるには 

スマートエント U — &スタートシステム 
斗.己0 

ワイヤレスリモコン 

^P. 61 


トランクオープナーを使用できなくずるには 



グ□ーブボックス内のメインス 
イッチを OFF にする。 

□ ON 
且 OFF 

ワイヤレス IJ モコン、スマートエント 
U — &スタートシステムでちトラン 
クを開けられな<なります。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■ トランクグリップ 



トランクを引さ下げるとさにお使いくださ 
い。 


■ トランクライト 

トランクを開けたとさ、トランクライトび点打します。 

■イージーク□ーザー 

トランクび半ドア状態になったとさ、イージーク□ーヴーび働さトランクび自 
動で閉まります。 

•"パワ ー" スイッチびどの状態であっても、イージーク□-ヴーは作動しま 
す。 

•イージーク□ーヴーび作動しないときには、トランクをいったん半分じ I 上開 
けてから、再度閉めてください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ トランク内キー閉じ込み防止機能について 

♦全てのドアび施錠されている場合、トランク内に電子キーを置いたままトラ 
ンクを閉めると、警告音び鳴ります。この場合トランクオープンスイッチ 
(車外）で開けられます。 

•全てのドアび施錠されている状態で、予備のキーをトランクに入れたとさ 
わ、キー閉じ込み防止機能び働き、トランクを開けることびできます。盗難 
防止のため、車から離れるときは必ず全ての電子キーを携帯してください。 

♦全てのドアび施錠されている状態でトランク内に電子キーを置いていても、 
電子キーび置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、トランク内の電子 
キーを検知できないことびあります。この場合は、キー閉じ込み防止機能び 
働かず、トランクを閉めたとさに施錠されてしまいます。トランクを閉める 
とさには、必ず電子キーの所在を確認してください。 

• ドアびひとつでも解錠されている場合は、キー閉じ込み防止機能は働きませ 
ん。この場合は、車内のトランクオープナーでトランクを開けてください。 

■ 補機バッテリーあびりを防ぐために 

トランクび開いた状態でトランクライトび点打したままの場合、約3日分後に 

自動消打します。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車外のものにあたったり荷物び投げ出され 
たりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
り危険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

•走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開き、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。急ブレーキ、急旋回をかけた 
とさや衝突したとさなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあり危険です。 

■お 子さまを柔せているときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあり危険です。 

• トランクの中でおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引さ起こすおそれびありま 
す。 

♦お テさまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるとさに手、頭、首などを挟んだり 
するおそれびあります。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ トランクの使用にあたって 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれびあり 
危険です。 

♦ トランクを開ける前に、トランク U ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク U ッドび落下するおそれびあります。 

• トランクを開閉するとさは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
い。 

•強風 時の開閉には十分を意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

♦半開 状態で使用すると、トランク U ッド 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。特に傾斜地では、平坦な場所よ 
りもトランクの開閉びしにくく、急に卜 
ランクび開いたり閉じたりするおそれび 
あります。必ずトランクび全開で静止し 
ていることを確認して使用してくださ 
い。 

参 トランクを閉めるとさは、トランク U ッ 
ドで指などを挟まないよう十分注意して 
<ださい。 

参 トランクは必ず外からトランク U ッド上 
面を軽く押して閉めてください。トラン 
クグ U ップで直接トランクを閉めると、 
手や腕を挟むおそれびあります。 

• トランク U ッドにトヨタ純正品じ(外のアクセヴ U —用品を取り付けないでく 
ださい。トランク U ッドの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ 
ります。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■イ ージーク〇—ザーについて 



トランクび半ドア状態になったとき、イー 
ジーク□ーヴーび働さ自動で完全に閉まり 
ます。また、作動し始めるまでに数秒かか 
ります。指などをトランクのあいだに挟ま 
ないようにを意してください。骨折など重 
大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


A 迂 fe 、 

■イー ジーク□ーザーの故障を防ぐために 

イージーク□ーヴーの作動中はトランクに無理な力をかけないでください。 

■ トランク内のフラットケーブルについて 

トランク内左側にあるフラットケーブルを 
持ってトランクを閉めたり、フラットケー 
ブルに八ンガーなどをかけたりしないでく 
ださい。フラットケーブルの中にある配線 
び断線して、車両び故障するおそれびあり 
ます。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 


►パワーシート装着車 


み'、 

' ， た 



BTS1 307017 


n 前後位置調整 
曰リクライニング調整 
且クッション前端の上下調整 
(運転席のみ） 

□ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 

且へッドレストの上下調整* 
UP . 84) 

且腰部硬さ調整 
(運転席のみ） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



75 










1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


►マニュアルシート装着車 


n 前後位置調整 
且リクライニング調整 
且クッション前端の上下調整 
(運転席のみ） 

□ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 

且腰部硬さ調整 
(運転席のみ） 



BTS1 307018 


I アクティブへツドレスト 

(後方プリクラッシュセーフテイシステム装着車を除く） 



背をたれに強い衝撃を受けると、 
フ□ント席乗員のむち打ちの症状 
を軽減させるためにへッドレスト 
び少し前方上側に動さます。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I 助手席側面スイッチ* 

運転席またはリヤ席から助手席を操作でさます。 

nu クライニング起こす 
且 U クライニング倒す 
且前後位置前方 
H 前後位置後方 


□知識 

■アクティブへッドレストについて 

背もたれに弱い衝撃を受けてもへッドレストび動く場合びありますび、故障で 
はありません。 


A 警告 

■シー ト調整について 

•シートび 柔員や荷物に当たらないようにを意してください。 

•背 もたれは必要 iu 上に倒さないでください。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•マニュアル シート装着車は、シート調整後はシートびきちんと固定されている 
ことを確認してください。 

■助手席 側面スイッチについて 

助手席に秉員びいるとさは操作をしないでください。また、操作中は、助手席 
に座らないで<ださい。足を挟むなどして助手席柔員びけがをするおそれびあ 
ります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 迂 fe 、 

■ 運転席またはリヤ席か5の助手席操作について 

操作するとさは助手席の上や足元に作動をさまたげるちのびないことを確認し 
てください。シートに無理な力びかかり故障するおそれびあります。 

■シー ト肩□スピーカー装着車について 

スピーカーグ U ル部にジュースなどをこぼしたり、シートク U —ナーや消臭剤 
などを吹さつけたりしないで<ださい。オーディオの音質の劣化の原因となる 
おそれびあります。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ—卜 


リクライニング調整* 


[フ□ント席か5リヤシートをもどず* 


ボタンを押しているあいだ、リヤ 
シートび中立位置へをどります。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■ リクライニング調整について 

背もたれは必要1；^上に倒さないでください。 

事故のとさに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

■フ □ント席か！5リヤシートをもどすときは 

U ヤシートの乗員び車をおりてから操作してください。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

7イコンプリセットドライビングポジシヨンシステム* 


お好みのドライビングポジション（運転席、八ンドルの位置、ドアミ 
ラーの角度*)を登録して、ワンタッチで呼び出すことびできまず。 
また、ドアの解錠と連動させることもできまず。（メモリーコール機 
能） 

ドライビングポジションは2パターンまで登録できまず。 


ポジションの登録 

面面の" パワー „ スイッチを日 N モードにする。 

H 司運転席、八ンドル、ドア S ラー角度*を好みの位置に調整する。 



SET ボタンを押しなびら、また 
は SET ボタンを押したあと3秒 
じ(内に、]または2のうち登録 
したいボタンをブヴーび鳴るま 
で押す。 

すでに同じボタンに登録されてい 
る場合は、上書さされます。 


■ポジションの呼び出し 

シフトレノ く一び P の位置にあることを確認します。 



パワー"スイッチを ON モードにする。 


1または2のうち呼び出したい 
ポジションのボタンをブヴーび 
鳴るまで押す。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I ドアの解錠と連動させるには（メモリーコール機能) 

登録させたいキー（力ードキーを含む）のみ携帯し、シフトレバーを P 
にして運転席ドアを閉めてください。 

車内にキーび2つ上あると、正確に登録でさません。 

固圆[互"パワー"スイッチを ON モードにし、連動させたいポジシヨ 
ンを呼び出す。 



呼び出したポジシヨンのボタンを 
押しなびら、ドア□ックスイッチ 
の施錠側または解錠側をブヴーび 
鳴るまで押す。 

スマ ー トエント U — & スター トシス 
テム、またはワイヤレス IJ モコンでド 
アを解錠して運転席ドアを開けると、 
ドライビングポジションび呼び出さ 
れます。 


□知識 


■ ドアの解錠との連動を解除するには 

解除させたいキー（カードキーを含む）のみ携帯してください。車内にキーび 
2つじ I 上あると、正確に解除できません。 


手順 


パヮー 


スイツチを ON モードにします。 


手順 


互 SET ボタンを押しなびら、ドア □ ックスイツチの施錠側または解錠側 
をブヴーび鳴るまで押す。 


82 

























1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■乗車前に呼び出すには 

運転席ドアを開け、]8日秒内、または運転席ドアを閉め6日秒 iU 内に呼び出 
したいポジションのボタンを押すと、シートの位置び調整されます。八ンドル 
の位置は"パワー"スイッチを押すと調整されます。 

■ポジションの呼び出し作動を途中で止めるには 

liTF のいずれかの操作をします。 

• SET ボタンを押す 
•1 または2のボタンを押す 

•シート調整スイッチを操作する（シートのみ作動停止） 

■パワーイージーアクセスシステムについて （^ P . 93) 

登録した運転席の位置に巧して、車両カスタマイズ機能 (^ P . 424) で設定し 
た移動量だけ、シートび後方に移動します。 


A 警告 

■シー ト調整時の警告 

シート調整中は、シートび U ヤ席秉員に当たったり、運転者の体び八ンドルで 
圧迫されたりしないようを意してください。 
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ヘッドレスト 


■上下調整 
►電動式 



スイッチを上下に操作します。 



n 上下調整 

下げるときは、解除ボタンを押し 
なびら操作します。 

且取りはずし 

解除ボタンを押しなびら取りはず 
します。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■前後調整（フ□ント席） 

へッドレストをつかみ、前後に 
調整します。 


□知識 

■電動式へッドレストの取りはずしについて 

へッドレストの取りはずし、取りつけについてはトヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

■へッドレストの高さについて 

必ずへッドレストの中必び両耳のいちばん 
上の迈りになるよう調整してください。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ リヤ席のへッドレストの使用について 



使用するときは、常に格納位置（ヘッドレ 
ストび最も下がった位置）から"カチッ"と 
音びするまで上げた位置にして < ださい。 
また、ヘッドレストを押し下げ、確実に固 
定されていることを確認してください。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

じ I 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

•へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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シ—トペルト 


走巧前にずベての柔員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

♦ 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけ低い位置に密着させる 

•背わたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

♦ ねじれび無いようにする 

■着け方、はずし方 

n 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 

曰解除 

解除ボタンを押します。 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 下げる 
曰上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かしてください。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


(シートベルト コン フ オートガイド（リヤ外側席) 


肩部べルトび首の近くにかかると 
きは、コンフオートガイドを前方 
にスライドさせてください。 


(シートベルトプリテンシ ヨナー （フ□ント席、リヤタ+側席) 




BTS1 413004 


前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを巻さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保します。 

前ちからの衝撃び弱いとさや、横や後 
ろからの衝撃のとさは作動しない場 
合びあります。 


I プリクラッシュシートベルト（プリクラッシュセーフテイシステム装着車のフ□ント席) 


プリクラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避けられない 
と判断したとを、衝突の前にフ□ントシートベルトを巻さ込み、プリテ 
ンシヨナーの効果を高めます 0 

急ブレーキをかけたとをや、車びコント□ールを失ったとさを同様に作 
動します。 （^ P . 237) 


88 




















1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったときベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引き出しても□ックする場合びあります。一度べルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことびできま 
す。 

■ 妊娠中の女性や疾患のある方の場合 

医師にを意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。 (^ P . 87) 

妊娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
ように、腰部ベルトび腰骨のできるだけ低 
い位置にかかるようにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避けて 
胸部にかかるように着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとさなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 


■疾患のある方の場合 

医師にを意事項を確認の上、正しく着用してください。 
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■お子さまのシートベルトの使い方 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

•シートベルトび正しい位置で着用できないルさなおテさまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、 (^ P . 135) 

•シートベルトび正しい位置で着用できるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。 (^ P . 87) 

■ シー トベルトプリテン シヨ ナ ーにつ いて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、下のことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■ シートベルトの着用について 

♦車に 柔るときは全員びシートベルトを着用する 
•シー トベルトを正しく着用する 

•シー トベルトは一つにつさ一人で使用する 
おテさまでち一つのベルトを複数の人で使用しない 

•お テさまは U ヤシートに座らせてシートベルトを着用させる 

•シー トは必要 Lil 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

•腰部 ベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させ着用する 
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A 警告 

■お 子さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ S 
などでシートベルトを切断してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

•ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
うにしてください。 

•シー トベルトび損傷したときはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

•プレートび バックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。うまく差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

•わし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でも、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

•プ U テンシヨナー付シートベルトの取りつけ、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店外でしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付きシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告打び点打します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■プリクラ ッシュシートベルトについて 

プ U クラッシュシートベルトを過信しないでください。 

運転するときは常に周囲の状況にを意し、安全運転を必びけてください。 
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八ンドル 


►マニュアルチルト&テレスコピックステアリング 

ノ V ンドル位置を運転しやすいように調整できます。 


チルトステアリングレノく一を手 
前に引さ、八ンドルを上下に動 
かして適切な位置にして、レ 
バーから 手を離す。 


テレスコピックステアリングレ 
バーを押し下げ、八ンドルを前 
後に動かして適切な位置にし 
て、レバーを引さ上げる。 


► 電動チルト&テレスコピックステアリング 

ノ V ンドル位置を運転しやすいように調整できまず。 

n 上びる 
且下びる 
且手前に動< 
n 前方に動< 



■上下位置調整 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I オートチルトアウェイ&リターン機能（マイコンプリセットドライビン 
グポジションシステム装着車を除く） 


"パワー"スイッチを日 FF にする 
と、乗り降りびしやすいように八 
ンドルび最上段、最前方に移動し 
よ9 〇 

"パワー"スイッチをアクセサリー 
モードまたは日 N モードにすると、ち 
との位置にちどります。 


I パワーイージーアクセスシステム（マイコンプリセットドライビングポ 
ジシヨンシステム装着車） 

運転者び乗り降りする際に、八ンドルと運転席シートび自動で、下の 
ように動さます。 


降車時：八ンドルび最上段、最前 
方に移動、運転席シート 
び後方に移動（オートア 
ウェイ機能） 

乗車時：八ンドル、運転席シート 
びわとの位置‘に移動 
(オート U ターン機能） 

※八ンドルの上下前後位置、運転 
席シートの前後位置をお好みの 
位置に調整しておけば、八ンド 
ル-シートびその位置で記憶さ 
れます。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 


■電動チルト&テレスコピックステアリングの作動条件 

"パワー"スイッチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとさ 

■八ンドル位置の自動調整 

お好みの八ンドル位置をマイコンプ U セットドライビングポジシヨンシステム* 
に登録すると、自動で調整されます。 UP . 81) 

■電動チルト&テレスコピックステアリングの八ンドル位置調整について 

パワーイージーアクセスシステム装着車では、車両カスタマイズ機能の「降車 
時運転席シート移動量調節」で 「 OFF 」 iU 外を選択しているときは、"パワー" 
スイッチび OFF でも、シートベルトのバックルを装着すると、八ンドルの位置 
を調整することびでさます。 

■降車時の運転席シートのオートアウてイ機能について 
(パワーイージーアクセスシステム装着車） 

降車時に、シートの位置び最後ちに近い位置にある場合、オートアウエイ機能 
を行わない場合びあります。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■オートアウェイ機能の作動条件（パワーイージーアクセスシステム装着車） 

• liTF の条件を満たすと作動します。 

-シフトレバーを P にする 
-"パワー"スイッチを OFF にする 
-シートベルトのパックルをはずす 

(車両カスタマイズ機能の「降車時運転席シート移動量調節」で 「 OFF 」\iX 
外を選択しているとさのみ） 

♦作動中に！;(下の操作をすると作動び停止します。 

-シフトレバーを操作する 

♦作動中に下の操作をするとシートの作動のみび停止します。 

-運転席のシート調整スイッチ UP . 75) のいずれかを操作する 
- SET ボタン UP . 81) を押す 
•] または2のボタン UP . 81) を押す 

■オートリターン機能の作動条件（パワーイージーアクセスシステム装着車） 

♦ iU 下の条件のいずれかを行うと作動します。 

-"パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは ON モードにする 
-シートベルトのバックルを装着する 
(車両カスタマイズ機能の「降車時運転席シート移動量調節」で 「 OFF 」 
外を選択しているとさのみ） 

•作動中に下の操作をすると作動び停止します。 

- SET ボタン UP . 81) を押す 
•] または2のボタン UP . 81) を押す 
•作動中に下のいずれかを行うとシートの作動のみび停止します。 

-運転席のシート調整スイッチ UP . 75) のいずれかを操作する 
-車両を発進させる 

♦作動中に Lil 下のスイッチを操作すると八ンドルの作動のみび停止します。 

-電動チルト&テレスコピックステア U ングのスイッチ UP . 92) を操作 
する 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■パワーイージーアクセスシステムでのハンドル、シートの作動について 

♦オートアウェイ機能作動中-オートアウェイ機能作動終了後に、運転席の 
シート調整スイッチ (^ P . 7己）のいずれかを操作、またはマイコンプ U セッ 
トドライビングポジションシステム UP . 81) の操作をした場合、オート U 
ターン機能は作動しません。 

•八イブ U ッドシステム始動時に八ンドル、シートの作動び一時停止し、八イ 
ブ U ッドシステム始動後に作動び再開することびあります。 

♦オート U ターン機能作動中に、車両を発進させるとシートの作動び停止しま 
す。停止したときは、車両を停止しシートの前後位置を適切な位置に調整して 
<ださい。 

なお、この場合、八ンドルは U ターン機能作動を継続します。 

■販売店またはナビゲーション画面で設定可能な機能 

パワーイージーアクセスシステムのシートスライドを非作動にしたり、シートス 
ライド量の変更びでさます。シートスライドを非作動にした場合、パワーイージー 
アクセスシステムは八ンドルのみの作動になります。 

(車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるような事故になるおそれびあります。 

■八ン ドル位置を調整したあとは（マニュアルチルト&テレスコピックステアリ 
ング装着車） 

八ン W レび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につながるおそれ 
びあります。 

■パワー イージーアクセスシステムで八ンドル-シートが作動しているときは 

体や荷物などび挟まれないようにしてください。けびをしたり、荷物び破損す 
るおそれびあります。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少 
(防に）でさまず。（手動防にタイプ装着車） 

n 通常使用状態 
曰防眩状態 


自動 （ AUTO ) モードにしておくと、センサーび後続車のライトを感 
知し、自動で反射光を減少させまず。（自動防にタイプ装着車） 




自動モードの切り替え 

自動モードのとさはインジケー 
ターび点打します。 

"パワー"スイッチを ON モード 
にしたとさは、ミラーは常に自動 
モードになつています。 












1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[上下調整のしかた 


インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整する。 


► 自動防眩タイプ装着車 


►手動防眩タイプ装着車 




□知識 


■センサーの誤作動防止（自動防胺タイプ装着車) 



センサーの誤作動を防ぐため、センサーに 
触れたりセンサーを覆ったりしないでくだ 
さい。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中はミラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあります。 


運転する前に 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧一 


スイツチで鏡面の角度調整をします。 



ns ラーを 選ぶ 
(L :左 、 R :ち） 

曰スイッチを操作してミラー角 
度を上下左ちに調整する。 


I ドアミラーを格納するときは 



n 格納する 

且わとの位置にもどす 

スイッチを中立の位置 （ AUT 日）に 
すると自動モードに切り替わり、ドア 
の解錠-施錠と連動します。 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとさ 

■ミラーび曇ったときは 

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでさます。 

(別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください） 

■ミラー角度の自動調整^ 

お好みのミラー角度をマイコンプ U セットドライビングポジシヨンシステム* 
(^ P . 81) に登録すると、自動で調整されます。 

■リバース連動機能^ 

後退時にドアミラーの角度び下向さになり、下方び見やすくなります。ただし、 
ミラー選択スイッチを中立の位置 （ L - R ともに選択していない状態）にしてお 
くと、この機能は作動しません。 

■レインクリアリングミラー 

♦雨天時など鏡面に付着した水滴を膜状に広げる（親水効果）ことにより、後 
ちを見やすくします。 

•次の場合、一時的に親水効果び失われますび、晴天時に太陽光を] -2 曰間 
当てると回復します。 

- S ラーの巧れを店\さ取ったとさ 
-ミラーび曇ったとさ 
-自動洗車機でワックス洗車したとき 

-長時間、地下駐車場など曰の当たらない場所に駐車していたとさ 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中は iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

ラーの調整をしない 
参 ミラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の S ラーを復帰して、正し<調整する 

■ミラーび 動いているとさは 

手を触れないでください。 

手を挟んでけびをしたり、 S ラーの故障の原因になるおそれびあります。 

■ミラー ヒーターび作動しているときは 

鏡面び熱<なるので触れないで<ださい。 


水迂意、 

■ミラーび 凍結したとき 

親水膜の効果を持続させるため、 S ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板な 
どで削り落とさずに、温水をかけるか、ミラーヒーターを作動させるなどして 
解氷してください。 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさます。 

D 閉める 

曰自動全開 ‘X (強く引く） 

且開ける 

H 自動全開^ (強く押す） 

^途中で停止するとさは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


■ウインドウ□ツクスイッチ 


a —S スイッチを押して運転席外のド 
アガラスを作動不可にする。 

おテさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でさます。 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


□知識 


■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 

■ ドア□ック連動ドアガラス開閉機能 

メカニカルキーでドアガラスを開閉でさます。 

(一 P . 401) 

■"パワ ー" スイッチ OFF 後の作動 

"パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは日 FF にしたあとでも、約4己 
秒間ドアガラスを開閉でさます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作 
動しな < なります。 

■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとさに、窓枠とドアガラスの間に異物び挟まると、作 
動び停止し、少し開さます。 

■販売店で設定可能な機能 

ドア□ック連動ドアガラス開閉機能などの設定を変更できます。 

(車両カスタマイズ機能一覧一 P . 424) 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉するとさは 

Lii 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•ドア ガラスを開閉するとさは、乗員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻さ込んだり 
しないようにしてください。とくにおテ 
さまへは手などを出さないよう声かけを 
して < ださい。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり卷き込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み込み 防止機能 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないようにを意してください。重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


水迂鳥、 

■ ドアガラスを開閉するとさは 

じ I 下のことをお守りください。 

♦運転席 スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆ち向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全閉後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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-日.ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 

X — ンルーフ* 


頭上のスイッチでムーンルーフを開閉、またはチルトアップ/ダウン 
でさまず。 

■ 自動開閉 

n 開< 

全開手前位置で止まります。さら 
に開く場合は、スイッチをちう一 
度押してください。 

且閉まる 

途中で止めるには、スイッチを軽 
く押します。 

■チルトアップ/ダウン 

n チルトアップ 
曰チルトダウン 

途中で止めるには、スイッチを軽 
く押します。 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


□知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 

■ ドア□ック連動ムーンルーフ閱閱機能 

メカニカルキーでちムーンルーフを開閉でさます。 

(一 P . 401) 

■"パワ ー" スイッチ OFF 後の作動 

"パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは日 FF にしたあとでも、約4己 
秒間ドアガラスを開閉でさます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作 
動しな < なります。 

■挟み込み防止機能 

ムーンルーフを閉めるとさ、またはチルトダウンするときに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開さます。 

■ムーンルーフを閉めることびできないとき 

故障などで挟み込み防止機能び作動してしまい、ムーンルーフを自動で閉める 
ことびでさないとさは、スイッチを押し続けることで閉めることびでさます。 

■風切音の低減 

自動で開けたとさに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を低 
減でさます。 

■サンシェード 

手動で開閉できます。ただし、ムーンルーフび開くとさは連動して開さます。 

■閉め忘れ警告表示 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、"パワー"スイッチを日 FF にして、運 
転席ドアを開けるとマルチインフォメーシヨンディスプレイにメッセージび表 
示されます。（一 P . 374) 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


■ムーンルーフび正常に閉ま5ないときは 


下記の操作を行つて < ださい。 

♦閉まるときに反転し、閉じ切5ない場合 


手順 

手順 


田車を停止する。 

回スイッチの " CLOSE " 側を押し続ける。 




ムーンルーフび閉じ、再び開さ、]日秒間停止します。その後再び 
閉じ、チルトアップし、 ] 秒間停止します。チルトダウン後、いったん 
開いてから閉じます。 


手順 


互ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手 


を離す。 


•チルトダウン時に反転し、閉じ切5ない場合 


手順 

手順 


で車を停止する。 

互スイツチの " UP " 側を押し続け^ 
プ位置にする。 


ムーンルーフをチルトアツ 


手順 


回スイッチから一度手を離し、再度 " UP " 側を押し続ける。 




ムーンルーフびチルトアップの状態で]日秒間停止し、‘ X 2微調節後]秒 
間停止します。チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 


手順 


でムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手 


を離す。 


途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 


《2]日秒間停止した後にスイッチから手を離すと、それけきオート作動でさなく 
なります。その場合は、スイッチの " UP " または、 " CLOSE " 側を押し 
続けてください。ムーンルーフびチルトアップし、 ] 秒間停止します。そ 
の後、チルトダウンし、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフび完 
全に閉まったことを確認したら、スイッチから手を離してください。 


1；(上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


■販売店で設定可能な機能 

ドア□ック連動ムーンルーフ開閉機能などの設定を変更できます。 
(車両カスタマイズ機能一覧一 P . 424) 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


A 警告 


■ムーン ルーフを 開けて いると きは 

下のことを必ずお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ムーン ルーフを 開閉するときは 

iu 下のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•ムーン ルーフを 開閉や、チル ト ダウンす 
るとさは、秉員の手、腕、頭、首を挟ん 
だり卷さ込んだりしないように注意して 
<ださい。 

参 おテさまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり卷さ込まれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 




■挟み込み防止機能 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで<ださい。重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないようにを意してください。重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 
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1-6 .給油のしかた 

給油□の開け方 


必下の手順で給油□を開けてください。 


■給油ずる前に 

"パワー"スイッチを日 FF にして、ドアと窓を閉めてください。 

■給油□の開け方 




キャップをゆっくり回して開け 
る 


キャップを八ンガーにかける 


BTS1 507003 
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1-6. 給油のしかた 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びする 
まで回して閉めます。 

手を離すと、キャップび逆ち向に少し 
ちどります。 


□知識 

■燃料の種類 

無鉛プレミアムガソ U ン 

■燃料タンク容量 

約目己 L 

■系合油□び車内か5開け5れないときは 

車内のスイッチを押してち給油□び開かな 
いとさは、トランク内にあるカバーを取り 
はずし （ n )、 その穴の上側にあるレバーを 
引さます（且）。 































1-6. 給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前には下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦車体な どの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による乂巧で燃料に弓 I 乂するおそれびあります。 

•キャップを ゆるめたときに、"シュー"という音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとさ、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとさ、給油□から燃料び吹さ返してけびをす 
るおそれびあります。 

•給油 □に、静電気を除去していない人を近づけない 

•気化 した燃料を吸わないようにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものわあります。 

•喫煙し ない 

引乂して乂災を弓 I さ起こすおそれびあります。 

♦車内に ちどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のま意 

•給油を するとさは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かし 
て継ぎ足し給油を行うと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合び 
あります。 

•そのほか、 ガソ U ンスタンド内に掲示されているを意事項を守ってください。 
正常に給油できない場合は、スタンドの店員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂災などを引さ起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-6. 給油のしかた 


A 迂 fe 、 

■給油す るとさは 

指定 Lil 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽油、打油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

下のような状態になるおそれびあります。 

•ガソ U ンエンジンの始動性び悪くなる 
•ノッキングび 発生する 
•八 イブ U ッドシステムの出力び低下する 
♦排気 制御システムび正常に機能しない 
♦燃料 系部品び損傷する 
•塗装び 損傷する 
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1-7 .盗難防止システム 

イモビライザーシステム 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキー似外で 
は八イブリツドシステムの始動ができません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


" パワー"スイッチを日 FF に 
すると、システムの作動を知ら 
せるためにセキュリティインジ 
ケーターび点滅します。 

登録されたキーを携帯し、"パ 
ワー"スイッチをアクセヴ U — 
モードまたは日 N モードにすると 
システムび解除され、インジケー 
夕一び消打します。 



□知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとき 

♦キーび金属製のものに接したり、覆われているとさ 

♦キーび他の車両のセキュ U テイシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとさ 


A 迂 fe 、 

■イモ ビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 
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-7. 盗難防止システム 

f— トアラーム 


不正な侵入を検知した場合、音と光で警報します。 

■ オートアラームが 作動ずるとき 

♦ 施錠されたドアまたはトランクび、スマートエント U — &スター 
トシステムやワイヤレスリモコン、メカニカルキーを使わずに解 
錠されたり、こじ開けられたとき 

♦ 施錠時にボンネットが開けられたとさ 

♦ 侵入センサーび車内で動く物体を検知したとさ（侵入者びガラス 
を割るなどして車内に乗り込んだとさ） 

G-BOOK mX Pro をご利用のお客様は、オートアラームび作動し 
た場合 、 E メールや電話でお知らせすることびでさます。 

詳しくは、「ナビゲーシヨンシステム取扱書/ G - Secu 「 ity 」 をご覧 
ください。 

■ オートアラームを 設定ずるには 


ドア-トランク-ボンネットを 
閉めスマートエント U — &ス 
タートシステム、ワイヤレスリ 
モコンを使って施錠します。 

30秒上経過すると、自動的 
に設定されます。 

オートアラームび 設定され るとセ 
キュ U ティインジケーターは 点 打 
から点滅にかわり、同時に侵入 セ 
ンヴーび作動します。 

■ オートアラームの設定を解除および作動を停止ずるには 

iU 下のいずれかを行ってください。 

♦ ドアまたはトランクを解錠する 

♦ "パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは日 N モードにす 
るか、八イブ U ッドシステムを始動する（数秒後に解除-停止し 
ます） 
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1-7. 盗難防止システム 


A 迂 fe 、 

■ ドアを施錠する前の確認 

オートアラームの思わめ作動および盗難を防ぐため、下のことを必ず確認し 
て < ださい。 

♦車内に 人び乗っていないか 
♦ ドアガラスとムーンルーフ*び閉じているか 
♦車内に 貴重品などを放置していないか 

■才ー トアラームの作動について 

次のような場合 オー トアラームび作動することびあります。 オー トアラームを 
解除、作動を停止する操作を行ってください。 

♦車内に 残った人び、ドアやトランク、ボンネットを開けたとき 
• 施錠後、バッテ U —あがりなどでバッテ U —の充電や交換をしたとさ 


[侵入センサー 



侵入センサーは、車内に不正に入 
り込んだ侵人者の動をを電波で検 
知するセンサーです。侵入者の動 
さで検知するため、ドアを開けず 
ガラスを割つて入り込んだ侵入ち 
などわ検知できます。 

このシステムは車両盗難を防止ま 
たは抑止する機能であり、すべて 
の侵入に対する完全なセキユリ 
テイを保証するものではありませ 
ん。 

車内で動くすべてのものに反応す 
るため、ぺツトや動くわのを車内 
に残すとさは、必ず侵入センサー 
を停止してからアラームを設定し 
て < ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7 .盗難防止システム 


■ 侵入センサーを作動させるには 

オートアラームを設定すると侵入センサーび作動します。 
UP. 11 5) 

■ 侵入センサーを停止してオートアラームを設定ずるには 


"パワー"スイッチを日 FF にし、 
侵入センサー日 FF スイッチを押し 
てからオートアラームを設定す 
る。 UP . 1 15) 

メーター 内のマルチインフォ メー 
シヨンディスプレイに、侵入センサ~ 
停止の メッ セージび表示されます。ち 
ラー度スイッチを押すと侵入セン 
サーは再びセットされます。 

侵入センサーを停止してアラームを設定するには、アラームを設定する 
たびに侵入センサー OFF スイツチを押す必要びあります。 
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1-7. 盗難防止システム 


□知識 


■メンテナンスについて 


オートアラームシステムのメンテナンスは不要です。 


■ ドアを施錠する前の確認 

オートアラームの思わめ作動および盗難を防ぐため、下のことを必ず確認し 
て < ださい。 

♦車内に人び秉っていないか 
• ドアガラスとムーンルーフ*び閉じているか 
参車内に貴重品などを放置していないか 

■オートアラームの作動について 

•次のような場合オートアラームび作動することびあります。オートアラーム 
を解除、作動を停止する操作を行って<ださい。 



•車内に残った人び、ドアやトランク、ボ 
ンネットを開けたとさ 


♦施錠後、補機バツテ U —あびりなどで補 
機バッテ U —の充電や交換をしたとさ 
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1-7 .盗難防止システム 


■オートアラーム作動によるドア□ック機能について 

•オートアラームび作動したとさドアび解錠されていると車内への不正な侵 
入を防止するため自動的に施錠されます。 

♦オートアラームび作動したとさに車内でキーを閉じ込めないように、バッテ 
U —あびりなどで充電-交換する場合は車内にキーびないかを確認してくだ 
さい。 

■侵入センサーの停止-復帰について 

•侵入センサーを停止しても、オートアラームは作動します。 

♦侵入センサーを停止したあとに"パワー"スイッチを押すか、スマートエ 
ント U — &スタートシステムやワイヤレス U モコン、メカニカルキーによる 
解錠操作を行うと、侵入センサーび復帰します。 

■ G-BOOK mX Pro (ご契約のお客様のみ） 

♦うっかり通知機能によって、施錠のし忘れや非常点滅打の消し忘れ、ドアガ 
ラスの閉め忘れを、ご指定の E メールアドレスへお知らせすることびできま 
す。 

うっかり通知機能は車内の電子キー検知を使用しているため、スマートエン 
卜 U — &スタートシステムび正しく作動しない場合は、うっかり通知機能び 
正しく働かないことびあります。 

♦ U モート確認機能によって、ドアの開閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状 
態、電子キーの車内への置さ忘れなどを携帯電話で確認でさます。 

詳しくは、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書/ G - B 日日 K オンラインヴービ 
ス/ G - Security 」 を参照してください。 
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1-7. 盗難防止システム 


A 迂 fe 、 

■侵入 センサーについて 

次のことをお守りください。 

センサーび正しく働かない場合びあります。 

•センサーの 穴をふさびない 


•センサーの 穴にスプレーを噴霧しない 
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1-7 .盗難防止システム 


A 迂 fe 、 

■侵入 センサーの検知について 

次のような場合には、侵入センサーの検知によりオートアラームび作動するこ 
とびあります。状況に応じ、侵入センサーを停止してからアラームを設定して 
<ださい。 

•車内に 乗員やぺットなどを残して、車両 
から離れる場合 


• ドアガラスやムーンルーフ*などび開い 
ている場合、次のちのを検知することび 
あります。 

-車内に入った落ち葉•虫-風など 
-他車の侵入センサーなどび発する超音波 
-車外の歩行者の動さ 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. 盗難防止システム 


/ i \ 注意 



♦立体 駐車場のような振動や騒音の激しい 
場所に駐車したとさ 


♦雪 かさやガラスに付着した氷を削り落と 
す際に、連続的な衝撃や振動び車両に伝 
わったとさ 


•霜よ けシートび風などで動いたとき 
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1-7 .盗難防止システム 


A 迂 fe 、 

■侵入 センサーの検知について 

♦マスコ ットやアクセヴ U —をぶら下げた状態で取りつけたり、コートフックに 
巧類をかけているとさなど、動さやすいものび車内にあるとさ 

♦ ドアガラスやムーンルーフ*などび開いているとき 
♦ 高圧洗車機や自動洗車機などを使うとき 

•ひょう や落雷などにより、連続的な衝撃や振動び車内に伝わったとさ 

■オー トアラームを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-8. 安全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


必下の条件にあった正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背もたれから 
背を離さない P . 75) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるようなシート位置にす 
る P . 75) 

且各装置び操作しやすい背わた 
れの角度にする 

□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くような八ンドルの 
位置にする P . 92) 
旦へッドレストの中央び耳の後 
方になる P . 84) 

0シートベルトび正しく着用で 
きる U P . 87) 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないでください。 

運転を誤るおそれびあり危険です。 

•背ち たれと背の間にクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびあり危険です。 

•フ □ントシートの下にものを置かないでください。 

ものび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。また、調整機構の故障の原因 
になります。 

■シートを 調整するときは 

• 同柔者びシートに当たってけがをしないようにを意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けがをするおそれびあり危険です。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大な危害びおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



►フ□ント SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

且 SRS 二ーエアバッグ 

(運転ちと助手席乗員の衝撃緩和を補助） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ 
曰 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS カーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席とリヤ外側席乗員のおわに頭への衝撃を緩和） 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


□知識 

■ SRS エアバッグび展開すると 

♦ SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

•作動音ととちに白いガスび発生します。 

•フ□ント席、 U ヤ席、フ□ント ピラー やルーフサイドレールの一部分などだ 
けでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカ 
バー、インフレーター）ち数分間熱くなることびあります。エアバッグその 
ものも熱くなります。 

•フ□ントウインドウガラスび破損することびあります。 

• G-BOOK mX Pro をご利用のお客様は、 SRS エアバッグび作動すると自動 
的に緊急通報びヘルプネットセンターに送信されます。オペレーターからの 
呼びかけに応答びない場合は、緊急車両を手配します。詳しくは「ナビゲー 
シヨンシステム取扱書」を参照してください。 

■ SRS エアバッグび作動するとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

•フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値(移動わ変形もしない固定 
された壁に、約2日〜3日 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するものに 
衝突した場合や、ちぐりこむような衝突（例えば、車両前部びもぐりこむ、 
下に入り込む、トラックの下敷さになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあります。 

■ SRS エアバッグび作動するとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 

設定値（約].己 t の車両び、約2日〜 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した 

場合の衝撃の強さに相当する値）上の場合に作動します。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■衝突 m 外で作動するとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

iu 下のような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとさ 

•深い穴や溝に落ちたり、秉り越えたとさ 

•ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとさ 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するようには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引さ起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動 
することびあります。 



♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 
(SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分外の側面に衝撃を受けたとさには、 
SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあります。 

♦ 客室部分！;(外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、前方や後ちか 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するようには設計され 
ていません。 

•前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
•横転 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

iU 下のような場合には、できるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグび而くらんだとさ 

♦フ□ント SRS エアバッグは店、くらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とさ、または破損•変形などびあるとき 


♦ SRS サイドエアバッグと SRS カーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分び衝突したとき、ま 
たは破損-変形などびあるとさ 


•八ンドルのパッド部分やダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近、インスト 
ルメントパネル下部び傷ついたり、ひび 
割れたり、その他の損傷を受けたとさ 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷ついたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

• SRS カーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフ□ント- U ヤ ピラー 部、ルー 
フサイド部び、傷ついたり、ひび割れた 
り、その他の損傷を受けたとさ 



BTS17BF007 



BTS17BF008 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

必ず下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 秉員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

•助手席 SRS エアバッグち強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。柔員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合はとくに危険です。シートの背もたれを調整して、シートを 
できるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

•お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
テさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チヤイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に秉せ、チヤイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。 (^ P . 144) 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


•お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

•運転者 および助手席秉員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


• ドアやフ□ント-センター- U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない。 


•助手席 や、 U ヤシート外側席でドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない。 


•ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部、 
インストルメントパネル下部などには何 
ち取りつけたり、置いたりしない。 


•ドア、 フ□ントガラス、ドアガラス、フ 
□ントおよび U ヤピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ U ップなどには何も 
取りつけない。 


■SRS エアバッグについて 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

•コート フックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグび作動したとさに投げ出されて重大な傷害 
または死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグび而くらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとにもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の 
炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーニッ 
シュ部に傷びついていたり、ひび割れびあるとさはそのまま使用せず、トヨタ 
販売店で交換してください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、 Lu 下の改造-廃棄をしないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグの取りはずし-取りつけ-分解-修理 

参八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フ□ント-センター- U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

•フ □ントフエンダー、フ□ントバンパー、車両客室側面部の不適切な修理、改造 

•グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウインチなどの 
取りつけ 

•サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取りつけ 
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1-8. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定するこ 
とができまず。 


I "知っておいていたださたいこと 

♦ お子さまの年齢や体格に合わせて、適切なテ供専用シートをお選びく 
ださい。 

♦ 子供専用シートの取りつけ方法および取りはずし方は、それぞれのテ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読み<ださい。 

♦ この車は2006年] 0月]曰施行の保安基準に適合した IS 日円 X 対応 
チャイルドシート固定専用バーを標準装備しています。 


お専用ソ—卜の適口.お一見勃しっし 、" L 

■質量グループについて 

ECE R 44 ^の基準に適合するテ供専用シートはおテさまの体重により 
次の日種類に分類されます。 

グループ 0 : ] 0 kg まで 

グループ Cr : 13 kg まで 
グループ I : 9〜 18 k 呂 

グルー プ n : ] 己〜 25 k 呂 

グルー プ面 : 22 - 36 kg 

この本では代表的な次の3種類のテ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、テ供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

テ供専用シートに表示される分類記号と、それにとちなう取りつけ器具 
の記号になります。 



13己 










1-8. 安全にお使いいただくために 


ECE R 44 基準のグループ0、0+ 
に相当 


►チヤイルドシート 

ECER 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 


ECE R 44 基準のグループ、 n、m 
に相当 



►ジュニアシート 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


t シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取りつけ) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左も席 

中央席 

0 

(1 日 k 含まで） 

X 

U 

UF 

が 

(13kg まで） 

X 

U 

UF 

I 

(9 〜] 8kg) 

前向さ UF 

う しろ向さ X 

U 

UF 

n 

(1 己〜 2 己 kg) 

UF 

U 

UF 

n 

(22 〜 36kg) 

UF 

U 

UF 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U —のテ供専 
用シートに適しています。 

UF ： この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U —の前向さ 
テ供専用シートに適しています。 

X :テ供専用シートを取りつけることはできません。 

表に記載されていないテ供専用シートを使用する場合は、テ供専用シート製造業者また 
は販売業ち にご 相談ください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
( ISOFIX 巧応トツプテザーアンカーでの取りつけ) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 ISOFIX 位置 

U ヤシート左ち席 

キャ U コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

が 

(13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(9 〜] 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

B 

IS 0/ F 2 

IUF 

巨] 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

n 

(22 〜 36 kg ) 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のないテ供専用シートの各シート位置でのに日円 X 対 
応テ供専用シート固定機構の取り扱いについては、テ供専用シート製造業者または 
販売業者にご相談 < ださい。 

IUF : この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U —の ISOFIX 
対応の前向さテ供専用シートに適しています。 

ILMSOAX テ供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準ミ凡用」 
カテゴ U —のテ供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX 子供専用シートを取りつけることはできません。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている IS 日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それ！;(外のも 
のを使用することはでさません。 

■子供専用シートの選択、使用について 

•おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談ください。 

♦体び十分大さく、テ供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用してください。 

■シートベルトで取り付ける （^P. 144) タイプの子供専用シートの選択につし、 
て 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」 (^ P . 137) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 


[旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

IS 0 FIX テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 (1 日 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 


運転する前に 


識 

知 

□ 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■ ECE R44 適合のに OFIX 対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」 (^ P . 138) を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

[ OB でおテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する。 

(例 1) :体重び] 2 kg の場合、質量グループは「0+」になります。 

(例 2) :体重び]己 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 


[司サイズ等級を選択する。 

HE で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。^ 


(例 1) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級はに」 • の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 •旧」•旧1」 • 
に」 • の」び該当します。 

^ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両 IS 0 FIX 位置」 
に 「 X 」 と記載されているものは選択でさません。また、 「 IU と記 
載されている場合は、 ns 日 FIX テ供専用シートの U スト」 UP . 1 39) 
で指定されている製品を使用してください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 



A 


ム 


% 


テ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する。 

ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
次に示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

^表示されている位置-記号などは、商品によ 
り異なります。 


nIS 日 FIX 対応テ供専用シートであること 
を:^す表:^ 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

司で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

且ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可7—ク 

UNIVERSAL はミ凡用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 

且トップ テヴー (^ P . 144) を示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■旧 OFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向さ幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 

BMS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 
(巨- IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向さ幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席に子供専用シートを取りつけるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取りつける場合には、助手席シートを 
下のように調整し、テ供専用シートを前向さに取りつけてください。 

•背もたれを直立状態にする 
•シートをいちばんうしろに下げる 

•シートベルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 


■キヤリコットについて 

キヤ U コットは横向きに取りつけることのできるベビーシートのことです。詳 
しくはテ供専用シート製造業ちまたは販売業者にお尋ねください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

•テ 供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取り 
つけた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦テ 供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
トランク内に容易に動かないように収納してください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取りつけ 


シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを秉せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシート外側席に取りつけてください。 

取りつけ方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびってください。 





シートベルトによる取り付け 
P . 1 45) 


n IS 日 FIX 対応チャイルドシー 
卜固定専用バー P .146) 

U ヤシートの外側の座席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜についています。） 


且トップテヴーアンカー 
P . 1 46) 

テヴーべルトを固定するとさに使 
います。 

トップテヴーアンカーは U ヤシー 
卜後方のパッケージトレイに装備 
されています。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


1シートベルトで固定する 




U ヤノく ワーシー ト装着車ではリヤ 
シー トび U クライニングしていな 
いことを確認してから、チヤイル 
ド シー トに シー トベルトを取りつ 
け、プレートをノ（ックルに"力 
チッ"と音びするまで差し込む。 
ベルトびねじれていないようにす 
る。 

チヤイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチヤイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定する。 

□ッキングク IJ ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、（□ッキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 



取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 








1-8. 安全にお使いいただくために 


ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バー&トツプテザーアンカーで固定する 


四リヤパワーシート装着車では U ヤシートびリクライニングして 
いないことを確認しておく。 





へッドレストをいちばん下まで下 
げる。 


固定専用ノ く一の位置を確認する。 
固定専用バーは、シートクッションと 
背ちたれの間にあります。 


チヤイルドシートをシートに取り 
つける。 

チヤイルドシートの取りつけ金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
りつけます。 

取りつけち法は、それぞれの商品付属 
の取扱説明書にしたびって<ださい。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 



トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める。 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 



取りつけたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に取りつけられ 
ていることを確認する。 



147 

















1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルドシート について 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大さ 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテさ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

•お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取りつけてください。 

•たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フ□ントピラー、 
ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよ 
うにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変危険であり、重 
大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•チャイルドシートに よっては、取りつけびでさない、または取りつけび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのうえ、 
確実に取りつけ、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実に固 
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取りつけるときは 

•お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻き付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

•シー トベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

•チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているかを確認してく 
ださい。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ヤイルドシートを取りつけるときは 



•運転席と チヤイルドシートび干渉し、 
チヤイルドシートび正しく取りつけられ 
ない場合は、助手席側の U ヤシートに取 
りつけて < ださい。 






ム警告 助手席 SRS エアバッグ 



層) 


このシートに、ベビーシートを取り付けたり 
後向きのチヤイルドシートを取り付けないでください。 

また、絶対にお子さまを前席の前に立たせたり 
膝の上に抱いたりしないで〈ださい。 

エアバッグの衝撃により、死 t または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 



•助手席には チヤイルドシートをうしろ向さに取りつけないでください。 

うしろ向さに取りつけていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふく 
らんだとさ、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせて 
ご覧ください。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


•やむ を得ず助手席に前向さにチャイルド 
シートを取りつける場合には、助手席 
シートを一番5しろに下げて取りつけて 
<ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

•ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中必 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあり危険です。 

• ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するときは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 



A 江'言、 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとさはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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運拓ずるとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって .] 已2 

パワー（イグニッション）スイッチ]63 

トランスミッション . 169 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安全運輯を/ D がけて、下の手順で走巧ください。 

■八イブリッドシステムを始動ずる （^ P . 163) 

■発進ずる 

Him ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレノ く一を D にする。 UP . 
169) 

巨画互パーキングブレーキを解除する。 （^ P . 178) 

巨画司ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み発進する。 

■停車ずる 

巨 画で シフトレバーは D のまま、ブレーキ ペダルを踏む。 

巨画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P にする。 (^ P . 169) 

■駐車ずる 

fcilMi I シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

巨画司パーキングブレーキをかける。 UP . 178) 

巨画司シフトレバーを P にする。 UP . 169) 

坂道の途中で駐車をする場合は必要に応じて、輪止めを使用して<ださ 
い。 

宜画互"パワ ー" スイッチを日 FF にして八イブリッドシステムを止 
める。 UP . 164) 

巨画司電子キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する。 


[上り坂の発進のしかた 


手順 

手順 

手順 


田パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にする。 
回アクセルペダルをゆつくり踏む。 

回車び動さ出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 


進する。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■燃費を良くする走り方 

八イブ U ッド車も急加速をひかえるなど、通常のガソ U ン車と同様の必がけび 
必要です。 P . 42の「八イブ U ッド車運転のアドバイス」を参照してください。 

■雨の曰の運転について 

•雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦ 雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運転標識の取りつけ 

磁石式の初必者運転標識や高齢者運転標識などをアル S ボデー部に取りつける 
ことはでさません。 
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2-1 .運転のしかた 


■ 環境に配慮した運転をするには 

エコドライブインジケーターランプび点打すると環境に配慮した運転をしてい 
ることをお知らせします。 

必要じ I 上にアクセルペダルを踏むと消好します。 

なお、じ I 下の2つの条件を満たすと作動します。 

•シフトレバーを D で走行中 

♦走行モードび通常走行モードまたはエコモード 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するときは 

ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレバーを操作してください。ク 
U ープ現象で車び動さ出すのを防ざます。 

■運転す るとさは 

•踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するときは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にできるようを意してください。 

-車を少し移動させるときわ正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルは ち 足で操作してください。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
•燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないでください。 
排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれびあり 
危険です。 

•シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となるほ 
か、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあり危険です。すみやかにトヨタ販 
売店で点検整備を受けてください。 

•走行 中に決してシフトレバーを P または R の位置に動かさないでください。 
機械に重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失う結果を招くこ 
とびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転 するときは 

♦走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

♦走行 中は"パワー"スイッチに触れないでください。 

誤って"パワー"スイッチを押し続け、八イブ U ッドシステムび停止すると 
思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

•急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フッ トブレーキを連続して使いすざると、ブレーキび過熱して正常に機能しな 
くなります。 (^ P . 169) 

•坂道で 止まるとさは、前後に動さ出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

•八ン ドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでください。 
運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあり危険 
です。 

•重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、全ての同乗者び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないようにしてください。 

•オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとさは、慎重に運転してください。 

•渡河な どの水中走行はしないでください。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあります。 

■すべりやすい 路面を運転するときは 

•急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

•シフ トダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の急な変化は、車 
び横すべりするなどして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面を運転するときは 

水たまり走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確 
認してください。ブレーキパッドび濡れるとブレーキの効さび悪くなったり、め 
れていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につながる 
おそれびあり危険です。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気をつけてください。 

シフトレバーび P または N じ1外にあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

■停車 するときは 

•空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N じ(外にあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

•長時間 八イブ U ッドシステム作動中の状態のままにしないでください。 
どうしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦車び 動さ出すことによる事故を防ぐため、 READ 丫インジケーターび点打して 
しぶときは常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをか 
けて < ださい。 

•坂道で 停車するとさは、前後に動さ出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近くにあると乂災につなびるおそれびあり危険で 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車 するときは 

•炎天下では、 メガネ、スプレー吿や炭酸飲料の吿などを車内に放置しないでく 
ださい。放置したままでいると、じ(下のようなことび起こるおそれびあり危険 
です。 

-スプレー吿からガスび漏れたり、出乂する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の吿び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車 するときは 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□ーブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、乂災につなびる 
おそれびあり危険です。 

•ウインドウ ガラスなどには吸盤を貼りつけないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださい。 
吸盤や容器びレンズの働さをして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
て八イブ U ッドシステムを停止し、施錠してください。 

八イブ U ッド車は走行でさる状態 ( READY インジケーターび点打している 
状態）になっていてち、音や振動びない場合びあります。 

• READ 丫インジケーターび点打しているとさ、または八イブ U ッドシステム停 
止直後はマフラーに触れないでください。やけどをするおそれびあります。 

•降雪 時や雪び積もった場所では、八イブ U ッドシステム作動中の状態のままに 
しないでください。まわりに積もった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重 
大な健康障害や死 t に至るおそれびあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 ( C 0) び含まれているため、排気 

ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびあり危険です。 

•換気び 悪い場所では八イブ U ッドシステムを停止してください。 

とくに車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびあり危険です。 

•排気管は ときどき点検してください。排気管の腐食などによる穴や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気管の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあり危険です。 

■仮眠 するときは 

必ず八イブ U ッドシステムを停止してください。 

八イブ U ッドシステム作動中の状態のまま仮眠すると、無意識にシフトレバー 

を動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして、事故や八イブ U ッドシス 

テムの異常過熱による乂災び発生するおそれびあります。さらに、風通しの悪 

い場所に停めると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t に至るお 

それびあり危険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

•電子 制御ブレーキシステムび機能しないときは、他の車に近づいたりしないで 
ください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりも強く踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

•ブレーキ システムは3つの独立したシステムで構成されており、1つの油圧シ 
ステムび故障しても、のこりは作動します。この場合、ブレーキペダルを通常 
より強く踏む必要びあり、制動距離び長<なります。この状態で走行しないで 
<ださい。走行中、ブレーキ警告打（赤色）の点打と同時にブヴーび鳴ったと 
きは、ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へご連絡ください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂 fe 、 

■運転 中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車 するときは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動さ出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

•パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいに回した 
状態を長 < 続けないでください。 

•ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとさは、でさる 
だけゆっくり走してください。 

■きしみ やひっかき音び聞こえた5 (ブレーキパッドインジケーター） 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につなびる場合びあり 
よ9 〇 

ブレーキパッドやディスク□一夕一などの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 
きます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を弓 I き起こすばかりでなく、事故につ 
なびるおそれびあります。 

■走行 中にタイヤびパンクした5 

じ I 下のようなときはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

•八ン ドルびとられる 
•異常な 振動びある 
•車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。 (^ P . 390) 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂 fe 、 

■冠 水路走行に関するま意 

大雨などで冠水した道路では、下のような重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

•エンスト する 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、 冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で iu 下の点検をしてください。 

♦ブレーキの 効さ具合 

♦エンジン、 八イブ U ッド用トランスミッション、ディファレンシャルなどの才 
イルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト、各ベア U ング、各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

パワー（イグニツシヨン）スイツチ 


■八イブリッドシステムの始動方法 

ブレーキペダルを踏みなびらスイッチを操作すると、どのモードか 
らでも八イブリッドシステムび始動でさます。 

固画田パーキングブレーキびかかっていることを確認する。 

固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認する。 

巨画司ブレーキペダルをしっかり踏み、スイッチ上のインジケー 
ターび緑に点なすることを確認する。 

緑に点打していないと八イブ U ッドシステムは始動しません。 
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パワー"スイッチを押す。 
完全に八イブ U ッドシステムび始 
動するまでブレーキペダルを踏み 
続けてください。 

READY インジケーターび点滅か 
ら点打にかわれば、八イブ U ッド 
システムは正常に始動していま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


■"パワー"スイッチのモード切り替え 

電子キーを携帯して"パワー"スイッチを押すと、モードを切り 
替えることびでさます。 



□ OFF 

シフトレバーび P じ(外のとさは 
日 FF になりません。 

曰アクセヴ U —モード 

アクセヴ U —ソケットなどの電装 
品び使用でさます。 

0ON モード 

全ての電装品び使用でさます。 


ノ V イブリツドシステム停止のしかた 
ifflrn 車両を停止させる。 

11111 2 I シフトレノ く一を P の位置にする。 


手順 


回パーキングブレーキをかける。 UP . 178) 


[手順 I 凸 


パヮー 


スイッチを押す。 


を順 I 


互ブレーキペダルから足を離した状態にして"パワー"スイッ 
チのインジケーターび消なしていることを確認する。 
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2-1 .運転のしかた 


シフトレバーび P m 外で八イブリツドシステムを停止したときは 


シフトレバーび P 外で八イブ U ッドシステムを停止させた場合、八イ 
ブリッドシステムは停止しますび、"パワー"スイッチのモードは日 FF 
になりません。下の手順で OFF にしてください。 

巨画でパーキングブレーキびかかっていることを確認する。 

巨画ミ]シフトレノ く一を P の位置にする。 

巨画司"パワー"スイッチのインジケーターび穫色に点な している こ 
とを確認し、"パワー"スイッチを]回押す。 

ブレーキペダルから足を離した状態にして"パワー"スイッチ 


手順 EI 


のインジケーターび消なしていることを確認する。 


□知識 


■ ステアリング□ックについて 

"パワー"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉すると、ステア U ング□ッ 
ク機能により八ンドルび固定されます。"パワー"スイッチを操作すると、ス 
テア U ング□ックは自動で解除されます。 

■ステアリング□ックび解除できないときは 
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マルチインフォメーシヨンディスプレイに 
メッセージび表示され、"パワー"スイッ 
チ上のインジケーターび緑色に点滅しま 
す。ステア U ングを左ちに動かしなびら、" 
パワー"スイッチを押してください。 


■ステアリング□ックモーターのオーバーヒート防止について 

短時間に八イブ U ッドシステムの始動•停止を繰り返すと、モーターのオーバー 
ヒート防止のために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてく 
ださい。2秒程度でもとの状態にちどります。 



16己 
















2-1 .運転のしかた 


■八イブリッドシステムび始動しないとさは 

イモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(^P. 11 4) 

■" パワー"スイッチ上のインジケーターび糧色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとき]時間じ Lb アクセヴ U —モードか日 N モード（八 
イブ U ッドシステムび始動していない状態）にしたままにしておくと、"パワー" 
スイッチのモードび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッテ U —あがりを完全に防ぐものではあ 
りません。八イブ U ッドシステムび始動してないとさは、"パワー"スイッチ 
をアクセヴ U —モードまたは ON モードにしたまま長時間放置しないでくださ 
い。 

■"パワー"スイッチの操作について 

"パワー"スイッチを操作する際は、短く確実に押してください。確実に押せ 
てない場合は、モードの切り替えや八イブ U ッドシステムの始動びでさない場 
合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

■万一、 READ 丫インジケーターび点なしないときは 

正しい手順で始動操作を行っても READ 丫インジケーターび点打しない場合は、 
ただちにトヨタ販売店へご連絡ください。 

■外気温び低いとさは 

八イブ U ッドシステム始動時に READY インジケーターの点滅時間び長くなる 
ことびあります。 READY インジケーターび点打すれば走行可能になりますの 
で点打するまでそのままお待ちください。 
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2-1 .運転のしかた 


■高電圧リレーの音について 

八イブ U ッドシステム始動時および停止時に、車両後方から"コトン"、 "カチ、ソ" 
などの音び聞こえることびあります。これは高電圧 U レーの音で、異常ではあ 
りません。 

■電子キーの電池の消耗について 

^ P . 54 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

-^ P . 402 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に働かないおそれのある1|犬況 

^ P . 60 

■ ご留意いただきたいこと 

^ P . 己己 


A 警告 

■八 イブリッドシステムを始動するときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

八イブ U ッドシステムの停止などで車両滑走状態になったとさは、車両び安全 
な状態で停止するまでドアを開けたり、□ック操作をしたりしないでください。 
ステア U ング□ック機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■緊急 時の八イブリッドシステム停止方法 

走行中に八イブ U ッドシステムを緊急停止したい場合には、3秒 LU 上"パワー" 
スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時外は走行中に"パワー"スイッチに触れないでください。走 
行中に八イブ U ッドシステムび停止すると、予期せめ事故につながるおそれび 
あります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂点 

■ 補機バッテリーあびりを防止するために 

•"パワー" スイッチのインジケーターび消打していない場合、"パワー"ス 
イッチび日 FF になっていません。"パワー"スイッチを日 FF にしてから車 
両を離れて < ださい。 

•シフ トレバーび P じ(外で八イブ U ッドシステムを停止させないでください。シ 
フトレバーび P 外で八イブ U ッドシステムを停止させた場合、"パワー" 
スイッチびアクセヴ U —モードとなるため、そのまま放置すると補機バッテ 
U 一あびりの原因となります。 

■八 イブリッドシステムを始動するとき 

もし八イブ U ッドシステムび始動しにくかったりする場合は、ただちに八イブ 
U ッドシステムの点検を受けてください。 

■"パワー" スイッチの操作について 

"パワー"スイッチ操作時に引っ掛かりなどの違和感びあるとさは、故障のお 
それびあります。すみやかに販売店にご連絡ください。 
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2-1 .運転のしかた 

トランスミッション 


BTO 2107001 





"パワー"スイッチび日 N モードの状態で、ブレーキペダルを 
踏んだまま操作します。 

■シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車または八イブ U ッドシステム 
始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行^1 

S 

S モー ド走行※2 
(^ P . 171) 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 

2 S モードでは、エンジンブレーキカの選択び可能です。また D ポジションに 
くらべエンジン回転数を高く制御するため、加速応答性び向上します。 


げ況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレバーの動かし方 
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2-1 .運転のしかた 


■走巧モードの選択 

走行使用条件に合わせて次のモードを選択でさます。 



エアコンの作動を抑え、燃費を向上させる走行に適しています。 

スイッチを押すと、メーター内の ECO MODE 表示巧び点灯し、ファイングラ 
フィックメーターではメーターの色び全体的に緑色に表示びかわります。また、マ 
ルチインフオメーシヨンディスプレイの表示び平均燃費画面に切りかわります。 

曰通常走行 モード 
曰スポーツモード 

カーブの多い山道や高速で走行するとさに適しています。 

スイッチを押すと、メーター内の SPORT 表示打び点打し、ファイングラフィッ 
クメーターではメーターの 色び全体的に赤色に表示びかわります。 

0スノーモード 

雪道などすべりやすい路面での発進や走行に適しています。 

スイッチを押すと、メーター内の SNOW 表示打び点打します。 

且 EV ドライブモード 

駆動用電池に蓄えられた電気を使って電気モーターのみで駆動します。早朝、 
深夜の住宅街や屋内の駐車場などで、騒音や排気ガスを気にすることな<走行 
でさます。スイッチを押すと、メーター内の EV ドライブモード表示打び点打 
します。（状況によっては EV ドライブモードに切り替わらない場合びありま 
す。 ^ p . 174に V ドライブモードの切り替えについて」を参照してください。） 

各モードを OFF にするには、もう一度同じモードのスイッチを押す 
か、他のモードのスイッチを押します。また、エコモードび日 N の状 
態は"パワー"スイッチを日 FF にしても記憶されています。 
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2-1 .運転のしかた 


S モードでのシフトレンジ切り替え 


シフトレノ く一を S の位置にして、シフトレノ く一を操作します。 

n シフトレンジアップ 
曰シフトレンジダウン 

シフトレバーを操作するごとに]レ 
ンジずつ変わります。 

] 〜6の間で選択されているシフト 
レンジびメーターに表示されます。 



フアイン 
ヴうつイツク义一勺一 


wmmmm "■■•VWjiMi 一、 * で ， w 

\mmmi MimmfpMmx% mmw 
。雨 ■ ■/■!! 勤 % mm ， 


オプテイト□ン 
乂一ろ一 


S 田 
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S ポジションへ操作したときの初期シフトレンジは己レンジになります。 
また、6レンジを選択しているとをは、シフトレバーび D のときと同じ 
制御にな0ます。 

■シフトレンジ機能 

♦ エンジンブレーキカは6段階から選択可能です。 

• シフトレンジの数字びルさい方びエンジンブレーキカは大さくな 
り、エンジン回転数も高くなります D 

♦] 〜日レンジのシフトレンジでの加速は、車速に応じてエンジンブ 
レーキ段数び自動的に切り替わります。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■シフトダウン制限警告ブザー 
( S モード走行時） 

安全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限びあり、シフトレバーを 
操作してちシフトできない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■リバース警告ブザー 


シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 


■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

-^ P . 399 

■ レータークルーズコント□—ルを使って走行しているとき 


S モード走行時に己または4へシフトダウンしてもエンジンブレーキは効きま 


せん。 
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2-1 .運転のしかた 


■ AVS について （AVS: アダプテイフバリアブルサスペンションシステム） 

AVS は減衰力応答性に優れたショックアブソーバーとコンピューターによる 
減衰力制御を組み合わせたシステムです。路面の凸凹や八ンドル操作などによ 
る車両の挙動変化をショックアブソーバーび4輪独立で抑制-吸収することに 
より、最適な減衰力制御を行い、ソフトな乗りむ地とフラットな操縦安定性を 
両立させています。 

■ NAVI • AI-AVS について 

AVS の制御に加え、ナビゲーションシステムの情報を利用し、下記の制御を 
行います。 

参ナビゲーションの道路コーナー情報に基づいて、旋回直前にショックアブ 
ソ ー) (一の減衰力を最適に制御することにより、コーナー U ング性能を向上 
させます。ナビゲーションにおいてルート探索可能な道路にて制御を実施し 
よ9 〇 

•センサーにより感知した路面の段差などの情報を地図に記録し、次から同じ 
ルートを走る際には、そのデータを参照した最適な減衰力制御によって、な 
めらかな柔り必地をちたらします。ナビゲーションび高速道路を走行してい 
ると判断しているとさで、スポーツモードを選択しているとさのみ学習結果 
を反映した制御を行います。 
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2-1 .運転のしかた 


■ EV ドライブモードで八イブリツドシステムを始動ずるには 

ガソ U ンエンジンび冷えているときに八イブ U ツドシステムを始動すると、暖 
機運転のためガソ U ンエンジンび自動的に始動します。次の方法でノ V イブ U ツ 
ドシステムを始動すると暖機運転を控え、騒音を抑える事びできます。 



ブレーキペダルをしっかり踏み、 EV ドライ 
ブモードスイッチを押しなびら"パワー" 
スイッチを押す。 


■ EV ドライブモードの切り替えについて 

次のとさは EV ドライブモードに切り替わらない場合びあります。 EV ドライブ 
モードに切り替わらないときはブヴーび鳴り、マルチインフォメーシヨンディ 
スプレイにメッセージび表示されます。 

•八イブ U ッドシステムび高温のとさ 
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速走行後など 

•八イブ U ッドシステムび低温のとさ 
約日 ° C を下回るような低温下に長時間駐車したあとなど 

♦ガソ U ンエンジンび暖機運転中のとき 

♦駆動用電池の充電量び低いとさ 
目安として、エネルギーモニターの残量表示で3レベル LU 下 

参車速び4日 km/h 上のとき 

♦アクセ j レペタレを大きく踏み込んだときや坂道など 

♦フ□ントデフ□スターを使用しているとさ 
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2-1 .運転のしかた 


■ EV ドライブモードの自動解除について 

EV ドライブモードで走行中、次のとさは自動的に通常走行（ガソ U ンエンジン 
と電気モーターによる走行）になることびあります。 EV ドライブモードび解除 
されるとさは、ブヴーび鳴り、 EV ドライブモード表示打び点滅したあと、消打 
しふ 〇 

♦駆動用電池の充電量び低下したとさ 
エネルギーモニターの 残量表示で2レベル下 

♦車速び4日 km/h をこえたとさ 

ガソ U ンエンジン冷却水温び低いとさは、 ] 日 km/h で自動解除されること 
びあります。 

♦アクセ j レペタレを大きく踏み込んだときや坂道など 

■ EV ドライブモードの走行可能距離 

EV ドライブモードの走行可能距離は、車速約 40 km/h Li (下で、数百 m から約 
1 km 程度です。（走行距離は、駆動用電池の充電量や走行状態によって異なり 
ます。） 

■燃費について 

クラウン八イブ U ッドは、通常走行モード（ガソ U ンエンジンと電気モーター 
による走行）またはエコモードにおいて、もっとも燃費び良くなるように制御 
されています。 EV ドライブモードを多用すると燃費び悪くなることびあります。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますのでを意してください。 

■走行 中の警告 

EV ドライブモードでの走行は、エンジン音びしないため歩行者、自転車付近の 
人や車び車両の発進や接近に気びつかない場合びあります。十分を意して運転 
して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂 fe 、 

■駆動 用電池の充電について 

シフトレバーび N では、ガソ U ンエンジンび回転していても駆動用電池は充電 
されないため、 N で長時間放置すると駆動用電池の残量び低下し、走行不能に 
なるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


n 左折 
曰ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで左側ち向指示打 
び点滅します。 

H ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまでち側ち向指示打 
び点滅します。 


□知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 
■ 表示なの点滅び異常に速くなったときは 

方向指示打の電球び切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n パーキンクブレーキをかける 

ち足でブレーキペダルを踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込みま 
す。 

曰ノ くーキングブレーキを解除す 
る 

ち足でブレーキペダルを踏みなび 
ら、解除レバーを引きます。 


□知識 


■冬季のパーキングブレーキの使用について 


「寒冷時の運転」 (^ P . 264)の記載を参照してください。 

■ ノ ーキングブレーキ未解除警告ブザー 

-^ P . 363 


A 警告 

■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効さび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 


八ンドルの周辺部を押すとホー 
ンび鳴ります。 


□知識 

■八ンドル位置を調整したあとは 

八ン R レび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。 (^ P . 92) 
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2-2 .メーターの見方 

計器類 


► ファイングラフィックメーター 



ノ くワー"スイツチを日 N モードにすると、メーターび表示されます。 


n 八イブリッドシステムインジケーター 

八イブ U ッドシステムの出力や回生レベルを示します。 

曰水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

n スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

且マルチインフォメーシヨンディスプレイ 
斗.19日 

曰オドメーター、トリップメーター 
•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ トリップメーター 

IJ セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 
リップ目の2種類で使い分けることびでさます。 
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2-2 .メーターの見方' 


B オドメーター、卜 U ップメーター表示切り替えスイッチ 

オドメーター、卜 U ップメーターの表示の切り替えびでさます。 

□ 卜 U ップメーター U セットスイッチ 

ボタンを長押しすると、卜 U ップメーターを U セットすることびでさます。 

且メーター明るさ調整スイッチ 
メーター照明の明るさを調整でさます。 

田クリアランスソナーメインスイッチ* 

「ナビゲーシヨンシステム取扱書」参照 

田ナイトビュースイッチ* 

^P.250 

田外気温度表示 

外気温度を一3日でから己日での間で表示します。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メーターの見方' 


►オプティト □ンメーター 



"パワー"スイッチを日 N モードにすると、メーターび点なします。 
n 八イブリツドシステムインジケーター 


八イブ U ッドシステムの出力や回生レベルを示します。 

曰水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

H スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

且マルチインフォメーシヨンディスプレイ 
如.19日 

且オドメーター、トリップメーター 
•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ トリップメーター 

IJ セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 
リップ目の2種類で使い分けることびでさます。 
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2-2 .メーターの見方' 


H オドメーター、卜 U ップメーター表示切り替えスイッチ 

オドメーター、卜 U ップメーターの表示の切り替えびでさます。 

□ 卜 U ップメーターリセットスイッチ 

ボタンを長押しすると、トリップメーターを U セットすることびでさます。 

且メーター明るさ調整スイッチ 
メーター照明の明るさを調整でさます。 


I オドメーター/トリップメーター切り替え、トリップメーターリセットスイッチ 

n 表示を切り替える 
曰卜 U ップメーターの走行距離び 
0にちどる 





r^TS 2213001 
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2-2 .メーターの見方' 


I メーター明るさ調整スイッチ 

メーターの明るさを調整でさます。 



J"bTS 2213002 


□知識 


n 明るくなる 
曰暗くなる 

マルチインフオメーシヨンデイスプ 
レイに明るさ調整画面び表示されま 
す。 


■メーターの明るさの調整について 

車幅打消打時と点打時それぞれの明るさのレベルを調整することびできます。 

■減光について 

周囲び暗いとさに車幅灯を点打すると、メーターの明るさび減光されます。 
周囲び明るいとさ（昼間など）車幅好を点打してち、メータの明るさは減光さ 
れません。 


■外気溫表示について（ファイングラフィックメーター） 

♦外気温の測定び正しく行われないとさは「一一で」または「 E で」と表示 
されます。 

♦次の場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅< 
なったりすることびありますび、故障ではありません。 

-停車しているときや、低速走行（約 20 km / h 1；(下）のとき 
-外気温度び急激に変化したとさ（車庫、トンネルの出入り□付近など） 
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2-2 .メーターの見方' 


么ま意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

^ファイングラフィックメーター 

•水温 警告打び赤色に点打したとさは、オーバーヒートのおそれびあります。た 
だちに安全な場所に停車してください。 （^ P .4 日 9) 

► オプティト□ン メーター 

•水温 計の針び H のレッドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
ります。ただちに安全な場所に停車してください。 （^ P .4 日 9) 


運転するとさに 


18己 





2-2 .メーターの見方 

表示な/警告な 


メーター. センターパネル内の表示口.警告なでお車の：!犬況をお知5 
せします。 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 
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2-2 .メーターの見方' 


► センター八ネル 
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2-2 .メーターの見方' 


■表示な 

システムの作動状況を表示します。 



方向指 TJX 表 TJX 打 


(斗.177) 

1 READY 1 





10 Oz 

尾打表示打 （^ P .199) 

CRUISE 


AFS 日 FF 表示灯 


AFS 

SNOW 

OFF 

(斗.20 0) 


へッドライト 


ID 

SPORT 

上向さ表示打 (^ P .199) 


エコドライブ 


iTOT 

インジケーターランプ 
(斗.1己 4) 

ECO 

MODE 



LKA 

L K A 表71\打 * 

(^ P .220) 

抓 


ス U ップ表示灯 


固 

0 串 

(^ P .229) 




曲 

EV ドライブモード表示打 
(斗.17 0) 




PCS 

PCS 警告打* (^ P .364) 

s し/ 


(点打または早い点滅) 


READY インジケーター 
(斗. 163) 

クルーズコント□ール 
表示打 

(^P.207、210) 
SNOW 表示打 
(斗.17 0) 

SPORT 表示口 
(^P.170) 

ECO MODE 
表示好 (^P.170) 

フ□ントフォグライト 
表示灯 (^P.202) 


U ヤフォグライト 
表示灯* (^P.202) 

シフトポジション表示打 
(ファイングラフィックメー 
夕一)(斗. 171) 

シフトポジション表示打 
(オプテイト□ンメーター） 
(斗.] 71) 


※作動確認のために"パワー"スイッチを日 N モードにすると点打し、数秒 
後または八イブリッドシステムを始動すると消灯します。点打しない場合や 
点打したままのとさ、または点滅する場合はシステム異常のおそれびありま 
す。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メーターの見方' 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P .363) 


A 

口 


(① )1 

(①） 

が 

(©) 


] 

朱が ZL 

(赤色） 

ホ※1 

(黄色） 

がつ 

^ つ 

み 

©! 

ホん4 

PCS 

み 

PASSENGER 

んピ 

み 

曲 


《 ] ホ 

(点滅) 

解 

CRUISE 

LKA 


(点滅）（点滅）（点滅） 



《 ] 作動確認のために"パワー"スイッチを日 N モードにすると点打し、数 
秒後または八イブ U ッドシステムを始動すると消打します。点打しない場 
合や点打-点滅したままのとさはシステム異常のおそれびあります。トヨ 
夕販売店で点検を受けて<ださい。 

"パワー"スイッチび日 N モードのとさ、半ドア警告打の点打に併せて、 
マルチインフォメーシヨンディスプレイ上に半ドア警告表示び表示され 
ます （^P.373)。 また、"パワー"スイッチび日 FF のとき、警告打び 
点灯した状態で約3日分間放置すると、補機バッテ U- あびりを防止する 
ために警告打は消打します。 

《3ファイングラフィックメーターは燃料残量警告打点打時、燃料計の表示ち 
黄色にかわります。 

《4エンジン;令却水温び低いとさは青色に表示され、高いとさは赤色の表示に 
かわり、水温計の表示ちホ色にかわります。 


A 警告 


■ 安全装置の警告'灯び点なしないときは 

A 目 S や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯び、"パワー"スイッチを ON 
モードにしても点打しない場合や点打したままの場合は、事故にあったとさに 
正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メーターの見方 

マルチインフォメーションデイスプレイ 


マルチインフォメーシヨンディスプレイは、於下のような情報を表示 
しまず。 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 



♦ ドライブモニター UP .191) 


航続可能距離や燃費など走行に関する情報を表示します。 

♦ レーダークルーズコント□-ル表示 （^ P .210) 
レーダークルーズコント□ール使用時に自動で表示されます。 
•レーンキーピングアシスト表示* (^ P .220) 

レーンキーピングアシスト使用時に自動で表示されます。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


190 













2-2 .メーターの見方' 


♦ クリアランスソナー表示* 

(ナビゲーシヨンシステム取扱書参照） 

ク U アランスソナー使用時に、障害物を感知すると自動で表示されます。 

•警告メッセージ （^ P .368) 

各システムに異常び発生すると自動で表示されます。 

• メーター明るさ調整 
(斗. 184) 


[ドライブモニターの 表示切り替え 


表示を切り替えるには、 DISP ス 
イッチを押します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メーターの見方' 


参エネルギーモニター 

車両駆動状況、八イブリツド作動状況およびエネルギーの回収状況を表 
术しぶ^ 〇 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 


[^ ィ . 应 

0D0 123456 


• 通算平均燃費/エコドライブインジケーターゾーン表示 

リセットしてからの通算平均燃費とエコドライブインジケーターゾーン 
表汀^を表汀^します。 


-リセットするには、通算平均燃費表示中に DISP スイッチを]秒上 
押します。 

ナビゲーシヨンシステム画面の、「区間燃費画面」ちリセットされま 
す。 （^ P .35) 

► ファイングラフィックメーター 


通算平均燃費 
10.0 km/L 
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2-2 .メーターの見方' 


►オプテイト □ンメーター 


平ち燃費 
10-0 km/L 

ECO _ 

日 D0 123456 


•外気温（オプティト□ンメーター） 

外気温を表示します。 

-40 で〜己日での間で表示します。 

• 航続可能距離 

現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示します。 

-表示される距離は、過去の平均燃費をちとに算出されるため、表示さ 
れる距離を実際に走行でさるとは限りません。 

-燃料給油量び少量の場合、表示び更新されないことびあります。 

► ファイングラフィックメーター 


航続可能距離 

10 0 km 


►オプテイト □ンメーター 


航続可能お进 

12 3 km 


外気湿 

20で 

日 D0 123456 



日 DO 123456 
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2-2 .メーターの見方' 


♦ 給油後平均燃費 

給油してからの平均燃費を表示します。 
► ファイングラフィックメーター 


給油を平均燃費 
10 .0 km/L 


►オプテイト □ンメーター 


給油接 
平ち燃費 

10-0 km/L 

日 D 0 123456 


• 瞬間燃費 

現在の瞬間燃費を表示します。 

► ファイングラフィックメーター 


瞬間燃費 

km/L 



►オプテイト □ンメーター 


瞬間燃費 


km/L 

■ 

■ 

0 

10 20 30 

日 DO 

123456 
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2-2 .メーターの見方' 


レーン表示カスタマイズ（ファイングラフィックメーター） 


レーン表示設定 

DISP スイッチ 
長押しで変更しまず 
レーン表示する 


レーン表示の有無を設定でさます。 

-レーン表示設定画面表示中に DISP スイッチを長押し 
すると設定を変更でさます。 

-ナイトビュー画面表示中、走行中は設定を変更でさま 
せん。 


運転するとさに 


19己 




2-2 .メーターの見方' 


□知識 


■外気温表示について（オプテイト□ンメーター） 

♦外気温の測定び正しく行われないとさは「一一 ° C 」 または 「 E ° C 」 と表示 
されます。 

•次の場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅< 
なったりすることびありますび、故障ではありません。 

-停車しているときや、低速走行（約 20 km/h Li (下）のとき 
-外気温度び急激に変化したとさ（車庫、トンネルの出入り□付近など） 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について 

環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の範囲と、現状のアクセル開度を表 
示します。エコ運転中は、エコドライブインジケーターランプ (□) び点好し 
ます。アクセルの踏み過ざなど、エコ運転の範囲を超えた場合には、エコドラ 
イブインジケーターゾーン表示（且）のち側び点滅し、エコドライブインジケー 
ターランプび消打します。 

なお、じ(下の2つの条件を満たすと作動します。 

•シフトレバーを D で走行中 

•走行モードび通常走行モードまたはエコモード 


►オプテイト □ンメーター 


► ファイングラフィックメーター 




BTO 2208004 
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2-2 .メーターの見方' 


■ 補機バッテリー端子の脱着をしたときは 

補機バッテ U- 端テの脱着を行うと、下のデータは U セットされます。 

-平均燃費 
-航続可能距離 

■液晶ディスプレイについて 

ディスプレイにルさな斑点や光点び表示されることびあります。これは液晶 
ディスプレイ特有の現象で異常ではありません。 

■レーン表示、交差点案内表示について（ファイングラフィックメーター） 

•レーン表示は、ナビゲーシヨンシステム 
の目的地案内の設定の有無にかかわらず 
表示されます。 

マルチインフォメーシヨンディスプレイ 
で、レーン表示をする/しないを設定で 
さます。 （^P.]9 己） 

•ナビゲーシヨンシステムで、目的地案内 
中に分岐する交差点にさしかかると、分 
岐までの距離、分岐ち向び表示されます。 
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2-2 .メーターの見方' 


A 迂 fe 、 

■お 温時の画面表示について 

画面の温度び極めて低いとさは、画面表示の切り替えび遅れる場合びあります 
ので、車内を暖めてください。 

■レーン 表示、交差点案内表示のお状について 

レーン表示、交差点案内表示の形状は、実際の形状と異なる場合びあります。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


自動または手動でへッドライトなどを点なできまず。 

n 車幅な-尾な-番号打を点な 
曰上記ライトとへッドライトを 
点な 

且へッドライト、車幅ななどを 
自動点な-消な 

("ノの一’’スイッチび日 N モード 
のとさ） 


ノ V イビームにする 


n ライト点な時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切り替え 
レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

且レバーを引いている間、八イ 
ビームを点な 

ライトび消打していてち、八イビーム 
び点打します。レバーを離すと、□一 
ビームにちどる、または消打します。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


|afs (アダプティブフ□ントライティングシステム) 

AFS は交差点やカーブでの視認性を向上させるため、八ンドル操作に 
よって変化するタイヤの角度や車速に応じてへッドライトの光軸を自動 
で調整します。 

車速び]日 km/h 上のときに作動します。 

■ AFS を OFF にずるには 



□ ON 
且 OFF 

メーター内の AFS 日 FF 表示打び点な 
します。 


□知識 


■ライトセンサー 



センヴーの上にちのを置いたり、センヴー 
をふさぐようなちのをウインドウガラスに 
貼らないで<ださい。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点打•消灯機能び正常に 
働かな< なります。 


■ライト消し 忘れ 防止 機能 

" J の一 "スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にして運転席ドアを開け 
るとへッドライトと尾打び消打します。 

再びライトを点打する場合は、"パワー"スイッチを ON モードにするか、一 
度ライトスイッチを日 FF にもどし、再度 • または宣じ）の位置にします。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


■オートレベリングシステム 

通行人や対向車びまぶしくないように、秉車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ AFS 日 FF 表示'打び点滅するときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でさます。 

(車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 


A 迂点 

■バッテリー あびりを防止するために 

八イブ U ッドシステムび停止した状態でライトを長時間点打しないでくださ 
い。 

■ AFS OFF スイッチについて 

AFS 日 FF スイッチのとなりに、同じ形状のプ U クラッシュブレーキ日 FF スイッ 
チ (^ P . 238) びあるため、押し間違えないようを意してください。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ 


雨•霧-雪などで視界び悪いときに、フ□ントフォグライトはヘッド 
ライトの補助として、リヤフォグライト*は後続車に自分の車のを在 
を知5せるために使用しまず。 

■ フ□ント&リヤフォグライトスイッチ 

n 消な 

且フ□ントフォグライト点な 
且フ□ント & U ヤフォグライト 
点打 

手を離すとが)の位置までちど 
ります。 

再度操作すると、 U ヤフオグライ 
卜のみ消打します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


□知識 
■点な条件 

♦へッドライトまたは車幅打び点打しているときに使用できます。 

♦ U ヤフォグライトは、フ□ントフォグライトび点打しているとさのみ使用で 
さます。 

■リヤフォグライトについて 

♦ U ヤフォグライトは、後続車に追突されるのを防ぐため、自分の車の存在を 
知らせる赤色打です。 

♦ U ヤフォグライトび点打しているときは、メーター内の表示打び憧色に点な 
します。 

♦視界び悪いとき！;(外に使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なときじ(外は使用しないでください。 

•視界び悪いとさでち、市街地走行などにおいて後続車の迷惑になる場合は使 
用しないで < ださい。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパー&ウオツシヤー 


► 雨滴感知式ワイパー 

AUTO を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーが作動し 
まず。 

►間欠時間調整式ワイパー 

INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調整ずることびできまず。 

n 雨滴感知式ワイパー： 

才ート作動 ( AUTO ) 

間欠時間調整式ワイパー： 
間欠作動 ( INT ) 

且低速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 

H —時作動 ( MIST ) 


且ウォッシャー液を出す 

ワイパーび連動して作動します。 
(数回作動したあと、液だれ防止と 
してさらに]回作動します。） 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


□知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 

■ 車速による作動への影響（雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO 選択時じ(外でも、車速によってウォッシャー連動時のワイパー作動（液 
だれ防止作動び働くまでの時間）び変わります。 

L 0 選択時は停車時のみ間欠作動へ切り替わります。 

(雨滴センサーの感度調整び最高に調整されているときは、低速作動を続けます。） 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノズ 
J レのつまりを点検してください。 

■ AUTO 作動について（雨滴感知式ワイパー装着車） 

♦雨滴感知センサーび雨滴量を判定しま 
す。 

光学センサーを使用しているため、フロ 
ントガラスに朝曰や夕曰び断続的に当た 
るとさや、虫などで巧れたとさに正しく 
作動しないことびあります。 

•ツマミを回すとセンサーの感度び調整で 
さます。 

n 雨滴センサーの感度調整（高） 

且雨滴センサーの感度調整（低） 


♦ "ノの一"スイツチび ON モードのときワイノ くースイツチを AUTO モードに 
すると、作動確認のためワイパーび]回作動します。 

•雨滴感知センサーの温度び8己上または一]日下のとさは AUTO 作 
動しないことびあります。その場合は、 AUTO モードじ(外でワイパーを使用 
して < ださい。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 


■間欠作動（間欠時間調整式ワイパー装着車) 



n 間欠時間の調整（長) 
且間欠時間の調整（短) 


A 警告 

■ AUTO モード時のワイパー作動に関する警告 

AUTO モードでは、センサーに触れたり、フ□ントガラスに振動びあるなどの 
要因で不意にワイパーび作動するおそれびあります。ワイパーで指などを挟ま 
ないようにご注意ください。 


A 迂点 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノズルびつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペダルを踏まなくても一定の速度で走行できます。 

■ 速度を設定ずる 

メインスイッチを ON にする。 

OFF にするには再びスイッチを押 
します。 



I 設定速度を変える 


BT024BG004 



希望の速度まで加速/減速し、レ 
バーを下げて設定する。 



n 増速 
曰減速 

希望の車速になるまでレバーを保持 
します。 

レバーを上または下に軽く操作して 
手を離せば、設定速度を微調整でさ 
ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■定速走行を解除ずる-復帰させる 

n 解除 

レバーを手前に引さます。 
ブレーキを踏んだとさち解除されま 
す。 

曰復帰 

レバーを上げると、ちとの制御状態 
にちどります。ただし、車速び 
40 km / h の^の場合は復帰しませ 
ん /。 



口知識 

■設定条件について 

♦シフトレバーび D または S の4、日、目レンジのとき設定できます。 

•車速は約4日 km / h から]日日 km / h の範囲で設定できます。 

■加速について 

通常走行と同様にアクセル操作で加速でさます。加速後、設定車速にちどりま 
す。 

■定速走行の自動解除 

1；(下のとさ、自動的に定速制御び解除されます。 

•設定速度より実際の車速び約 ] 6 km/h 上低下した 
•車速び約4日 km/h liTR こなった 
• VSC び働いた 

■ 定速走行中に表示なび点滅したときは 

メインスイッチを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でさないとさ、またはすぐに解除されるとさはシステム異常のおそれびあ 
ります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ールを使わないときはメインスイッチを OFF にしてくださ 
い。 

■クルーズ コント□ールを使用してはいけない犬況 

liTF の状況では、クルーズコント□ールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わめ事故につなびり重大な傷害または死 t におよ 
ぶおそれびあります。 

参 交通量の多い道 
•急カーブの ある道 
•曲び りくねった道 

•雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
参 急な下り坂 

急な下り坂では設定車速！;(上になることびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダー ク J レー ズコント □— J レ兰 


アクセルペダルを踏まなくても、車間制御モードで先行車の車速変化 
に合わせた追従走行を行ったり、定速制御モードで一定の速度で走行 
でさまず。 


■制御モードを選択ずる 



車間制御モードを選択する。 
n メインスイッチを日 N にする 

OFF にするには再びスイッチを押 
します。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 



定速制御モードを選択する。 
n メインスイッチを ON にする 

曰定速制御モードに切り替え 
(約]秒間長押し） 

OFF にするには再びスイッチを押 
します。 

"パワ ー" スイッチび日 N モードに 
なるたびに車間制御モードに再設定 
されます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■選択したモード（車間制御•定速制御）で走行ずる 

希望の速度まで加速/減速し、レ 
ノ く一を下げて速度を設定する。 


■設定速度を変えるには 

n 増速 
且減速 

表示び希望の車速になるまでレバー 
を保持します。 


定速制御中にレノ（一を上または下に 
軽<操作して手を離せば、設定速度 
を微調整でさます。 




■制御を解除する-復帰させるには 

n 解除 

レバーを手前に引さます。 
ブレーキを踏んだとさち解除されま 
す。 

曰復帰 

レバーを上げると、をとの制御状態 
にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I 車間距離を変更ずるには（車間制御モード） 



スイッチを押すごとに車間距離 
を切り替える。 

n 長い 
曰中間 
且短い 

"パワー"スイッチび日 N モードに 
なるたびに n に設定されます。 

先行車びいる場合、先行車 マークち 
表 7J\ されます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I 車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンヴーにより、車両前方約 ] 00 m じ(内の先 
行車を検知して、先行車の有無-先行車との車間距離を判定します。 

長い下り坂を走行しているとさは車間距離び短めになります。 



100 km / h に設定した場合 
運転ちび設定した車速で定速走行します。 

曰減速走行（設定した車速より遅い先行車び現れたとさ）： 

100 km / h で定速走行時に、80 km / h の先行車びいる場合 
自車線に先行車を検知すると自動で減速し、より大さな減速び必要な場合はブ 
レーキびかかります。十分に減速でさない状態で先行車に接近した場合は、接近 
警報 (^ P. 37己）を鳴らします。 

曰追従走行（設定した車速より遅い先行車に追従するとさ）： 

100 km / h に設定しているときに、80 km / h の先行車びいる場合 
先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよラ追従しま 
す。 

H 加速走行（セットした車速より遅い先行車びいなくなったとさ）： 
100 km / h に設定しているときに、80 km / h の先行車びいなくなつ 
た場合 

先行車び車線変更したとさは設定車速までゆつ< り加速し、定速走行にちどりま 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ レーダークルーズコント□ールの警告'灯 • 警告表示 • 警報 

走行操作に関して注意び必要な場合や、システムに異常び発生したとさには、警 
告灯や警告表示、警報でを意をうなびします。 (^P. 368) 

■設定条件について 

•シフトレバーび D または S の4、日、6レンジのとき設定できます。 

•車速は約4己 km/h から]日日 km/h の範囲で設定できます。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセル操作で加速でさます。加速後、設定車速にもどりま 
す。 

■車間制御走行の自動解除 

じ(下のとさ、自動的に車間制御による走行び解除されます。 

♦車速び4日 km/h こなった 

• VSC び働いた 

• レーダーセンサーの汚れび判定された 
•ワイパーび HI (高速）で作動した 
•走行モードをスノーモードにセツトした 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとさは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 

■定速制御走行の自動解除 

iU 下のとき、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の車速び約]6 km/hLil 上低下した 
参車速び約4日 km/h liTR こなった 

♦ VSC び働いた 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■車間距離選択の目ち 

iU 下の目安を参考に車間距離を選択してください。 UP. 213) 佳速8日 km/ 
h で走行している場合） 

なお、車速に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長 

約己日 m 

中 

約4日 m 

短 

約3日 m 


■ レーダー センサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく働かせるためにセンサーとグ U ルカバーは常にされいにして 
おいてください。（ビニールやつららや雪など、巧れ検知機能で検知できないも 
のちあります。） 

巧れを検知したとさは、レーダークルーズコント□ールは解除されます。 

n グ U ルカバー 
且レーダー センサー 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■安全に お使いいただくために 

安全運転を行う責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に 
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を必がけてください。 

レーダークルーズコント□ールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していても、運転者び認識している先行車の状況とシス 
テムび検知している状況び異なる場合びあります。したびってを意義務、危険 
性の判断、安全の確保は運転者び行う必要びあります。なお、誤った使い方を 
したり、操作慣れなどでを意を怠ったりすると思わめ危険を招くことびありま 
す。 

■ システムの支援内容に関するミ主意点 

システムの支援には限界びあるため、次の点に注意してください。 

システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

•運転ち び見る過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
知するのみであり、わき見やぼんやり運転を許容するシステムでわ、視界不良 
を補助するシステムでもありません。 

運転者自らび周囲の状況にを意を仏う必要びあります。 

•運転者び 判断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどうかを判断しており、それじ(外の判断はしません。このため、危険性び 
あるかどうかなど運転者は自ら安全の判断をする必要びあります。 

•運転者び 操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、危険性びあれば運転者自らび安全を確保する必要びあります。 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズコント□ールを使わないとさはメインスイッチを OFF にして 
<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ レーダークルーズコントロールを使用してはいけない1|犬況 

下の状況では、レーダークルーズコント□ールを使用しないでください。 
適切な制御び行われず、思わめ事故につながるおそれびあります。 

参 交通量の多い道 
♦急カーブの ある道 
♦曲がりくねった 道 

•雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
•急な 下り坂や急で勾配の変化び激しい坂 
♦高速道路の 出入り □ 

•レーダー センサーび正しく働かないような悪天候時（雨•霧•雪-砂嵐など） 
•接近 警報び頻繁に鳴るとさ 

■センサーび 正しく検知しないおそれのある先行車 

下のような場合は、必要に応じてブレーキで減速してください。 

レーダーセンサーび正しく車両を検知でさず、接近警報 (^P. 375)も作動し 
ないため、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

•先行 車び急に割り込んでさたとさ 
• 先行車び低速で走行中のとさ 
•停車 中の車びいるとさ 

•先行 車の車両のうしろ部分びルさすざるとさ(荷物を積んでいないトレーラー 
など） 

•同 じ車線をこ輪車び走行中のとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■車 間制御び正しく働かないおそれのある犬況 

じ I 下の状況では、必要に応じてブレーキで減速してください。 

レーダーセンサーび正常に車両を検知せず、思わめ事故につながるおそれびあ 
ります。 

♦周囲の 車両より水や雪びまさ散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげに 
なる場合 

•自 車の車両姿勢び上向さになる場合（重い荷物を積んだとさなど） 

♦カーブ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 

•八ン ドル操作び不安定な場合や車線内の位置び一定でない場合 

■ レーダーセンサーを正しく働かせるためには 

センサーとグ U ルカバーにはじ I 下のことをしないでくさい。 

センサーび正し<働かず、思わめ事故につながるおそれびあります。 

•何 か貼ったり、取りつける 
•巧れ たままにしておく 
•分解したり、 強い衝撃を与える 
•改造 や塗装 

•純正 品！;(外の部品に交換する 

•センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで<ださい。分解、改造すると電波法の基準に適合しな<なる場合 
びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

LKA (レーンキーピングアシスト）* 


白（黄）線の整備された高速道路や自動車専用道路を走行中に、白線 
認識用カメラを利用して車線を認識させることにより、車線内の走行 


を支援しまず。 


■車線逸脱警報機能 

車線から逸脱する可能性びあるとシステムび判断した場合に、ピピ 
ピピ•- •というブヴーやマルチディスプレイ表示、八ンドルの動 
さによる体感警報により注意をうなびします。 

■車線維持支援機能 

車線の中央付おを走行する際に、ルさい力の範囲で操驼力を付加す 
ることによりドライバーの八ンドル操作を支援します。 

車線維持支援機能作動中は体感警報は作動しません。 

■設定のしかた 

LKA スイッチを押すと、白（黄）線の認識状態、車速、レーダー 
クルーズコント□ール（車間制御モード）の設定状況に応じて車線 
逸脱警報機能と車線維持支援機能び作動します。 



スイッチを押し設定する。 

解除するには再度スイツチを押し 
ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











































2-4. その他の走行装置の使いち 


■各機能の作動条件 


LKA スイッチ 

レーダークルー 
ズコント□ール 
のシステム設定 

車線逸脱警報機能 

車線維持支援機能 

政化 

車速び 

約日日 km / h 〜 

車速び約6己〜 

100 km/h 


OFF 

〇 

X 

ON 

ON 

設定車速び約 

64 km/h liTF 
で車間制御走行 
しているとさ 

〇 

X 


ON 

設定車速び約 

6己 km / h じ(上 
で車間制御走行 
しているとさ 

〇 

(車速約日日〜 

6己 km / h 、 

100 km/h 〜） 

〇 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I マルチディスプレイ表示 

LKA び制御中のとさ、車線表示と八ンドル表示によって、 LKA び作動 
していることを表示します。 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 

□ 且 


攫^長銷觀 


0D0 123456 


且 

n 八ンドル表示 

八ンドル表示+ READ 丫といラ表示び出ているとさ：車線維持支援機能び開始可 

能な状態 

八ンドル表示のみのとさ：車線維持支援機能作動中 
且レーダー クルーズコント□ール表示 
且車線表示 

線び点線のとさ：白（黄）線び認識でさていないまたは、機能を一時解除している 
線び太いとさ：車線逸脱警報機能作動中 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 



車線維持支援機能作動中 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 


■機能の一時解除 

Lil 下のいずれかの場合、機能を一時的に解除します。解除されたとさの状況び 
改善されると、作動を再開します。 

• 方向指示レノ く一を操作したとさ 

♦車線変更に相当する程度に八ンドルを操作したとき 

♦ブレーキぺダ j レを踏んだとき 

レーダークルーズコント□ールび解除されるため、ブレーキ操作を止めても 
車線維持支援機能は再開しません。 

♦作動条件1^>(外の車速になったとさ （ 車線維持支援機能の作動中はブヴーあ 
D ) 

•走行中の白（黄）線び認識でさなくなったとさ （ 車線維持支援機能の作動中 
はブヴーあり） 

•ワイパースイッチを LCD (低速）または HI 搞速）にしたとき（車線維持支 
援機能の作動中はブヴーあり） 

♦車線維持支援機能の作動中に手放し運転警告び作動したとさ（ブヴーあり） 

■手放し運転警告について 

車線維持支援機能中に、直線路で約]日秒、またはカーブで約日秒、手放し運 
転と判断された場合は、ピピッとブヴー音び鳴り、ディスプレイの表示び点滅 
し、機能び一時的に解除されます。 

■炎天下に駐車したとさ 

走行開始後、しばらく作動しないことびあります。室内温度び低下し、白線認 
識用カメラ周迈卜 P . 226) の温度び適温になると作動開始となるので、いっ 
たん LKA スイツチを OFF にして、しばらくしてから ON にしてください。 


■ LKA 作動中について 


LKA 作動中にドライバー操船操作び加えられた場合は、作動を中断しその操作 
を優先します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ LKA をお使いになる前に 

LKA を過信しないでください。前ち不注意を補助するちのではないので、常に 
八ンドル操作をして進路を修正し、安全運転に必がけてください。 

■正しく 作動させるには 

じ I 下の場合に LKA を使用すると、システムび正しく機能しないため、 LKA を 
OFF にして走行してください。なお、手放し運転を行った場合は十分な性能び 
確保でさません。 

♦白 （黄）線びかすれたり巧れたりして見えにくいとさ 

•雨、 雪、霧、逆光などで白（黄）線び見えにくいとさ 

♦へッ ドライトのレンズび巧れて照射び弱いときや光軸びずれているとき 

•検札 所や料金所手前など、白（黄）線び途切れるとさ 

♦急激な 明るさの変化び連続するとさ 

•道路 補修の消し残り線•影-残雪-雨のたまったわだちなど、白（黄）線と紛 
らわしい線び見えるとさ 

•高速道路 などの本線（走行車線、追い越し車線）外の車線を走行するとさ 
•工事に よる車線規制や仮設の車線を走行するとさ 
•車線の 幅び極端に狭いとさや広いとさ 
• 先行車との車間距離び極端に短 < なったとさ 

♦重い 荷物の積載やタイヤ空気圧の調整不良などで、車両び著し < 傾いていると 
さ 

•反射 ポール等の構造物びある場合 

•うねっ た道路や荒れた道路を走行するとさ 

•対向車のへ ッドライト光びカメラに入射した場合 

•雨天 時や積雪-凍結などですべりやすい道路を走行しているとさ 

•タイヤ、 サスペンションの改造など、指定された部品外を装着した際は、十 
分な性能を確保でさません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


/ i \ 注意 


LKA の故障や誤作動を避けるために、1；(下 
のことをお守りください。 


♦フ □ントウインドウガラスは、いつちされいにしておく 
雨滴、結露、氷雪などの付着によって性能び低下することびあります。 

♦カメラに 強い衝撃や力を加えない、また分解しない 

♦カメラの 向さは厳密に調整されているため、取りつけを変更したり、取りはず 
したりしない 

♦防 眩 S ラーの位置をカメラのレンズ前に調整しない 

•寒冷 時などにヒーターを足元モードで使用していると、フ□ントウインドウガ 
ラスの上部び曇り、映像に影響を与えるので、そのとさはフ□ントデフ□ス 
タースイッチでガラスの曇りを取る 

•ダッシュ ボードの上に物を置かない 

フ□ントガラスに写り込んだ映像を、白線と誤って認識する場合びあります。 
♦カメラの レンズを巧したり、傷をつけたりしない 
•カメラの レンズ前のフ□ントウインドウガラスにシール等を貼らない 


■ 白線認識用カメラ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓をな巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走巧状況に応じて似下の装置 
び自動で作動します。ただし、これ5の装置は補助的なものなので、 
過信せずに運転には十分に注意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ブレー夺アシスト 

急ブレーキ時などにより大さなブレーキカを発生させます。 

■ナビ-ブレーキアシスト 

ナビゲーシ ヨン システムからの情報を利用したブレーキアシストです。 

別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□ール） 

急な八ンドル操作やすべりやすい路面で旋回するとさに横すべりを抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ ヒルスタートアシストコント□ール 

上り坂やすべりやすい e 面で発進するとさに、車び後退するのを緩和します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべりやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保し 
ます。 

■緊急ブレー夺シグナル 

-^ P . 23己 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ VGRS (バリアブル幸‘ヤレシオステアリング）* 

車速や八ンドルの動さに合わせてタイヤの切れる角度を制御します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ VD I M (ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネー 
ジメント） 

A 巨 S 、 TRC 、 VSC 、 EPS 、 VGRS を総合的に制御します。すべ U やすい路面な 
どの走行で急な八ンドル操作をした際に、ブレーキ、八イブ U ッドシステム出 
力、八ンドル操作力、タイヤの切れる角度などを制御することで、車両の安定 
性確保に貢献します。 

■ PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）* 

-^ P . 236 

■後方プリクラッシュセーフテイシステム* 

-^ P . 246 

■ナイトビュー(歩行者検知機能付）* 

-^ P . 250 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



2-4. その他の走行装置の使いち 


| VSC 、 TRC 、 ヒルスタートアシストコント□—ルび作動しているとき 

車両び横すべりしそうになったとさ、後輪び空転したとさ、坂道発進を 
したときは、 VSC 、 TRC 、 ヒルスタートアシストコント□-ルの作動を 
表示するためにスリップ表示灯び点滅します。 

VSC の作動時、ブヴー（断続音）び鳴ります。 

ヒルスタートアシストコント□ールの作動時、制動打と八イマウントストップラ 
ンプび点打します。 

ABS 作動時ちス U ップ表示打び点滅します。 

► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト□ンメーター 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


| tRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出するとさに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでも八イブリツドシステムの出力び上び 
らず、脱出び困難な場合びあります。このようなときに、 VSC 日 FF ス 
イッチを押すことにより脱出しやすくなります。 


■ TRC を停止ずるには 



■ TRC と VSC を停止ずるには 



TRC を停止するにはスイッチを押 
しよ9 〇 

ス U ップ表示打び点打します。 

ちラー度スイッチを押すと、システム 
作動状態にちどります。 


TRC と VSC を停止するには、停 
車時にスイッチを押し3秒じ(上保 
持します。 

スリップ表示打び点打し、マルチイン 
フオメーシヨ ンディスプレイに VSC - 
日 FF 表示び表示されます。 

ちラー度スイッチを押すと、システム 
作動状態にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止したあと、"パワ ー" スイッチを日 FF にすると自動的 
に TRC と VSC は作動復帰状態にもどります。 

■ TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び速くなると TRC は作動を再開し 
ます。 

■ TRC と VSC OFF の作動制限 

TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再開はありません。 

■ ABS、 ブ レーキア シスト、 VSC、TRC、 ヒル スター トアシストコント□—ル、 
VGRS の作動音と振動 

♦八イブ U ッドシステム始動時-発進直後-停止時-ブレーキを繰り返し踏ん 
だとさに、エンジンルームから作動音び聞こえたり、八ンドルび"ピクッ" 

と動いたりすることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、じ(下のような現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
-車両停止後ちモーター音び聞こえる 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとさ、モーターの音 （ "ウィーン"という音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ VGRS の作動び停止する場合 

下の状況では、 VGRS び作動を一時的に停止することびありますび、異常で 
はありません。 


•停車中か極低速走行中に長時間八ンドルを回し続けたとさ 

•八ンドルをいっぱいに切った状態で長く力をかけ続けたとさ 
この場合、 VGRS のモーターやコンピューターび過熱するのを防ぐため、シ 
ステムの作動を一時的に停止することびあります。このため、低速走行時の 
八ンドル操作量び多<なりますび、走行には支障ありません。その後、モー 
ターやコンピューターの温度び下がれば、数分で正常な状態に復帰します。 
また、モーターやコンピューターの温度び急激に上昇したときは、八ンドル 
の直進位置びずれる場合びあります。頻繁にこの状態になる場合、トヨタ販 
売店で点検を受けて < ださい。 

•-30° C 程度の寒冷時で八イブ U ッドシステム始動直後に八ンドルを操作し 
たとさ 

この場合、八ンドル操作量び多くなることびありますび、一時的に VGRS 
の作動を停止しているだけで異常ではありません。 

これらの状況び改善されれば、システムは復帰します。 


■お速時に素早く八ンドル操作したときは 


一時的に八ンドルの直進位置びずれる場合びありますび、そのまま走行するこ 
とで、自動的に正常な位置に復帰します。 

■バッテリー端子の脱着をしたときは 

VGRS び初期化されるため 「 VGRS システムチェック」びマルチインフォメー 
シヨンディスプレイに表示されます。このとさ、八ンドルの直進位置びずれる 
場合びありますび、通常の八ンドル操作には支障はありません。八ンドルの直 
進位置は、そのまま走行することで、自動的に正常な位置に復帰します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ ヒルスタートアシストコント□—ルの作動条件 

♦ システムび車両の後退を検知したとさ 
♦シフトレバーび D または S の位置にあるとさ 

■ EPS の効果び下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルを操作し続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるようになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、八イブ U ッドシステムを停 
止してください。 ] 日分程度でもとの状態にもどります。 


A 警告 

下の状況では、事故び起さ、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

•タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとき 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとさ 

■ ABS び作動することで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

A 目 S は制動距離を短くする装置ではありません。下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

•ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとき 

•タイヤ チェーンを装着しているとさ 

•道路の つなぎ目など、段差を越えたとさ 

•凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとさ 

■ TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の安定性や駆動力を失うような状況では、と 
くに慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□ールの効果を発揮できないとき 

ヒルスタートアシストコント□ールを過信しないでください。急勾配の坂や、 
凍った路面ではヒルスタートアシストコント□ールび効かないことびありま 
す。 

■スリ ップ表示なび点滅し、作動警告ブザーび鳴っているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転を必びけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につながるおそれびあり危険です。表示打び点滅し、ブ 
ヴーび鳴ったらとくに慎重に運転してください。 

■ TRC や VSC を OFF にするとさは 

TRC や VSC は自動的にブレーキや八イブ U ッドシステムの出力を制御して駆 
動力や車両の方向安定性を確保しようとするシステムです。 

そのため、必要なとき 1 U 外は TRC 機能、 VSC 機能を作動停止状態にしないで 
ください。 TRC 機能や VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況に応 
じた速度で、とくに慎重な運転を必びけてください。 

■タイヤを 交換するときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 （^ P . 421) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、 VDIM シ 
ステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につながるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

緊急 ブレーキ シグナル 


急ブレーキ時に制動なを自動的に点滅させることにより、後続車にま 
意をうなびし、追突される可能性を低減させます。 


□知識 

■システムの作動条件 

じ I 下のときシステムび作動します。 

•車速約日日 km / hLU 上 

•ブレーキペダルび踏み込まれ、車両の減速度から急ブレーキだと判断された 

■システムの解除条件 

下のいずれかのときシステムび解除されます。 

参非常点滅打を点滅させた 
•ブレーキペダルを離した 

♦車両の減速度から急ブレーキではないと判断された 



23己 





2-4. その他の走行装置の使い方 

PCS (プ U クラッシュセーフテイシステム）* 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物との衝突び予測された 
ときに、警報により運転者に巧して回避操作をうなびし、衝突の防止 
に役立ちまず。また、前方の障害物と衝突び避け5れないと検知した 
とき、自動のにシートベルトやブレーキなどに働きかけ、乗員のけが 
や車両損傷の低減に寄与します。 


■ 注意喚起表示-衝突警告表示 

►オプティト □ンメーター 


注意喚起表示 

衝突警告表示 

1 フ k ーキ! 1 

み 

0D0 123456 

0D0 1234561 


BT 024 BG 009 


► ファイングラフィックメーター 



衝突の可能性びあると検知したとさ、"ピーピーピー"とブヴー音び鳴り、 PCS 警 
告打び点滅し、マルチインフォメーシヨンディスプレイに注意喚起表示び出ます。 
さらに衝突の可能性び高い場合には、"ピピピ••-とブヴー音び鳴り、 PCS 警告 
巧び点滅、衝突警告表示を出し、回避操作をラなびします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ プリクラッシュシートベルト 

プ IJ クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避けられないと判断 
したとさ、衝突前にシートベルトを巻さ取ります。 

また、急ブレーキをかけたとさや、車びコント□ールラを失ったとさを同様に 
作動します。 

■プリクラッシュブレーキアシスト 

ブレーキペダルび踏まれる強さに反応してブレーキカの増強に貢献します。 

■プリクラッシュブレー夺 

衝突の可能性び高いとさに警告打、警告表示、ブヴー音で危険を知らせ、さら 
に衝突び避けられないと判断したとさは、ブレーキび自動でかかり、衝突速度 
の低減に貢献します。スイッチを使って、プ U クラッシュブレーキの ON/OFF 
切り替えびでさます。 

■サスペンションコント□ール 

衝突の可能性び高いと判断したとさ、サスペンションの減衰力を制御して、急ブ 
レーキ時に車両前部び沈み込むことの抑制に貢献します。 

■ ドライバーモニター * 

衝突の可能性びあると判断し、かつ運転者び正面を向いていない、または運転 
者の眼び閉じている状態にある場合に、より早い段階で警報し、早期に危険を 
知らせます。さらに、状況び改善しない場合には、警報ブレーキび作動します。 

■警報ブレーキ* 

運転者び正面を向いていない、または運転者の眼び閉じていて衝突の可能性び 
高い状態び継続した場合は、短時間の減速による体感警報により回避操作をラ 
なびします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I プリクラッシュブレーキの 切り替え 

プリクラッシュブレーキ OFF スイッチを押すことにより、プリクラッ 
シュブレーキの日 N / 日 FF 切り替えびできます。 



□プ U クラッシュブレーキ日 N 
且プ U クラッシュブレーキ日 FF 
日 FF にすると PCS 警告灯び点打しま 


す。 


I レーダー センサー 


走行中に進路上またはその付近に 
車や物びあるかどうかを検知し、 
その物の位置や車速、進路から衝 
突するおそれびあるかどうか判断 
します。 

n グ U ルカバー 
且レーダー センサー 



I ドライバーモニター用カメラ* 



運転者の顔の向さと眼の開開状態 
を検知し、正面を向いていない- 
眼を開じていることをシステムび 
判断します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




































2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■センサーび検知しない場合 

パイ□ンなどのプラスチック類は検知できません。人や動物、自転車、オート 
バイ、木、雪の吹きだまりなどは検知しないおそれびあります。 

■システムの作動条件（プリクラッシュシートベルトを除く） 

•プ U クラッシュブレーキアシストへの作動条件 
-車速び約3日 km/h LiLb 

-自車からみた先行車や障害物の接近速度び約3日〜約4日 km/h 1；^上 
. ブレーキペダルび踏まれているとき 
•プ U クラッシュブレーキの作動条件 

. プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとさ 
-自車速度び約]己 km/h LiLb 

-自車からみた先行車や障害物との接近速度び約]己 km/hliLb 
♦ ヴスペンションコント□一>1レの作動条件 
-車速び約己 km/h LU 上 

-自車から見た車や障害物との接近速度び約3日〜約4日 km/h 1；(上 
♦警報ブレーキの作動条件 

. プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとさ 
-正面を向いていないと判断したとさ 
-眼を閉じていると判断したとさ 
-自車速度び約 40km/h (上 

-自車から見た車や障害物との接近速度び約 40km/h Lil 上 
-車両直進状態 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■プリクラッシュシートべルトの作動条件 


プ U クラッシュシートベルトは、じ(下のどちらかの条件で作動します。 

♦作動条件] 

-フ□ント席の乗員びシートベルトを着けている 
-車速び約3日 km/h LiLb 

-急ブレーキなどで車両びコント□ール不能となったとさ 
♦作動条件2 

-フ□ント席の乗員びシートベルトを着けている 
-車速び約己 km/h liLb 

-自車からみた対向車か障害物の接近速度び約3日〜約4日 km/h liLb 

■ システムの作動しない環境 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、想定されてない状況では有効に作動し 
ないことちあります。 


♦さついカーブや起伏びある場所 


♦凍結路や積雪路などのすべりやすい路面状態の場所 
♦交差点などで、自車の進行ち向に急な飛び出しびある状況 
♦自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨、霧、雪、砂嵐等の悪天候の状況 
♦車び横すベりしている状態 
♦車両姿勢び極端に変化している状態 
■システムの自動解除 

システムの異常び検知された場合、センサーび障害物を検知でさない状況（セ 
ンヴーの巧れなど）ではシステムの動作び自動的に解除されます。このような 
場合には衝突の危険びあってもシステムは有効に作動しません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ 衝突の可能性びなくてらシステムび作動するとき 

衝突の可能性びなくても、1；(下の場合、システムび作動することびあります。 

•カーブ入り口に障害物びあったとさ 

•カーブで、対向車とすれ違ったとさ 

•細い鉄橋を走行したとき 

• 路面に金属物びあったとき 

•凹凸のある路面を走行したとさ 

•ち折時に対向車とすれ違ったとさ 

•前を走っている車に急に近づいたとさ 

また、このとき、シートベルトびすばやく引きもどされたり、ブレーキをかけ 
たときに通常よりブレーキび強くかかったりすることびあります。シートべル 
卜び卷き取られた状態で □ ックした場合は車を安全な場所に止めてシートベル 
卜をはずし、再度装着してください。 

■システムに異常びあるとさは 

警告灯や警告表示び点打または点滅します。 （^P. 363、 368) 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■安全に お使いいただくために 

安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転 
に努めてください。 

プ U クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突の危険を見逃してしまった 
場合に、警報やブレーキ制御により運転者を支援するちのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、安全に停止するというわのではないため、システムを 
過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。また、状況によっては有効に機能しないことがあ 
ります。 

■ システムの支援内容に関するま意点 

プ U クラッシュ セーフテイシステムは、警報やブレーキ制御により衝突回避支 
援を行うために、運転者び「見る」、「判断する」、「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、じ(下の点にを意してください。 

•運転者び 見る過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、前方の障害物を可能な範囲で検知する 
のみであり、わき見やぼんやり運転を許容するシステムでも、視界不良を補助 
するシステムでちありません。運転者自らび周囲の状況にを意を仏う必要びあ 
ります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、検知しうる前方の障害物の情報のみか 
ら衝突の可能性を判断するちのです。安全の確保の判断は運転者自らび行う必 
要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるものではありません。このため、 
危険性びあれば自らび安全を確保する必要びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ レーダー センサーの取り扱い 

プ U クラッシュセーフティシステムび効果を発揮できるようにじ(下のことをお 
守りください。 

•センサーと グ U ルカバーは常にされいにしておく。 

お手入れをする際は、センサーやグ U ルカバーを傷つけないよう、やわらかい 
巧を使ってください。 

•センサー 周辺への強い衝撃を避ける。 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。強い 
衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、調整してもらってくだ 
さい。 

•センサーを 分解しない。 

•センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで < ださい。分解、改造すると電波法の基準に適合しな < なる場合 
びあります。 

•センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —をつけたり、ステッカーを貼った 
りしない。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ドライバーモニター用カメラの取り扱い 

ドライバーモニターの効果を発揮でさるようにじ(下のことをお守りください。 
お守りいただかないと、故障の原因となったり、顔向さ/眼の開閉判定びでさ 
ないおそれびあります。 

•カメラを 改造したり、傷つけたり、持ち上げたり、ひっぱったりしない 
♦走行 中はカメラを触ったりしない 
•カメラを 濡らしたり、飲料水をかけたりしない 
•カメラに ものを落としたり、ぶつけたり、衝撃を与えない 
•カメラ 前面部に傷、巧れ、結露、シール貼り等びないようにする 
•カメラ 前面部の前にちのを置いたり、おおったりしない 
■顔 向き/眼の開閉判定について 

1；(下のときは正常に顔向き/眼の開閉判定びできない場合びあります。 

•カメラと 顔のあいだにさえざるものびあるとき 
(カメラの前にものを置く、ステア U ング回転中など） 

•顔の 一部び隠れる状況（サングラス、マスク、メガネ等） 

♦太陽光な どの強い光び、直接顔やカメラに当たる状況 
•正しい 運転姿勢をしていないとさ 
•停車 中 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 迂 fe 、 

■ ドライバーモニター用カメラのお手入れ時のま意 

♦ 傷をつけないよう、柔らかい布で軽く店\いてください。 

♦巧れ びひどいときは、水でうすめた中性洗剤にひたした巧をよく絞ってふき取 
り、その後、乾いた巧でいてください。 

♦ベンジン、 シンナー、ガラスク U —ナ ー、 ワックスなどを使用しないでくださ 
い。 

■プリクラ ッシュブレーキ OFF スイッチについて 

プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチのとなりに、同じ形状の AFS 日 FF ス 
イッチ (^ P . 200) びあるため、押し間違えないようを意してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

後方プ U クラッシュセーフテイシステム* 


追突を予測して、後方車両への注意喚起とむち巧ち傷害を軽減ずるた 


めのシステムです。 


■後方車両への警報（非常点滅'打） 

追突の可能性びあると判断したとさに非常点滅なを作動させ、後方 
車両に注意をうなびします。 

■ むち巧ち傷害の軽減（プリクラッシュインテリジェントへッ 
ドレスト） 

追突の危険性び非常に高いと判断したとさにフ□ントへッドレス 
卜内のセンサーにより頭部位置を検出し追突前にプリクラッシュ 
インテリジェントへッドレストを適切な位置まで移動させ、追突 
された際のむち打ち傷害を軽減します。 


[レーダーセンサー 



レーターセンヴーにより、後方か 
ら接近する物を検知し、その位置 
や速度、進路から追突する可能性 
を事前に判断します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■システムの作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードで、自車線内の後方車両び追突する可能性び 
あるとさにじ I 下の条件で作動します。 

♦後方車両への警報（非常点滅打） 

-自車から見た後ち車の接近速度び約3日 km/h LiLb 
-停止時または前進時でブレーキを踏んでいる 
-方向指示打や非常点滅打び OFF 
•むち巧ち傷害軽減 

-自車から見た後ち車の接近速度び約 ] 日 km / hLU 上 
-停止または前進している 

■センヴーび検知しにくい場合 

後ちプ U クラッシュセーフテイシステムはすべての追突を検知できるシステム 
ではありません。 LU 下のときは作動しない場合びありますので周辺へのを意を 
怠らないでください。 

•車両姿勢び極端に変化しているとさ 
• 自転車、オートノくイなどは検知しないことびあります 
•雨滴、氷雪び専用カバー (^ P . 249) に付着したとき 
•カーブや起伏の大さな道路のとさ 
•斜めからの追突やオフセットの大さな追突のとさ 
■むち巧ち傷害軽減システムについて 

帽子をかぶっていたり、髪をうしろで束ねたりしているとさ、プ U クラッシュ 
インテ U ジェントへッドレストび適切な位置に停止できないことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■追突の可能性びなくてもシステムび作動するとき 

♦ち左折などで停車したとさなどに、自車の真うしろを後続車びすり抜けたと 
さ 

♦道路脇に停車したとさなどに、車び真横をすり抜けたとさ 

♦走行時、後方車び近距離から追い越したとさ 

♦走行時または停車時、後方車び近距離まで急接近したとさ 

■システムに異常があるときは 

警告打や警告表示び点打または点滅します。 （^ P . 363、 368) 


A 警告 

■ レーダー センサーの取り扱い 

参 センサーを分解しない。 

•センサーの 裏に貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明です 
ので、はびさないでください。分解、改造すると電波法の基準に適合しなくな 
る場合びあります。 
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2 - 4 . その他の走行装置の使いち 


A 警告 


後ちプ U クラッシュセーフテイシステム装 
着車の専用カバーは、レーダーセンサーの 
電波透過性に影響します。システムび効果 
を発揮できるようにじ(下のことをお守りく 
ださい。 


•専用 カノ（一は常にされいにしておく。 

雨滴、氷雪などによって性能び低下することびあります。 

• レーダーセンサー周辺では強い衝撃を避ける。 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。強い 
衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、修理してください。 

•専用 カバー中央部に I -ーイングヒッチやバイクホルダーをつけたり、保護フィ 
ルムやステッカーを貼ったりしない。 

•専用 カバーの改造や別のちのに交換しない。 

•専用 カバーの塗装修理は絶対行わないで < ださい。誤作動、不作動の原因とな 
ります。 

•専用 カバーび傷ついた場合、塗装修理は行わず、専用カバーを交換して < ださ 
し、交換については、トヨタ販売店に相談してください。 

■プリ クラッシュインテリジェントへッドレストの取り扱い 

トヨタ純正品！; I 外のへッドレストカバーはつけないでください。 


■専用 カバーの取り扱い 



\専用 カバー 


心. 1 




BTS 24 BG 008 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ナイトビュー（ホ行者巧巧!機能付）* 


ナイトビューは、夜間の走行を補助ずるシステムです。 

夜間に肉眼では見えにくい前方の歩行者、障害物、道路状況を、投光 
器か5照射した近赤外線の反射光をカメラで撮影-映像化して、メー 
ター中央部に表示しまず。 

■歩行者検知機能 

映像から歩行者を検知すると、その位置を黄色の枠（歩行者検知枠) 
で表示し、同時にナイトビュー画面の輪郭を黄色の枠（注意喚起枠) 
で点滅させることにより運転者に注意を促す機能です。 

■ ナイトビュー画面の表示のしかた 

ナイトビュースイッチを押すと、メーターの中央部にナイトビュー 
画面び表示されます。 



ナイトビュー画面を表示させ 
る。 

ちとにちどすには再度スイッチを 
押します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























2-4. その他の走行装置の使いち 


■ ナイトビュー画面表示について 



n ナイトビュー画岛— 

且歩行者検知枠 

-歩行ちを検知すると注意喚起枠ととちに表示されます。 

-検知された人数分の歩行者検知枠び表示されます 
-歩行者び検知されな<なるとを意喚起枠ととちに表示びな<なります。 

且注意喚起枠 

-歩行ちを検知すると歩行者検知枠ととちに表示され、3回点滅し、その後点 
打にかわります。 

-歩行をび検知されな<なると歩行者検知枠ととをに表示びな<なります。 

Q 歩行者検知インジケーター 

歩行ち検知機能の作動状況を表示します。 



運 

転 

す 

る 

と 

さ 


歩行者検知 
インジケーター 

歩行ち検知 
機能の状況 

か な 

作動中 

恥 

非作動中 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


且スピードメーター (^ P . 180) 

ナイトビュー画面び表示されると横にスライドして表示されます。 

且マルチインフォメーションディスプレイ (^ P . 190) 
ナイトビュー画面び表示されると横にスライドして表示されます。 

〇シフトポジション表示な （^ P . 188) 

ナイトビュー画面び表示されると横にスライドして表示されます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ナイトビューび映し出せる節囲 



へッ ドライトの□ービーム照射範囲の先から、八イビームまでです。 

■歩行者検知の節囲 

車両前方約]日° iU 内、距離は約40〜] 00 m の間です。 

♦ 車両の速度に応じて検知範囲はかわります。 



253 



















2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 


■システムの作動条件 

ライトセンサー (^ P . 200) び周囲の明るさの状態から夜間と判断していると 
きに、へッドライトを点打した状態でナイトビュースイッチを押すとシステム 
び作動します。 

♦作動条件の詳細 


作動条件 

車速条件 

近赤外線 
投光器 

歩行者 
検知機能 

-"パワー"スイッチび 
日 N モード 
-周囲び暗い状態 

-へッドライトび点打状 

肯 g 

•ナイトビユースイッチ 
を ON 

車速び 

約]日 km/h LiTF 

消打※1 

非作動 

車速び 

約]日 km / h 1；(上 
約6日 km/h liTF 

点打 

作動※2 

車速び 

約6日 km/h LiLb 

点打 

非作動 


《 ] 近赤外線び照射されなくなるため、ナイトビュー画面に映像は表示されま 
すび、映像化でさる範囲や距離に制限びあります。 

《2ワイパーび L 0 (低速）または HI (高速）で作動しているとさは歩行ち検 
知機能は作動しません。 

また、周囲の明るさび一定！;(上の明るさの場合も、歩行者検知機能は作動 
しません。 


■ナイトビューび作動可能なとき似外でナイトビュースイッチを巧したときは 

メーターにアドバイス情報び表示されます。表示されたアドバイスにしたびつ 
て < ださい。 

■ナイトビュー作動中にシフトレバーを R にしたときは 


ナイトビュー画面は黒色となり映像は表示されません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ナイ トビューをお使いになる前に 

ナイトビューを過信しないでください。 

ナイトビューは、夜間走行中に見えに<い前方の道路状況、歩行ち認知を補助 

するものです。機能には限界びありますので、使用する場合には過信せず、下 

記に十分気をつけて安全運転に必びけてください。 

■ナイ トビュー画面について 

•通常の 目視のかわりに、ナイトビュー画面のみを見て運転しないでください。 

♦運転 中にナイトビュー画面を見続けないで < ださい。前方の歩行者、障害物な 
どを見落とすおそれびあり危険です。ナイトビューはあくまで運転の補助とし 
て使用してください。 

•ナイ トビューは夜間のカーブのかない道路を走行するとさに運転者の視覚を 
補助するためのちのです。坂道やカーブの多い場所、市街地では使用しないで 
ください。道路形状（カーブの大ささ、勾配など）により表示でさない場所び 
あります。 

♦ メーター明るさ調整スイッチ （^ p . 184)と連動してナイトビュー画面の明 
るさび調整されます。暗い設定にしているときは、ナイトビュー画面び見づら 
い場合びあるため、明るくして使用してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

•ナイ トビューは全ての物を明るく映像化できるわけではありません。全体び暗 
く映ったり、一部び見えにくくなることびあります。ナイトビューを過信せ 
ず、ナイトビューを装着していない車と同様に、必ず周囲の安全を直接確認し 
なびら慎重に運転してください。 

また、映像として映りにくいもの-映りにくい状況びあります。 

く映像に映りにくいちの> 

-特定の素材の衣類（本革ジャケットなど） 

-看板の文字 
-道路案内板の情報など 

く映像び映りにくい状況> 

•雨、霧、降雪、吹雪などの悪天候時 
-雨上びりの水たまりなど路面反射び大さいとさ 

-カメラ前面のフ□ントウインドウび曇っているとさ、巧れているとさ、氷 
結しているとさ 

. ヘッドライト付近に氷、雪、ミ尼などび付着しているとき 
-著しく補機バッテ U —の電圧び低下しているとき 
-対向する強い光源び前方にあるとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ま 意喚起枠について 

を意喚起枠は、ナイトビューの歩行者検知機能び歩行者を検知したとさに表示 
され、運転者に注意を促すものです。 

•を 意喚起枠び出た場合は、前方に歩行者びいるおそれびあるため、周囲の安全 
を十分に確認して運転してください。 

•を 意喚起枠び出てち、ナイトビュー画面を見続けないでください。前方の危険 
を見落とすおそれびあります。 

♦天候 や道路状況、歩行者の状況により注意喚起するタイ S ングび遅くなり、 
歩行者との距離び近くなる場合びあります。注意喚起枠び出た場合は、まず直 
接周囲の安全を十分に確認して運転して < ださい。 

•わさ 見運転の状態では役に立ちません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■歩行者 検知機能について 

歩行者検知機能には限界びあります。機能作動状態でち、下記のような歩行者を 
検知でさないおそれのある状況では作動しないことびあります。 

•映像び 映りにくい状況 

•雨、霧、降雪、吹雪などの悪天候時 

. ワイパー作動中および間欠作動時（ワイパー L 0 作動、 HI 作動中は歩行者 
検知機能を停止） 

-カメラ前面のフ□ントウインドウび曇っているとさ、巧れているとさ、氷 
結しているとさ 

. ヘッドライト付近に氷、雪、ミ尼などび付着しているとき 
-著しく補機バッテ U —の電圧び低下しているとき 
など 

•カーブ や坂道、勾配のある道では、前方に歩行者びいてち検知でさない場合び 
あります。 

•街路 打、照明、対向車の強いライトなど、強い光のある状態では検知しない場 
合びあります。 

•自 車の前方に歩行者び飛び出したときは、正しく検知できない場合びありま 
す。 

•歩行ち 検知範囲内でわ、ガードレール、街路樹、せ、停車車両などで歩行者の体 
の一部び隠れている場合は検知でさません。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

•歩行者 検知機能は、近赤外線カメラの映像の中から明暗の差、形状、大きさで歩 
行者を判断しているため、機能には限界びあります。 

また Lil 下の場合は、正しく検知でさない場合びあります。 

く体型.姿勢の影響> 

-寝ている人、しゃびんでいる人 
•身長] m liTF 、 または 2m LiLh の人 

-つれ立って歩く複数の人（ナイトビュー画面で重なって見える場合） 

-横向きに立っている人 
-手をあげている人 

く巧服の影響> 

-上下で反射率び大さ<異なる服を着た人 

-近赤外線カメラで暗<映るような近赤外線の反射率の低い服（本皮ジャ 
ケットなど）を着た人 

-コートや着物などで手足のシルエットのような特徴び出にくい服装の人 
-反射材のタスキなどを身につけた人 
く持ち物の影響> 

-傘をさしている人 

-大きな荷物、かばんなどを持っている人 
くその他> 

-自転車に秉った人、自転車を押している人 
• べビーカーを押している人 
-車いすの人、車いすを押している人 
など 

•動物は 検知しません。 

•歩行ち 検知機能は、近赤外線カメラの映像の中から明暗の差、形状、大きさで歩 
行者を判断しているため、人の形に似ているちのびあった場合、誤認識するこ 
とびあります（看板、植木、テールライトなど)。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


/ j \ 注意 


ナイトビューの故障や誤作動を避けるため 
に、じ(下のことをお守りください。 


•フ □ントウインドウガラスは、いつちされいにしておく 
雨滴、結露、氷雪などの付着によって性能び低下することびあります。 

•カメラに 強い衝撃や力を加えない、または分解しない 

•カメラの 向さは厳密に調整されているため、取りつけを変更したり、取りはず 
したりしない 

•防 眩 S ラーの位置をカメラのレンズ前に調整しない 

♦寒; 令時などにヒーターを足元モードで使用していると、フ□ントウインドウガ 
ラスの上部び曇り、映像に影響を与えるので、そのとさはフ□ントデフ□ス 
タースイッチでガラスの曇りを取る 

•カメラの レンズを巧したり、傷をつけたりしない 

♦カメラの レンズ前のフ□ントウインドウガラスにシールなどを貼らない 

♦ダッシュ ボードの上にちのを置かない 
フ□ントウインドウガラスに写り込んだ映像びナイトビュー画面に表示され、 
歩行者を正し <検知でさない場合びあります。 


■ 近赤が線カメラについて 



BTO 2413006 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 迂 fe 、 

■ナイト ビュー作動中で近赤外線投光器び消なしているときは 

映像は表示されますび、映像化でさる範囲や距離に制限びあります。 

■ 近赤外線投光器について 

ナイトビューの故障や誤作動を避けるため 
に、じ I 下のことをお守りください。 


BT024BG010 

•へッ ドライト付近の汚れはナイトビューの性能に影響を与えます。巧れている 
場合は洗車などを行ってください。 

•近 赤外線投光器の電球は、八イビームの電球も兼用しており、電球切れをおこ 
すことびあります。八イビームも使用でさなくなるため、電球切れをおこした 
場合は、新しい電球に交換してください。 

♦近 赤外線投光器は目に見えない強いエネルギーを照射します。通常、停車時で 
は近赤外線は照射されませんび、安全のため、八イビームを長時間のぞさこま 
ないようにしてください。 




261 


















2-日.様々なが況での運転 

巧物を積むとまのを意 


安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは於下のことを 
お守りください。 

♦ できるだけ荷物はトランクに積む。 

• 荷物び安全な位置に置かれているか確認する。 

•走行中のバランスを維持するために重さび偏らないように積む。 

♦ 燃費び悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないよう 
にする。 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

下のようなちのを積むと引乂するおそれびあり危険です。 

♦燃料び 入った容器 
•スプレー 吿 

■荷物を 積むときは 

• Lii 下の場所には荷物を積まないでください。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作できなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つながるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-パッケージトレイ 
-インストルメントパネル 
• ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
•室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷つけるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-荷重のかけ方について 

•荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

•荷重を 不均等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の低 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 


運転するとさに 
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2-5. 様々なが況での運転 

寒を時の運面 


寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたうえで適 
切に運転してください。 

■冬の前の準備 

• 下のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-冷却水 

-ウォツシヤー'/イタ 

参バッテリーの液量-比重を点検してください。 

•冬用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とも指定サイズで同一銘柄のものを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったものを用意してください。 (^ P . 
421) 

■運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

♦ ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、すぐに水分を十分に 
店、き取ってください。 

♦ フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ□に雪び積もって 
いるときは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いてください。 

♦ 足まわりに氷びついているときは、氷を取り除いてください。 

♦ フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているときは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるときは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■駐車ずるときは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびあります。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


1" ワイパー停止位置の切り替え（寒冷地仕様車) 

積雪や凍結のおそれびある場合は、あらかじめフード下に格納されてい 
るワイパーを積雪時の停止位置に切り替えておさます。 

ワイパーアームのフック部をしっかり持ってワイパーの停止位置の切り 
替えを行ってください。 

n 積雪時の停止位置にする： 
ガラス面にそって引さ上げま 
す。 

曰通常の停止位置にちどす： 
フック上部を手で押します。 

ワイパーを立てるとさは、積雪時の停 
止位置に切り替えてから立てて<だ 
さい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


□知識 


■寒冷地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お求めください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび而さ取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取りつけ-取りはずし-取り扱いち法については下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-安全に作業でさる場所で行う 
-後2輪に取りつける 
-タイヤチェーンに付属の取扱書にしたびう 
-取りつけ後日.己〜 1.0 km 走行したら締めなおしを行う 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につながるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

•お使いになる 冬用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびできずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につながるおそれびあり 
ます。 

♦装着 したチェーンに定められた制限速度、もしくは3日 km / h のどちらか低い 
ほうを超える速度で走行しない 

•路面の 凹凸や穴を避ける 
•急 八ンドル、急 ブレーキを 避ける 

•カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失うのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動さ思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 迂 fe 、 

■タイヤ チ王ーンの使用について 

♦ 必ずクラウン八イブ U ッド指定のトヨタ純正品を使用してください。 

上記のチェーン外のタイヤチェーンを使用すると、車体に当たり、走行のさ 
またげとなるおそれびあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

•アルミ ホイールにタイヤチェーンを取りつけるとホイールに傷びつくことび 
あります。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除まするときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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き巧装備の使い方 3 


3-1 .室内好のつけ方 

室内打一覧 . 270 

3-2. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 27己 

3-3. その他の室内装備の 
使い方 

サンバイヴー . 282 

バニティミラー . 283 

灰皿 . 284 

シガレットライター . 28己 

アクセサリーソケット . 286 

シートヒーター& 

ベンチレーター . 288 

アーム レスト . 290 

IJ ヤサンシェード . 291 

アシストグ U ップ& 

コートフック . 294 

フ□アマット . 29己 

トランク内装備 . 296 

アクティブノイズ 
コント□ールシステム ....... 299 
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3-1 .室内なのつけ方 

室内な一質 


夜間の乗降を補助するために、イルミネーテッドエントリーシステム 
びついていまず。電子キー携帯の有無、ドアの解錠-施錠、ドアの開 
閱、"パワー"スイッチのが態、シフトレバーの位置などによって各 
部の照明が点な-消な-減光します。 



n フ□ントパーソナルライト （^ P . 272) 

且ルーム ライト UP . 272) 

曰天井サイドイルミネーシヨン* (^ P . 274) 

H " パワー"スイッチ照明 
曰ドアカーテシライト 
曰フ□ント足元照明 
□ 読書な UP . 273) 

□ ドアミラー照明 

回シフト照明（"パワー"スイッチびアクセヴ U —モードまたは日 N 
モー ド） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























3-1 .室内打のつけち 


□知識 

■ 補機バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態でルームライトのドア連動び ON のとさに、各部照明び点打したま 
まの場合、約2日分後に自動消好します。 

■販売店またはナビゲーシヨン画面で設定可能な機能 

室内打の消打までの時間などの設定を変更でさます。 

(車両カスタマイズ機能一覧^ P . 424) 


室内装備の使いち 
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3-1 .室内灯のつけち 


フ□ントパーソナルライト、ルームライト 


■フ□ントパーソナルライト、ルームライト 

■ フ□ントパーソナルライト 



点な/消な 


■ ルーム ライト 

n 点な/消打 
曰ドア連動日 N / 日 FF 



□知識 

■ルームライトについて 

スイッチびドア連動日 N のとき、イルミネーテッドエント U —システムにより 
ルームライトび自動的に点打、消打します。 
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3-1 .室内打のつけち 


読書な 


[読書な 



□知識 


■読書なについて 

ルームライトのドア連動び ON のとき、イルミネーテツドエント U —システム 
により読書打び自動的に点打、消打します。 


室内装備の使いち 
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3-1 .室内灯のつけち 


天井サイドイルミネーション 


[天井サイドイルミネーシヨンが 



n ルームライト、天井サイドイル 
S ネー シヨン 
点な/消な 
曰ドア連動日 N/OFF 


0 天井サイドイルミネーション 
点な（高輝度）/点な（低輝度) 
/消な 

ルームライトび点打しているとさに 
輝度の調整びでさます。 


□知識 


■天井サイドイルミネーションについて 


ルームライト、天井サイドイルミネーションび消打、ドア連動スイッチび ON 
のときはイルミネーテッドエント U —システムにより、天井サイドイルミネー 
シヨンの明るさび2段階に変化（高輝度•低輝度)、または消打します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















3-2. 収納装備の使い方 

収納装備-質 



曰コンソールボックス 
且カップホルダー 
Q ル物入れ 
旦ドアポケット 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけない物 

メガネ、ライターやスプレー吿を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、じ(下のようなことび起こるおそれびあり危険です。 

•室温び 高<なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れをおこす 

•室温び 高くなったとさにライターやスプレー吿び爆発したり、他の収納物との接 
触でライターび着乂したりスプレー吿のガスびちれるなどして乂災につなびる 


室内装備の使いち 
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3-2. 収納装備の使いち 


グ□ーブボックス 


[グ□ーブボックス 



n 開ける（ボタンを押す) 
且メカニカル キーで 施錠 
且メカニカル キーで 解錠 


□知識 


■グ□ーブボックスライトについて 

車幅灯び点打しているとさにグ□ーブボックスを開くとライトび点打します。 

■ トランク オープナー メインスイッチ 

グ□ーブボックス内にトランクオープナーメインスイッチ (^ P . 69) びありま 
す。 


A 警告 
■走行 中の警告 

グ□ーブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグ□ーブボックスに体び当たったり、収納してい 
たものび飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
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3-2. 収納装備の使いち 


コンソールボックス 


I コンソールボックス 

ボタンを押してフタを持ち上げ 
る。 

n 運転席側から開ける 
曰助手席側から開ける 


□知識 

■コンソールボックス内のトレイについて 

中のトレイをはずすことびでさます。 




室内装備の使いち 
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3-2. 収納装備の使いち 


カップホルダー 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体び当たったり、収納して 
いたものび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


カツプホルター 


フ□ント 


1 

fl :- 

BTS34BF005 

► リャ 

み 

聲 

BTS 3407006 


フタを押す。 


カップホルダーを押す。 
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□知識 

■フ□ントカツプホルダーの仕切りについて 



仕切りをはずし、ル物入れとして使用でさ 
ます。 


A 警告 


I 収納してはいけない物 

カップホルダーにはカップや吿 Lu 外のものを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わないときは 

カップホルダーを必ず収納してください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーに体び当たるなどして、思わめけ 
びをするおそれびあり危険です。 


kh 物入れ 


►才 ーバーへッ ドコン ソール 



押して開ける。 


3-2. 収納装備の使いち 

カップホルダー、小物入れ 


室内装備の使いち 
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3-2. 収納装備の使いち 


ル物入れ 


►運転席アンダーボックス 



ボタンを押して開ける。 

ETC 装着車は、 ETC ユニットび装着 
されています。 


► リヤ アーム レスト 



アームレス トを倒して レバーを 引 
いて開ける。 


A 警告 
■走行 中の 警告 

ル物入れを開けたままにしないでください。急ブレーキ時などに、開いたル物 
入れに体び当たったり、収納していたものび飛び出したりして、思わめ事故に 
つながるおそれびあり危険です。 

■収納して はいけないもの（才ーパーへッドコンソールのみ） 

200 g じ(上のちのを入れないでください。200 g じ Lh のものを入れると、オー 
バーへッドコンソールび開き収納されているものび飛び出したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあり危険です。 
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■ドアポケット 


►フ□ントドア 


フ□ントドアのドアポケットは開 
閉することびでさます。 



BTS 3407011 


► リヤドア 



A 警告 
■走行 中の警告 

フ□ントドアポケットは必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたドアポケットび体に当たったり、収納していたも 
のび飛び出したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 


3-2. 収納装備の使いち 

ドアポケット 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 下ろす 

且下ろした状態でフックからは 
ずし、横へ回す 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーを開けるとライトび点な 
しよ9 〇 









3-3. その他の室内装備の使い方 

灰皿 


►フ□ント 



フタを押して開けます。 

取りはずすとさは灰皿の横にある 
ノブをちにスライドさせ取りはず 
します。 


フタを閉じるにはフタををう一度 
前方に押すと閉じることびでさま 
す。 


フタを開けます。 

取りはずすとさは灰皿本体を持つ 


て取りはずします。 


A 警告 

■使用 後について 

フタを必ず閉じてください。 

走行中の思わめ事故や急停車により、けがをするおそれびあります。 

■出乂 を防ぐために 

♦マッチ、 タバコなどの乂は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めてく 
ださい。 

•灰皿の 中に紙<ずなどの燃えやすいちのを入れないで<ださい。 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

シガレツトライター 


灰皿のフタを開けて、シガレツ 
トライターを押し込みます。 

ちとの位置にをどったら使用でさ 
ます。 


□知識 
■使用条件 

" パワー"スイッチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとさ 


A 警告 

■やけどを 防ぐために 

•シガ レットライターの金属部分に触れないでください。 

•シガ レットライターを押さえたままにしないでください。 

• トヨタ純正品外の電気製品の電源ソケットを差し込まないでください。 
ソケットび変形し、その後シガレットライターを使用したときにシガレットラ 
イターび飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれびあります。 

■使用 後について 

フタを必ず閉じてください。 

走行中の思わめ事故や急停止により、けびをするおそれびあります。 



室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ U —ソケット 


12 V10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 


►フ□ント 



フタを手前に引いて開ける。 


► U ヤ 



フタを手前に引いて開ける。 


□知識 
■使用条件 

"パワー"スイツチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとさ 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


A 迂 fe 、 

■ショー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないように、使用しな 
いとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V でフ□ントと U ヤの合計び ]0 A (最大消費電力 ]2 C ) W ) を超えないよ 
うにしてください。 

■ 補機バッテリーあびりを防止するために 

八イブ U ッドシステムび停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用し 
ないで < ださい。 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター&ベンチレーター * 


シートを暖めたり、シートか5風を出して通気を良くできまず。 
■シートヒーター&ベンチレーター（フ□ント席） 



BTS35BF010 


■シートヒーター（リヤ席) 



n シートを暖める 

ノブを回すとインジケーターび点 
打し、ホ色の方向に回すほど温度 
び高くなります。 

曰シートから風を出す 

ノブを回すとインジケーターび点 
打し青色の方向に回すほど風量び 
大さくなります。 

n シートを暖める 

インジケーターび点打します。 

シートび暖まると自動的に「弱」に 
なります。 

且 OFF 


□知識 


■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























3-3. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを負うおそれびあるため、じ(下のかたはとくにご注意ください。 

-乳幼児、おテさま、お年寄り、病人、体の不自由なかた 
-皮膚の弱いかた 
-疲労の激しいかた 

-深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたかた 
• シートに毛布、クッションなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使用により保温性び高まり異常過熱の原因になります。 


A 迂点 

■シー トヒータ ー& ベンチレーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き 
刺したりしないで<ださい。 

■ 補機バッテリーあびりを防止するために 

八イブ U ッドシステムび停止しているとさは使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

アームレスト 



A 迂 fe 、 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

U ヤサンシ王ード* 


リヤドアサンシェード 



ツマミを持って引き出し、フッ 
クにかけます。 

もどすとさはフックからはずし、 
収納します。 


電動 IJ ヤサンシェード 

フ□ント側スイッチ 



上昇/下降 


U ヤ側スイッチ 







上昇/下降 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


□知識 


■電動リヤサンシェードの作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとさ 

■"パワ ー" スイッチ日 FF 後の作動 

"パワー"スイッチを OFF にしたあとでも、約6日秒間電動 U ヤサンシェード 
を操作でさます。 

■リバース連動機能 

U ヤサンシェードび上びった状態でシフトレバーを R にすると、後方を見やす 
くするために U ヤサンシェードび下降します。 

ただし下記のいずれかを行うと、 U ヤサンシエードは再度上昇します。 
♦スイッチをちう一度押す 


♦シフト レバーを P に入れる 

•シフトレバーをドと R じ(外にし、 ] 己 km / h じ(上で走行する 

U バース 連動機能により U ヤサン シエ ー ドび下降した状態で八イブ U ッドシス 
テムを停止した場合は、八イブ U ッドシステム再始動後に ] 日 km / hiU 上で走 
行しても上昇しません。上昇させるには、スイッチを押してください。 

■ リバース連動機能び働かない場合 

状況によっては U バース連動機能び働かない場合びあります。その場合、スイッ 
チを押して、 U ヤサンシェードを上昇-下降させてください。 


A 警告 

■リ ヤサンシェード作動中は 

U ヤサンシェードの留め金部分や溝に指を置かないでください。 
巻さ込まれてけがをするおそれびあります。 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


A 迂 fe 、 

■ 補機バッテリーあびりを防ぐため 

八イブ U ッドシステムびび停止した状態では U ヤサンシェードを繰り返し操作 
しないで < ださい。 

■正常に 機能させるため 

じ(下のことをお守りください。 

•モーター や他の部分に負荷をかけすざないようにしてください。 

♦開閉の さまたげになる部分に物を置かないでください。 

• U ヤサンシェードにちのを貼らないでください。 

•溝を されいに保ってください。 

•長時間 操作を続けないで<ださい。 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ&コートフック 


►ムーンルーフ装着車 




A 警告 

■コート フックへかけてはいけないもの 

八ンガーや他の硬いもの、鋭利なものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグび而くらんだとさにそれらのものび飛び、重 
大な傷害または死 t につなびるおそれびあります。 


A 迂点 

■破損を 防ぐために 

アシストグ U ップやコートフックに過度の負荷をかけないでください。 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

フ□アマツト 


お車（年式）専用のらのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
ください。 

詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 


iu 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめス 
ピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれびあります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってわ、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない。 
•運転席 専用のフ□アマットを使用する。 

•付属の フック（ク U ップ）を使って、常にしっかりと固定する。 

•他の フ□アマット類と重ねて使用しない。 

•フ □アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない。 

■運転す る前に 

•フ □アマットびすべての固定フック（ク 
U ップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とく 
に洗車後は必ず確認を行う。 

♦八 イブ U ッドシステムおよびシフトレバー 
び P の状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、 
フ□アマットと干渉しないことを確認する。 



室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

トランク巧装備_ 


■兰角停止警告板 



或 

BTS35BF019 

’.f - 

■ ラゲージネット 

1 

r 

_I BTS 3507020 

■ラゲージフック 




---- ^ 


二三三三三三三こ - 肝 05213002 


緊急時や夜間時にトランクを開 
けてお<だけで後方の車両に注 
意をうなびすことびでさます。 


ネットを使用してトランク内を 
仕切ることびでさます。 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


ラゲージマツ 



レバーを 引さ上げ、ラ ゲージ 
マツトを持ち上げます。 


レバーをトランクの縁へかける 
ことびでさます。 


ラゲージアンダートレイ 



兰角表示板^などを収納するこ 
とびでさます。 




兰角表示板は、卜3夕販売店で購入 
することびでさます。 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


□知識 

■兰角停止警告板について 

高速道路や自動車専用道路で故障して停車した場合は停止表示板または停止表 
示灯を使用してください（法的にわ義務づけられています)。 

■ラゲージアンダートレイについて 

兰角表示板を収納する場合、兰角表示板のケースの大ささ、形によっては収納 
でさないことびあります。 


A 迂点 

■ トランクを閉めるとさは 

ラゲージ マツ トのレバーをトランクの縁にかけたままにしないでくださし、 
ラゲージ マツ トび破損するおそれびあります。 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

アクティブノイズコント□ールシステム* 


車室内天井のマイクで検出したエンジンのこもり音を、スピーカーか 
5出力ずる音で打ち消ずことにより、車内の静肅性を高めます。 


B n □ 



n マイク 

曰フ□ントドアスピーカー 
且 U ヤウー八一 
Q パワーアンプ 


A 迂点 

■アクティブ ノイズコント□ールを正常に機能させるため 

じ(下のことをお守りください。 

•スピーカー やマイクの周辺に物を置かないでください。 

♦スピーカー、 パワーアンプを含むオーディオ機器の交換•改造、およびスピー 
カー取りつけ部周迈の補強（デッドニング）は行わないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-3. その他の室内装備の使いち 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 302 

内装の手入れ . 306 

タイヤについて . 309 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 315 

ガレージジャッキ . 318 

エンジンルームカバー . 320 

電球（バルブ）の交換 . 322 

ヒューズの点検、交換 . 33己 

キーの電池交換 . 34己 

ウオッシャー液の補給 . 348 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、似下の項目を実施ください。 

•水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上から下 
へちれを洗い落とす。 

♦ 車体はスポンジやセーム皮のような柔らかいもので洗う。 

♦ 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す。 

♦ 水を而さ取る。 

•水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う。 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にならないときは、車体の温度び 
冷えているとさ（およそ体温じ(下を目安としてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法び異なります。詳しくは 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 

■自動洗車機を使うとさは 

♦ドアミラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。 

• ブラシで車体に傷びつさ、塗装を損なうことがあります。 

♦自動洗車機に入れる前に、車両の給油□びしっかり閉まっていることを確認 
して < ださい。 

■高圧洗車機を使5とさは 

室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近に 
近づけすざないで<ださい。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


■アル S ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに汚れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

•夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

•洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。 

■ ドアミラーの親水コーテイングについて 

親水膜の効果を持続させるため、下のことにを意してください。 

♦シ U コーンやコンパウンドの入つていないカーシヤンプーやガラスク U — 
ナーで清掃し、十分に水で洗い流す。 

♦晴天時に太陽光を] • 2曰間当てる。 


A 警告 

■洗車を するときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

■排気管 およびデュアルエキゾーストテールパイプ（デイフューザー付）について 

排気管およびデュアルエキゾーストテールパイプは排気ガスにより熱くなりま 
すので、八イブ U ッドシステム停止直後などに触れないでください。やけどを 
するおそれびあります。 

■後方 プリクラッシュセーフテイシステム*について 

U ヤバンパーの塗装に傷びついたときは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-1 .お手入れのしかた 


A 迂 fe 、 

■塗装の 劣化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦次の ような場合はただちに洗車してください。 

-海岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとさ 
. ばい 煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下び多い場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとさ 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
•塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

•ホイール 保管時は、腐食を防ぐために巧れを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
して < ださい。 

■ライトの 清掃 

•注意して 洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ 自動洗車機を使用するときは 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 
AUTO になっていると、不意にワイパーび 
作動してワイパーブレードなどを損傷する 
おそれびあります。 




お手入れのしかた 


30己 









4-1 .お手入れのしかた 

内装の手入れ 


お手入れは、似下の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除き、水またはめるま湯を含ませた布で 
店、き取る。 

■合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなちれを取る 

♦ スポンジや柔らかい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてから汚れを落とし、固く絞ったされ 
いな布で洗剤を而さ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

♦ 薄めた洗剤を柔らかい布に含ませ、ちれを而さ取る 

ウール用の中性洗剤を約己％の水溶液まで薄めたちのを使用して<ださい。 
♦ 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤を而さ取る 

♦ 乾いた柔らかい巧で表面の水分を而き取り、風通しのよい日陰で 
乾燥させる 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 

■ 本革部分のお手入れの目ち 

品質を長く保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■カーぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を描くように 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
お < のび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、布かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■ 車両への水の浸入 

♦床- トランク内 • 駆動用電池;令却用吸入□など車内に水をかけたり液体をこぼ 
したりしないで < ださい。 

駆動用電池や電気部品などに水びかかると、故障や車両乂災につなびるおそれ 
びあり危険です。 

• SRS エアバッグの構成部品やワイヤを濡らさないでください。 (^ P . 126) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につながるおそれびあります。 

■内装の 手入れをするときは（特にインストルメントパネル） 

離出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちし<は死 t におよぶおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂 fe 、 

■清掃 するとき使用する溶剤について 

♦変色- シ S • 塗装はがれの原因になるため、下の溶剤は使用しないでくださ 
い。 

-シート Lil 外の部分：ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ 
U 性の溶剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性の溶剤 

♦離 出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ふ 9 〇 

■革の 傷みを避けるために 

革の部分の損傷-消耗を避けるために、 LU 下のことをお守りください。 

♦革に ついたほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないようにする。とくに夏場は曰陰で車を保管する。 

♦ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のものは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび請びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除するときは 

♦熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク U —ナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた布で軽く拭いてくだ 
さい。 

♦熱線 やアンテナを引っかいたり、損傷させないように気をつけてください。 
■シー ト肩□スピーカー装着車について 
スピーカーグ U ル部にジュースなどをこぼしたり、シートク U —ナーや消臭剤 
などを吹さつけたりしないで<ださい。オーディオの音質の劣化の原因となる 
おそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばすために、タイヤ□ーテーシヨン 
(タイヤ位置交換）を10,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

♦ タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび冷えているとさに行ってください。 

♦ タイヤの亀裂-損傷の有無 
♦ タイヤの溝の深さ 

♦ タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図で示す順にタイヤを□ーテー 
シヨンしてください。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検毎のタイヤ□ーテーシヨンを 
推奨します。 



お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


■タイヤ空気圧の数値 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでさます。 


タイヤサイズ 

空気圧※ [ kPa ( kg / cm 2)] 

前後輪 

225/45 R 1891 W 

240 (2.4) 



応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg / cm ^) 

※：タイヤび;令えているとさの空気圧 


■ タイヤ関連の部品を交換するとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトを交換するときは、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 


■タイヤの保管について 


タイヤを車両からはずして保管する際は、ビニール袋に入れるなどして、水や 
直射日光を避けて保管してください。 


A 警告 

■曰 常点検について 

•曰 常点検として必ずタイヤを点検してください。 

•タイヤの 点検は法律で義務付けられています。 

タイヤはじ(下の点について点検してください。 

. タイヤの空気圧 
-タイヤの亀裂-損傷の有無 
-タイヤの溝の深さ 

-タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗している•摩耗程度 
び他のタイヤと著しく異なるなど） 

タイヤの点検ち法は、「メンテナンスノート」をお読みください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■指定 空気圧について 

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボデー側に貼られている「タイヤ空気圧」の 

表、または P . 42] で正しい空気圧を確認のうえ調整してください。 

指定空気圧より低いと車両の安定性を損なうばかりでな<、タイヤび偏摩耗し 

たりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象^によりタイヤびバース 

卜（破裂）したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

曰常点検で、応急用タイヤち含め、必ずタイヤ空気圧び指定空気圧になってい 

ることを点検してください。 

^高速で走行しているとさに、タイヤび波ラつ現象。 

■ 異常びあるタイヤの使用禁止 

•異常び あるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルびとられたり、異常な 
振動を感じることびあります。また、バースト（破裂）など修理でさないよう 
な損傷をタイヤに与えたり、タイヤび横すべりするなど、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかに卜 
ヨタ販売店で点検を受け、正常なタイヤに交換してください。 

•異常び あるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の安定性-制動距 
離など）び十分に発揮でさないばかりでな<、思わめ事故につながるおそれび 
あり危険です。また、部品に悪影響を与えるなど故障の原因になることびあり 
ます。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■タイヤの サイズ、種類について 

•タイヤは すべて指定サイズで、同一のサイズ-同ーメーカー-同一銘柄および 
同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差 
の著しいタイヤを混ぜて装着しないでください。 

♦タイヤを 混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差び発生し、駆 
動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかかり、オイルの温度び上 
昇するなどしてオイルわれや焼さつさなどにより、最悪の場合、車両乂災につ 
なびるおそれびあり危険です。 

•次の 場合わタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤ 
空気圧の点検は必ず行って<ださい。 

-4輪の空気圧の差び著しいとさ 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 
♦タイヤの 摩耗を4輪とち均等にし、寿命を延ばすためにタイヤの□ーテーシヨ 
ンを行ってください (^ P . 309) 

•ディスク ホイールを交換するときわ指定！;(外のディスクホイールを装着しな 
いで < ださい。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 


け旨定 外のタイヤおよび4輪とち同一でないタイヤを装着すると、車の性能 
(燃費-車両の安定性-制動距離など）び十分に発揮でさないばかりでな<、 
前後左右のタイヤに回転差び発生するなどして正確な車両速度び検出でさな 
くなる場合びあり、下記のシステムび正常に作動しなくなるおそれびありま 
す。 


ABS & ブレーキアシスト 
VSC 

クルーズコント□ール* 

AFS 

LKA * 


TRC 

レーダ クルーズコント □ー ル* 
ク U アランスソナー* 

PCS * 

ナイトビュー* 


ナビゲーシヨンシステム -サイドモニター* 

バックガイドモニター* - VDIM 

インテ U ジェントパーキングアシストシステム* 

AVS 

■冬 用タイヤについて 

冬用タイヤ装着時ち、必ず標準タイヤと同じサイズで同一種類のタイヤを装着 
し、指定空気圧で走行してください。 

■摩耗 限度について 

タイヤの溝の深さびかないタイヤやス U ップヴイン（摩耗限度表示）び出てい 
るタイヤをそのまま使用すると、雨の曰に制動距離び長くなったり、八イド □ 
プレーニング現象^により、八ンドルび操作でさなくなったり、タイヤびバース 
卜（破裂）したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。ス U ッ 
プヴインび現れたら、すみやかに正常なタイヤと交換して<ださい。 

^水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水び入り込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキび効かなくなる現象。 

■タイヤの 補修について 

パンクしたタイヤを補修する際は、特別な作業び必要となりますので、トヨタ 
販売店にご相談<ださい。市販のパンク補修剤では十分に補修でさないおそれ 
びあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂 fe 、 

■超 偏平タイヤ （225/45 R 18 91 W ) について 

超偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとさ、ホイールに通常より 
大きなダメージを与えることびあります。そのためじ(下のことにごを意くださ 
い。 

•適切な タイヤ空気圧で使用してください。 

空気圧び低すざると簡単に損傷することがあります。 

•段差 や凹凸のある路面、路上に開いた穴、平らでない舗道•縁石や他の障害物 
を避けてください。 

タイヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■タイヤ 空気圧び低いとき 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に対するま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとさは注意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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室内か 5 ロックを解除して、ボンネットを開けまず。 


057 


ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットび少し浮さ上びりま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 






BTS42BG002 


手順 


手順 


4-2 .簡単な点検•部品交換 

ボンネット 


お手入れのしかた 


315 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを 点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や布を置さ忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や布などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 



316 









4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂 fe 、 

■ボン ネットやダンパーステーヘの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

•ボン ネットにはボンネットを支えるためのダンパーステーび取りつけられて 
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守り<ださ 
い。 

-ビニール片-ステッカー-粘着材などの異物をステーの□ッド部（棒部） 
に付着させない 

-□ッド部を軍手などで触れない 

-ボンネットにトヨタ純正品！; I 外のアクセヴ U —用品をつけない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取りつけてください。 

正しい位置に取りつけないと、車両び損傷したり、けがをずるおそれ 
びありまず。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•図の ようなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げて<ださい。 



•ガレージ ジャッキを使用するとさは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用してください。 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しないで < ださい。車両び落下するおそれ 
びあります。 

•ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしないで<ださい。 

•ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾さの 
ない平坦な床面で使用して<ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態で八イブリッドシステムを始動しないでく 
ださい。 

•平らで 硬い地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを P にしてください。 

•ガレー ジジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しく取りつけてくださ 
い。 

ガレージジャッキを正し < 取りつけずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

•車内に 乗員びいるとさは車両を持ち上げないでください。 

•車両を 持ち上げるときは、ガレージジャッキの上下にものを置かないでくださ 
し、 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジンルームカパー 


ヒューズや電球（バルブ）の点検•交換などを巧うときに取りはずし 
まず。 

■ エンジン ルームカバーの 取りはずし方 

►フ□ント側 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■クリップの取りつけ方 



A 警告 

■けび を防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"パワー"スイッチを OFF にしてく 
ださい。熱<なった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻さ込まれてけび 
をするおそれびあります。 


A 迂点 

■エンジン ルームカバーを 取りはずすときは 

ク U ップをエンジン j レームの中に落とさないよう注意してください。 

■エンジン ルームカバーを 取りつけたあとは 

もとの場所に確実に取りつけられていることを確認してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


必下に記載する電球は、ご自身で交換できます。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 


■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。 UP . 422) 

■フ□ントのバルブ位置 


フ□ントフ オグ ライト 


車幅打 

—— へツ ドラ イト 
(八イビーム） 



□ント方向指示兼 
非常点滅打 


■ リヤのバルブ位置 


後退打 



#1 


IJ ヤ方向指示兼 
- 非常点滅打 


BTS42BG005 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


■ヘッドライト（ノ V イビーム） 

固圆[でエンジン ルームのカバーを はずす。 （^ P . 320) 




助手席側ではウオッシャー液補給 
□の位置を移動する D 

n キャップを開ける 
且補給□をずらす 


カバーを取りはずす。 



コネクタを取りはずす。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を取りはずす。 


手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


フ□ントフォグライト 



BT042BG001a 


スクリューとクリップを取りはず 
し、フェンダーライナーをめくる。 



コネクタを取りはずす。 



電球を取りはずす。 


固圆 I 互取りつけるときは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 


お手入れのしかた 


32己 














































4-2. 簡単な点検-部品交換 


I 車幅'打 

n でフ□ントのエンジンカバーをはずす。 (^ p . 320) 



助手席側ではウォッシャー液補給 
□の位置を移動する D 

n キャップを開ける 
且補給□をずらす 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I フ□ント方向指示'打兼非常点滅'打 

n でフ□ントのエンジンカバーをはずす。 (^ p . 320) 
HI ] カバーをはずす。 

運転席側 



ク U ップをはずし、カバーを取り 
はずす。 



I クリップをはずす 



曰カノ く一下部を配管より手前に弓 I 
さ出す 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



曰 A 部を奥へ折り巧げ、カバーを 
手前に引き出し、取りはずす 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 


手順 □ 


取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


リヤ方向指示兼非常点滅灯 



トランクを開け、カバーを取りは 
ずす。 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 


取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける C 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退な 



トランクを開け、クリップを取り 
はずし、 カバーを めくる。 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 


手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 



トランクを開け、クリップを取り 
はずし、 カバーを めくる。 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤフオグライト* 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす。 


手順 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ その他の電球 

下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 
•へッドライト（□-ビーム） 

•方向指示な兼非常点滅な（ドア S ラー部） 

• 制動な 
•尾な 

•八イ7ウントストツプライト 

□知識 

■ヘッドライト（八イビーム)、車幅なを交換したときは 

必ずウォッシャー液補給□をしっかり取りつけてください。 

■レンズ内の水滴と 量り 

じ(下のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

• レンズ内側に大粒の水滴びついている 
•ライト内に水びたまっている 

■ディスチャージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消打したり、点打しなくなります。 

電圧び正常にちどると再点打します。 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとさに、部品などの破損び必配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換するときは 

♦ライトは 消打してください。消打直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

•電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

•電球 や電球を固定するための部品はしっかり取りつけてください。取りつけび 
不十分な場合、発熱や発乂、もしくはヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

•電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因となります。 

■デ イスチャージへッドライトについて 

•交換す るとさ（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

•点 打中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因となるこ 
とびあります。 


水迂 fe 、 

■お 車の故障や乂災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取りつけられていることを確認ください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点な、交換 


ランプびつかないときや電気系統の装置び働かないときは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 


區順 II 


パヮー 


スイッチを日 FF にする。 


巳手順 I 


互エンジンルームのヒューズボックスを開けるとさは、エンジ 
ンルームカバーのフ□ント側と助手席側をはずす。 UP . 


320) 


お欄 I 3 I ヒューズボックスを開ける。 
►エンジン ルーム 



フック （□) を引いて金具（且） 
をはずしてから、ツメを押しな 
びら、カバーを持ち上げる 





















4-2. 簡単な点検-部品交換 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


トランク内 



トランクを開け、カバーを取り 
はずし、ヒューズボックスカ 
バーを取りはずす。 


回故障の状況から、点検すべさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」 UP . 339) で確認する。 



ヒューズはずしでヒューズを弓 I 
さ:抜<。 


お手入れのしかた 


337 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画司ヒューズを引さ抜さ、ヒューズび切れていないか点検する。 

n 正常 

且ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたびい、 
規定容量のヒューズに交換します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズの配置と負荷 


エンジン ルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

WIP-S 

7 .己 A 

SU 波レーター 

2 

IGCT N 0.3 

7 .己 A 

八イブ U ッドシステム 

3 

IGCT N 0.2 

7 .己 A 

八イブ U ッドシステム 

4 

H-LP RH HI 

]5 A 

へッドライト（八イビーム）ち 

己 

H-LP LH HI 

15 A 

ヘッドライト（八イビーム）左 

6 

FR DEICER 

2 己 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

7 

A/C W/P 

7 .己 A 

エアコン 

8 

FR FOG 

lOA 

フ□ントフォグライト 

9 

TAIL 

15 A 

尾打、車幅打 

10 

SPARE 

— 

スペア 

11 

SPARE 

— 

スペア 

12 

SPARE 

— 

スペア 

13 

EFI N 0.2 

lOA 

エンジンコント□ールシステム 

14 

HORN 

lOA 

ホーン 

15 

A/F 

15 A 

排気システム 

16 

WASH-S 

己 A 

レーンキーピングアシスト 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

17 

F/PMP 

20 A 

フューエルポンプ 

18 

IN 」 N 0.1 

20 A 

エンジンコント□ールシステム 

19 

IGCT N 0.1 

20 A 

八イブ U ッドシステム 

20 

EFI MAIN 

2 己 A 

エンジンコント□ールシステム 

21 

ETCS 

lOA 

エンジンコント□ールシステム 

22 

H-LP LH 

15 A 

へッドライト（□ービーム）左 

23 

H-LP RH 

15 A 

へッドライト（□ービーム）ち 

24 

batt-fan 

20 A 

八イブ U ッドシステム 

25 

IG 2 MAIN 

20 A 

点乂系 

26 

INV W/P 

lOA 

インバーターウオーターポンプ 

27 

A 目 S MAIN N 0.1 

lOA 

ブレーキシステム 

28 

ABS MAIN N 0.2 

lOA 

ブレーキシステム 

29 

A 目 S MAIN N 0.3 

lOA 

ブレーキシステム 

30 

ABS MAIN N 0.4 

lOA 

ブレーキシステム 

31 

ECU-B 

lOA 

EPS、VGRS 

32 

RELIEF VLV 

lOA 

フューエル UU —フバルブ、エンジン 
コント□ールシステム 

33 

MPX-B 

lOA 

各 ECU 電源 

34 

DOME 

lOA 

室内照明 

3已 

に 2 

lOA 

点乂系 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運転席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

STOP 

7.5 A 

制動打 

2 

TV 

10 A 

ナビゲーシヨンシステム 

3 

PWR SEAT FR 

30 A 

フ□ントパワーシートち側 

4 

Tl SlTE 

20 A 

マイコンプ U セットステア U ング 

已 

ACC 

7.5 A 

アクセヴ U —電源 

6 

PWR OUTLET 

15 A 

アクセヴ U —ソケット 

7 

WASHER 

20 A 

ウオツシヤー 

8 

WIPER 

30 A 

ワイパー 

9 

AIR SUS 

20 A 

AVS 

10 

SEAT HTR FR 

]已 A 

フ□ントシートヒーターち側 

11 

R 川 G 

10 A 

各 ECU 電源 

12 

RH ECU-IG 

10 A 

各 ECU 電源 

13 

DOOR FR 

30 A 

フ□ントドアち 

14 

DOOR RR 

30 A 

U ヤドアち 

15 

AM 2 

7.5 A 

パワーマネージメントコント□ールコ 
ンピューター 

16 

SECURITY 

7.5 A 

EFI コンピューター 

17 

STR LOCK ( RHD ) 

20 A 

EFI コンピューター 

18 

DCM 

己 A 

通信モジュール 

19 

に N 

10 A 

各 ECU 電源 

20 

FUEL OPN ( RHD ) 

10 A 

フューエルオープナー 


お手入れのしかた 


口 U 口 U 
n り U n 因 
口 U 口 U 

n9u 口 U 

n8u n 田 

n7u 口 U 

n6u 口 U 

n5u 口 U 

n4u 口 U 

n3u 口 U 

n 2 u nuu 

niu 口 u 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

21 

S/ROOF 

20 A 

ムーンルーフ 

22 

P/W-B(RHD) 

己 A 

パワーウインドウ 

23 

MULTIMEDIA 

10 A 

オーデイオ、ナビゲーシヨンシステム 

24 

0 巳 D(RHD) 

7.5 A 

チェツクコネクター 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

P/W-B(LHD) 

己 A 

未使用 

2 

LH J/B-B 

7.5 A 

ボデー系システム 

3 

AMI 

己 A 

未使用 

4 

PWR SEAT FL 

30 A 

フ□ントパワーシート左 

已 

じに 

15 A 

シガレツトライター 

6 

D/L N0，1 

25 A 

ドア□ック 

7 

SEAT HTR FL 

15 A 

シートヒーター左 

8 

AFS 

7.5 A 

AFS 

9 

NV-IR 

10 A 

ナイトビュー 

10 

BACK UP 

7.5 A 

未使用 

11 

LH ECU- に 

10 A 

各 ECU 電源 

12 

LH-IG 

10 A 

各 ECU 電源 

13 

DOOR RL 

30 A 

U ャドア左 

14 

DOOR FL 

30A 

フ□ントドア左 

]已 

D/L N0,2 

25 A 

ドア□ック 


口 U n 日 
口 U n 己 
n 凹 

n9u n 凸 

n8u n 田 

n7u 口 u 

n6u n 凹 

n5u 口 u 
n4u 口 u 
n3u 口 u 

n 2 u 口 u 

nlu 00 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

16 

RAD N0,3 

15 A 

オーディオ 

17 

HAZ 

15 A 

非常点滅打 

18 

STR LOCK(LHD) 

20 A 

— 

19 

GAUGE 

7.5 A 

メーター 

20 

OBD(LHD) 

7.5 A 

— 

21 

PANEL 

7.5 A 

イルミネーション 

22 

A/C 

7.5 A 

エアコン 

23 

FUEL OPN(LHD) 

10 A 

— 


■ トランク内 


日目目 


日日日日 
日日日日 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

RR A/C 

10 A 

U ャエアコン 

2 

PS 巨 

30 A 

プ U クラッシュセーフティシステム 

3 

PTL 

30 A 

トランクク□ーヴー 

4 

RR FOG 

10 A 

U ヤフォグライト 

已 

SEAT HTR RR 

15 A 

U ヤシートヒーター 

6 

RR ECU- に 

10 A 

各 ECU 電源 

7 

RR SEAT 

10 A 

未使用 

8 

BACK UP 

7.5 A 

後退好 

9 

RR-IG 

10 A 

各 ECU 電源 

10 

CAPACITOR 

10 A 

ブレーキシステム 

11 

RAD N0，1 

30 A 

オーディオ 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

12 

TRK OPN 

7.5 A 

未使用 

13 

RAD N 0,2 

30 A 

オーディオ 

14 

PWR SEAT RR 

30 A 

U ヤノのーシート 

]已 

RLCCS 

30 A 

— 

16 

RR CCS 

30 A 

— 

17 

RR J / B-B 

10 A 

デジタルテレビ、ナイトビュー 


□知識 


■ヒューズを交換したあと 

•交換してもライト類び点打しないときは、電球を交換してください。 

(^ P . 322) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 

■ 補機バッテリーか5の回路に過剰な負荷びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両乂災を防ぐために 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や乂災、けがをするおそれびあります。 

•規定 容量外のヒューズまたはヒューズ外のものを使用しないでください。 
•必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

•ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キ■の電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるらの 

•マイナスドライバー 

•ルさいプラスドライバー 
♦ リチウム電池 CR ] 632 

■電池交換のしかた 

メカニカルキーを抜く。 




カノ（一をはずす。 


お手入れのしかた 


345 














4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取り出す。 

新しい電池は+極を上にして取り 
つけます。 


回取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 
る。 


□知識 

■電池び消耗していると 

1；(下のような状態び起こります。 

•スマートエント U — &スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■ リチウム電池 CR 1632 の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でさます。 

■キーの電池を交換したときは 

キーのスイッチを押し、本体の LED び点打することを確認します。 

■カードキーの電池交換び必要なときは 

カードキーの電池は市販されていないため、トヨタ販売店で交換してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさわらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせるおそれびありま 
す。 


A ま意 


I 交換後、正常に機能させるために 

下のことを必ずお守りください。 

•濡れた 手で電池を交換しない 
請の原因になります。 

•電池 外の部品に、触れたり動かしたりしない 
•電極を 曲げない 

• ドライバーにテーピングをしたり布されを当ててからはずしてください。 
カノ く一に傷びつくおそれびあります。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の巧給 


BTO43AT076 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給するときは 

八イブ U ッドシステムび熱いとさや八イブ U ッドシステムび始動しているとさ 
は、ウォッシャー液を補給しないでください。ウォッシャー液にはアルコール 
成分び含まれているため、八イブ U ッドシステムなどにかかると出乂するおそ 
れびあり危険です。 


ウォッシャー液の膜び張っているゲージの 
穴部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった （ LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂 fe 、 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつ < おそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


350 



トラブルが起をた 6 5 


5-1 .まず初めに 

故障したとさは . 352 

非常点滅打 . 353 

発炎筒 . 354 

けん引について . 356 

イベント データレコーダー.. 361 

5-2. 緊急時の対処法 

警告灯びついたとさは . 363 

警告メッセージび 
表示されたとさは . 368 

パンクしたとさは . 388 

八イブ U ッドシステムび 

始動でをないとさは . 397 

シフトレバーび 

シフトでさないとさは ....... 399 

キーを無くしたとさは . 400 

電子キーび正常に 
働かないとさは . 401 

補機バッテ U —び 
あびったとさは . 404 

オーバーヒートしたときは.. 409 

スタックしたとさは . 413 

車両を緊急停止するには ...... 414 
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5-1 .まず巧めに 

巧障したとまは 


事故のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 



非常点滅なを点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車します。 
(^ P . 353) 

非常点滅なは、故障などでやむ 
を得ず路上駐車する場合、他車 
に知らせるため使用します。 



高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にを義務付けられてい 
ます） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。 UP . 354) 
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5-1 .まず初めに 

非常点滅な 


事故や故障のときなどにお使いください。 

スイッチを押すとすべての方向 
指示なび点滅し、わう一度押す 
と消なします。 


A 迂思 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅打を長時間使用しないで<ださい。 



トラブルび起さたら 
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5-1 .まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約己分です。非常点滅!打と併用してお使いください。 



助手席足元の発炎筒を取り出 
す。 



本体を回しなびら抜さ、本体を 
逆さにして差し込む。 



先端のフタをとり、すり薬と発 
炎筒の先端をこすり、着火させ 
る 0 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してあるち効期間びされる前に、トヨタ販売店でお求めください。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用できない場所 

下の場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪くなったり、引乂するおそれびあるため危険です。 

• トンネル内 

•ガソ U ンなど可燃物の近< 

■発 炎筒の取り扱いについて 

下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
•発 炎筒は、おテさまにさわらせない 






5-1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼くださ 
し、。やむを得ず他車に□-プでけん引しても5う場 S ホ、車両積載車 
までの移動などにとどめてください。 


けん引ずる前に 

下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡ください。 

♦ 八イブリツドシステムは始動するび、車び動かない 
♦ 異常な音びする 

けん引されるとさは 



BTS51BG001 


手順 


25 m 



車体に傷びつかないように□一 
プをけん引フックにかける。 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧をつけ 
る。 

布の大ささ： 

0.3 m 平ち （3 日 cm X 3日 cm) 
上 


手順 


回けん引される車両の八イブリツドシステムを始動する。 


八イブ U ッドシステムび始動しないとさは、"パワ ー" スイッチをアク 
セヴ U —モードまたは ON モードにして<ださい。 
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己- 1 .まず初めに 


回けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動打に注意し□-プをたるませないよラにして 
ください。 


けん引フックの取りつけ方 



マイナスドライバーと当て巧を 
使ってフタをはずす。 




けん弓 I フックを穴に差しこみ軽く 
締める。 




ホイールナツトレンチを使い確実 
に取りつける。 
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トラブルび起さたら 


























己- 1 .まず初めに 


□知識 


■けん引フックの使用目的 

けん引フックはけん引されるとさに使うものであり、他車をけん引するための 
ちのではありません。 


■けん引フックの収納位置 

-^P. 388 


A 警告 

■ けん引フックを車両に取りつけるとき 

指定の位置に指定のけん弓Iフックをしっかりと取りつけてください。 

指定位置にしっかり取りつけないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重大な 
傷害のおそれびあります。 

■車両を 運搬するときは 

必ず4輪とも持ち上げた状態で運搬してください。 

と<に後輪び接地した状態でけん引をすると、モーターから電気び発電され、故 
障や破損の状態によっては漏電による乂災のおそれびあり危険です。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

•けん 引を行うときは細必のを意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびあり危険です。 

• "パワー" スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさな<なり、思わめ事故につながるお 
それびあり危険です。 

♦けん 引される車は、慎重に運転してください。 

八イブ U ッドシステムび停止しているとブレーキの効さび悪くなったり、八ン 
ドルび通常より重くなります。 


A 迂点 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するときはじ(下のことを必ずお守りください。 

•ワイヤー □ープは使用しない 

♦速度 3日 km / h 下、けん引してもらう場合の距離は車両積載車までの移動な 
どにとどめる 

•前進 方向でけん引する 

♦ヴス ペンシヨン部などに□ープをかけない 

■ 長い下り坂でけん引するときは 

レツカー車でけん弓 I してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効さび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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トラブルび起さたら 







己- 1 .まず初めに 


么ま意 


固縛用フックは、船舶固縛で車両を輸送す 
るとさに使用するためのちのです。けん引 
には絶対に使用しないでください。 

(車両仕様等により、固縛用フックの個数 
び、イラストと異なる場合びあります。） 


■固 縛用フックについて 
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5-1 .まずネリめに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持する為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動していることを診断 
するととちに、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録す 
るイベントデータレコーダー （ EDR ) を装備しています。 


T 記録する データ _ 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、衝突のとさや衝突におい状態のとさに下記のデータを記録します。 

♦ エンジン回転数 
•車速 

♦ ブレーキペダルの操作状況 
♦ アクセルペダルの操作状況 
♦ トランス S ッションのシフトポジション 
• 運転席のシートベルト装着の有無 
参運転席のシート位置 
♦ エアバッグ作動に関する情報 
♦ エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
(車種によっては記録される項目び異なります。） 


361 


トラブルび起さたら 




己- 1 .まず初めに 


[データの 開示について 


トヨタおよびトヨタび委託した第兰ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用することびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第兰ちは、取得したデータ 
を下の場合を除さ、第兰ちへ開示-提供することはありません。 

♦ お車の使用ちの同意びある場合 

♦裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行うなどの使用者や車び特定されないように加工し 
たデータを研究機関などに提供する場合 
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己-2.緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告なび点なまたは点滅したままの場合は、落ち着いて下のように 
ご対処ください。点な•点滅してら、その後消なすれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


11ただちに停車してください。走行を続けると危険です。 _ 

じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味します。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告打名-警告内容 


ブレーキ警告な（警告ブザー）^ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとさち点打します。解 
除後、消打すれば正常です。 

(©) 

(赤色） 


※パーキングブレーキ未解除警告ブヴー： 

パーキングブレーキをかけたまま、車速び約己 km / h じ(上になると警告ブヴーび鳴り 
ます。 (^ P . 373) 


ただちに停車してください。 

下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
ください。 


警告打 

警告打名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 


よ 

(赤色） 


水温警告'灯（ファイングラフィックメーター） 

エンジンを却水温の異常 
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トラブルび起さたら 































5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

下の警告は、放置すると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


警告灯 

警告打名-警告内容 




エンジン警告'灯 

-エンジン電子制御システムの異常 
•八イブ IJ ッドシステムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 
-トランスミッション電子制御システムの異常 


か 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告'灯 

- ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 


(CD) 

馈色） 


電子制御ブレーキ警告'打 

-電子制御ブレーキシステムの異常 
-回生ブレーキシステムの異常 


©! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト U ックパワーステア U ング）の異常 


PCS 

(点滅） 


PCS 警告な* 

. プ U クラッシュセーフティシステムの異常 


AFS 

OFF 

(点滅） 


AFS 日 FF 表示な 

•AFS (アダプティブフ□ントライティングシステム）の異常 


CRUISE 

(点滅） 


クルーズコント□—ル 表示な 

-クルーズコント□—ルシステム/レーダークルーズコント□一 
ルシステムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告打 

警告打名-警告内容 


LKA 

(点滅） 


LKA 表示な* 

-レーンキーピングアシストの異常 


口知識 

■ ノ ワーステアリング警告'灯について 

バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下がった場合に点打 
することびあります。 


A 警告 

■ノ ワーステアリング警告なび点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。八ンドルを操作して通常より重い 
ときは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強く操作してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

365 


トラブルび起さたら 














5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください。 

下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告なび消なす 
るのを確認してください。 


警告打 

警告打名-警告内容 

対処ち法 


み 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉 
まつていない 

開いているドアを閉める 




燃料残量警告な 

燃料の残量 
(約 10 L ) 

燃料を補給 


み 


運転席シートベルト 
非着用警告'打 
(警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


ぶ 

PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


A 


マスターウオーニング 

システムの異常時にブヴーと 
とちに点打-点滅しマルチイ 
ンフ オメーシヨ ンデイスプレ 
イ上に警告 メツセー ジを表示 
します。 

-^ P . 368 


運転席-助手席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約2日 km/h 上になると警告ブ 
ヴーび 3 日秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり 9 日秒間鳴ります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦秉員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することがあります。 

•座布団などを敷<と、センサーび乗員を検知せず警告打び作動しないことび 
あります。 






5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージび表示をれたとまは 


マルチインフオメーシヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れた場合は、落ち着いて下のようにごが処ください。 

n マスターウオーニングライト 

マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイに警告メッセージび表示されていると 
さ点打-点滅します。 

且マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

ファイングラフィックメーターでは黄色の文字で警告内容び表示され、警告内 
容によっては対処ち法び白色の文字で表示される場合びあります。 

► ファイングラフィックメーター 




処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
ください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


I ただちに停車してください。 

下の警告は、お車への損傷や思わめ危険を招くおそれびあることを意 
味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ 
さい。 


警告メッセージ-警告灯-表示灯 


オプテイ 
卜□ン 
メーター 


フ アイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


A ぅ 

エンジン 
油圧不足 

エンジン油圧不足 

0D0 1 2s545o 


ム 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常に低いと警告ブ 
ヴーととちに表示されます。 


ハイブリッド 
システムチェック 

0 D 0 123456 



八イブリツドシステムの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 

























5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

下の警告は、放置すると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


警告メッセージ-警告灯-表示灯 

オプテイ 
卜□ン 
メーター 

ファイン 
グラフィック 
メーター 

ステアリング 

□ック 

システムチェック 

0 D 0 123456 

レー A ら、 

ステア U ングロック 
システムチてック 


1 

ム 

1 


VSC 

ンスアムすエック 

0 D 0 123456 

レー A 6、 

VSC システムチェック 


1 

ム 



レー A 6、 

PCS システムチェック 


PCS 

ム 

(点滅） 


警告内容 


ステアリング □ ックシステムの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


TRC 、 VSC の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）* 
の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 


- A 6、 

クルーズシステムチェック 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フ アイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


CRUISE 


(点滅） 


ム 


クルーズコント□—ルシステム* • レーター 
クルーズコント□ールシステム*の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 

安全な場所にお車を停め、八イブリツドシステ 
ムを再度始動しなおしてクルーズコント□ール 
システム- レーダー クルーズコント□—ルシス 
テムを再セツトしてください。 


- A ぅ 

VGRS システムチェック 


ム 


VGRS * の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ナビ•ブレーキ 
アシスト 
システムチェック 

0D0 123456 



ム 


ナビ-ブレーキアシストの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 

ナビ-ブレーキアシストについては「ナビ 
ゲーシヨンシステム取扱書」を参照してくだ 
さい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


371 


トラブルび起さたら 






































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 



ブレーキランプ制御システムの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 



ム 


クリアランスソナー*の異常 

異常のあるソナーの位置び点打し、警告ブ 
ヴーび鳴ります。 

クリアランスソナーについては「ナビゲー 
シヨンシステム取扱書」を参照してくださ 
い。 


A ら、 

ナイトビューシステム 
チェック 


ナイトビユーシステム*の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


ム 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 


ただちに処置してくださし、。 


下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージ 
び消なするのを確認して<ださい。 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプテイ 
阳ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


繁因 \ IfS t I 

oDo 123456 Lg ^ I 


を 


(ボンネットを除く） 


各ドアび確実に閱 
まつていない 

開いてるドアび表示 
されます。 


対処ち法 


各ドアを閉める 


パーキング 
フレー牛を 
解除して下さい 

0D0 123456 



ム 


(点滅） 


パーキングブレーキ 
をかけたまま、車速び 
約已 km / hIU 上になつ 
た 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


パーキングブレーキ 
を解除する 


373 


トラブルび起さたら 



























5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 




ム 


(点滅） 


ムーンルーフ*び確実 
に閉まってない状態 
で"パワー"スイッチ 
を日 FF にして運転席ド 
アを開けた 


ムーンルーフを閉め 
る 


A ぅ 

エンジン 
オイル不足 

エンジンオイル不足 

0D0 I Z345o 


ム 


エンジンオイルの不 
足 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


エンジンオイル量を 
点検し、エンジンオイ 
ルを補給する 



PCS 


(点打） 


PCS (プリクラツ 
シユセーフ テイ シス 
テム）^巧見在機能し 
ていない 


グ U ルまたはセン 
ヴーの汚れを取り除 
< 

プリクラッシュセー 
フテイシステムび熱 
くなると点灯しま 
す。この場合はシス 
テムび通常温度にな 
るまでしばらくお待 
ち < ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 

ファイン 
グラフィック 
メーター 


レーダー ミちれ 
清婦必要 


CRUISE 

(点滅） 


ム 

— 


悪天候 

クルーズでさません 

目 

3川 SE し [ 

其滅） 


警告内容 


レーダークルーズコ 
ント□ール*のセン 
ヴー部分の巧れ、氷 
などの付着 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


ム 


レーダークルーズコ 
ント□ール*の車間制 
御の測定不可 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


対処方法 


巧れおよび氷などを 
取り除く 


’ワイパーを止めるか 
低速作動にかえる 
’スノー モードを解除 
する 



(レーダークルーズコ 
ント□ール*の車間制 
御中）衝突のを険性 
びある 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


ブレーキを踏む 


(点滅） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

375 


トラブルび起さたら 








































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 

ファイン 
グラフィック 
メーター 


1 プレ - キ ! 1 




0 

] 著れ- ■ 

■ 


ム 

■ 


レー A 6、 

LKA システムチェック 

[l 

KA し与 

お威） 


1 A 

- 


警告内容 

対処方法 

衝突の可能性が高い、 
またはプリクラッ 
シュブレーキ*び作 
動していることを示 
す 

ブレーキで減速する 

クリアランスソナー* 
のセンサー部分の巧 
れ、氷などの付着 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 

ク U アランスソナ ー 
については「ナビ 
ゲーシヨンシステム 
取扱書」を参照して 
<ださい。 

巧れおよび氷などを 
取り除く 

LKA * の異常 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 

八イブ U ッドシステ 
ム再始動後、 LKA を 
再起動する 


376 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































己- 2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 



‘白線認識カメラび作 
動範囲外の高温状態 
> EPS の作動制限中 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


LKA を再起動する 


ハイブリッド 
システム過熱 

0D0 123456 



八イブリツドシステ 
ムの過熱 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


車両を停車して点検 
する （^ p . 410) 


ム 


暖楼運転中 

揣驟 h ■ 暖機運!云中 

II 最高速度100 km/h 
0D0 123456" 


ム 


暖機運転中のため最 
高速度び100 km/h 
に制限されているこ 
とを示す 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


暖機運転び終了する 
までは]日日 km / h 未 
満で走行する 


駆動巧電池 
残量お下 
信車して 
P レンジに 
入れて下さい 

0D0 123456 



ム 


(点滅） 


駆動用電池の残量び 
低下 

警告ブヴーび鳴りま 
す。 


シフトレバーび N の 
状態では充電でさな 
いため、長時間停車す 
るとさはシフトレ 
パーを P に入れる 


377 


トラブルび起さたら 








































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ-警告打-表示打 

警告内容 

対処方法 

オプティ 
卜□ン 
メーター 

ファイン 
グラフィック 
メーター 



長時間シフトレバー 
び N になっているた 
め駆動用電池の残 量 
びお下 

警告ブヴーび連続し 
て鳴ります。 

車両を動かす場合は、 
八イブ U ッドシステ 
ムを再始動する 

座動巧電池 
残量な下 
信車して 

P レンジに 
入れて下さい 

0D0 123456 

A ら、 

驅動用電池殘量低下 




ム(点滅） 


を車時は 

P レンジに 
入れて下さい 

nnn 123456 

レー A ぅ 

きま車時は 

P レンジに入れて下さい 

シフトレバーび P 1 U 
外で運転席ドアを開 
けた 

シフトレバーを P に 

入れる 


ム(点滅） 

EV モードに 
現ち切替 
化来ません 

0D0 1234 己 6 

EV モー ドに 
現在切替でさません 

EV ドライブモード 
に切り替えできない 
状況にいる 

E V ドライブモード 
び使用でさる状況に 
なつてから使用する 




- 

EV ドライブモード 
び自動解除された 

しばら<通常走行す 
る 

EV モードが 
解除されました 

0D0 123456 

レ d 

EV モードが 
解除されました 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■ レーダークルーズコント□ールの車間制御中の警告表示について 

車間距離び短くてち、1；^下のような場合は警告メッセージび表示されないおそ 
れびあります。 

♦先行車と自車の速度び同じか先行車のちび速いとさ 
•先行車び非常にゆっくりした車のとさ 
♦速度を設定した直後 
•アクセルび踏まれたとさ 






5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください 

それぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なするの 
を確認してください。 


警告 ブヴー 

警告メッセージ•警告打 

警告内容 

対処ち法 

車内 

車外 

オプティ 
阳ン 
メーター 

ファイン 
グラフィック 
メーター 

] 回 

なし 



電子 キーを 携 
帯していない 
状態で八イブ 

U ツドシステ 
ムを始動しよ 
うとした 

電子 キーを 携 
帯する 

キーが 

見つかりません 

0 D 0 123456 

A ぅ 

キーが見つかりません 


1 


ム(点滅） 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内 


車外 


警告メッセージ•警告打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 


キーが 

見つかりません 

0D0 123456 



] 回 


3回 


ム 


(点滅） 


キーが 

見つかりません 

0D0 123456 


ム 


(点滅） 


"パヮー"ス 
イッチび日 FF 
1；(外の状態で 
運転席外の 
ドアび開閉さ 
れ同乗者び電 
テキーを持ち 

出し/し 


電子 キーを 車 
内にちどす 



シフトレバー 
び P の状態 
で、"パヮ ー" 
スイッチを 
OFF にせずに 
キーを 持ち出 
したまま運転 
席ドアび開閉 
された 


"パ ヮー "ス 
イッチを OFF 
にする 
または電子 
キーを 車内に 
ちどす 


トラブルび起さたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内 


車外 


警告メッセージ•警告打 


オプティ ファイン 

卜□ン グラフィック 

メーター メータ_ 


警告内容 


対処方法 


] 回 


] 回 


キーが 

見つかりません 

0D0 123456 


度觀 F 


123456 


(交互に 

表示） 



(交互に表示） 


“パヮー"ス 
イッチを OFF 
にせずに、電子 
キーを外に持 
ち出してドア 
を施錠しよう 
とした 


"パヮー"ス 
イッチを OFF 
にしたあと、 
再度施錠する 


ム 


(点滅） 


] 回 


なし 


キーが 

見つかりません 

0D0 123456 



ム 


(点滅） 


正規の電テ 
キーび 車室内 
に無い状態で 
走行をはじめ 
た 


車室内に電テ 
キーび あるか 
確認する 


連続音 


なし 


P レンジに 
入れて下さし、 

0D0 123456 



ム 


(点滅） 


シフトレバー 
び P 外の状 
態で、"パ 
ワ ー" スイッ 
チを日ドドに 
せずに運転席 
ドアび開いた 


シフトレバー 
を P にする 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内 


車外 


警告メッセージ•警告打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 


連続音 


連続音 


P レンジに 
入れて下さし、 

0D0 123456 


キーが 

見つかりません 

0D0 123456 


(交互に 

表示） 



(交互に表示） 


ム 


(点滅） 


シフトレバー 
び P •Lil 外の状 
態で、"パ 
ワ ー" スイッ 
チを日ドドに 
せずに キーを 
持ち出したま 
ま運転席ドア 
び開閉された 


シフトレ 
バーを P にす 
る 

’電テキーを 
車内に入れ 
る 


トラブルび起さたら 


3 

8 

3 



















5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 警告メッセージ-警告打 


オプティ 
車内 車外 卜□ン 


メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 



A し点滅) 


車内に電テ 
キーを置いた 
まま、スマート 
エント U-& 
スタートシス 
テムでドアを 
施錠しようと 


] 回 


連続音 


した 




車室内に 
キーかあります 

0 D 0 123456 

レー A 6、 

車室巧にキーがありまず 




A し庶威) 


車内に電テ 
キーを置いた 
まま、フ□ン S 
ドアを開さ 
□ックレバー 
を施錠側にし 
てドア八ンド 


車内から電子 
キーを 取り出 
したあと、施錠 
する 


ルを引いたま 
まドアを閉め 
て施錠しよう 


とした 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内 


車外 


警告メッセージ•警告打 


オプティ ファイン 

卜□ン グラフィック 

メーター メータ_ 


警告内容 


対処方法 


づレーキを超み 
ながらキーで 
パつースイッ于 
に細れて下さい 

0D0 123456 


mmam 


ム 


(点滅） 


] 回 


なし 


始動時は 
P レンジに 
入れて下さし、 

0D0 123456 


始動時は 

P レンジに入れて下さい 


] 回 


なし 


ム 


(点滅） 


•メカニカル 
キーで解錠 
して"パ 
ワー"ス 
イツチを押 
したした際、 
車室内で 
キーを検出 
でさなかつ 
た 

• "パワ ー" 
スイツチを 
押したとさ 
に車室内で 
キーを検出 
でさないこ 
とび2回連 
続で続いた 

八イブ U ツド 
システム始動 
不可能なシフ 
トレバー位置 
で八イブ U ッ 
ドシステムを 
始動しようと 
している 


ブレーキを踏 
みながら電子 
キーで"パ 
ヮ ー’’ スイッ 
チに触れる 


シフトレバー 
を P に入れて 
から八イブ 
リツドシステ 
ムを始動させ 
る 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内車外 


] 回 なし 


なし なし 


警告メッセージ•警告打 


オプティ 
卜□ン 
メーター 


フアイン 
グラフィック 
メータ_ 


警告内容 


対処方法 


電源 OFF 時 
は P レンジに 
入れて 

パつ ー スイッ于 
を巧して下さし、 

0D0 123456 



ム (点滅) 


シフトレバー 
び P1； (外で " 
パヮー"ス 
イツチのモー 
ドを日ドドに 
しようとした 


"パヮー"ス 
イツチのモー 
ドを日 FF に 
したい場合は、 
シフトレバー 
を P にし" 
パヮー"ス 
イッチを押す 


バッテリー 
保護の為 
自動電源 
OFF しました 

0D0 123456 



自動電源 OFF 
機能び作動し 


た 


次回八イブ 
U ッドシステ 
ム始動時にエ 
ンジン回転数 
を少し高めに 
し、約日分間 
その回転数を 


保持し補機 
バッテ U —を 
充電する 



] 回 


なし 


残りわずか 

0D0 123456 


キーバッテリー 
殘りわずか 


電子 キーの 電 
池残量び少な 
い 


新しい電池と 
交換する 
(^P. 34己） 


ム 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告ブヴー 


車内 


車外 


警告メッセージ•警告打 


オプティ ファイン 

卜□ン グラフィック 

メーター メータ_ 


警告内容 


対処方法 


] 回 


なし 


始動時は 
ブレーキを擅み 
ながら 

パつースイッチ 
を巧して下さし、 

0D0 123456 


北 iiiui 巧 n 


ム 


(点滅） 


"パヮー"ス 
イッチび日 FF 
の状態で運転 
席のドアを開 
開してから八 
イブ U ッドシ 
ステムを始動 
せずに"パ 
ヮ ー" スイッ 
チをアクセヴ 
U —モードに 
2回じ(上した 


ブレーキを踏 
んで"パ 
ワ ー’’ スイッ 
チを押す 


姑動時は 
ブレーキを踏み 
ながら 

パつースイッ于 
を巧して下さい 

0D0 123456 


mmam 

ムお ilBrA ホ m 


ム 


(点滅） 


電子 キーび 正 
常に働かない 
とさの八イブ 
リツドシステ 
ムの始動のち 
法で (^ p. 
4日 2) " ノ く 
ワ ー ’’スイッ 
チに電子 キー 
で触れた 


ブヴーび鳴つ 
てから ] 日秒 
じ(内に"パ 
ワ ー" スイッ 
チを押す 


] 回 


なし 


ステアリング 
ロック未解除 

0D0 123456 



ム 


(点滅） 


"パヮー"ス 
イッチを押し 
てから約3秒 
じ(内にステア 
U ング□ック 
び解除でさな 
かった 


ブレーキを踏 
んで八ンドル 
を左ちに回し 
なびら"パ 
ヮ ー" スイッ 
チを押す 
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5-2. 緊急 時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備えつけのスペアタイヤと交換してください。 
( タイヤについての詳しい説明は、 P . 309をご覧ください。） 


■ジャツ夺で車体を持ち上げる前に 

♦ 地面び固<平らな場所に移動する 

参パーキングブレーキをかける 
•シフトレバーを P に入れる 
•八イブリツドシステムを停止する 
参非常点滅なを点滅させる 

■工具とジャッ夺位置 
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己- 2. 緊急時の対処法 


ジャツキと応急用タイヤの取り出しかた 



手順 


BTO 5213006 




ラゲージ マツ トを持ち上げ、レ 
バーをトランクの縁にかけてお 
き、ラゲージアンダートレイを取 
りはずします。 


ジャッキを取り出す。 
n 締める 
且ゆるめる 

格納するときはジャッキと固定具び 
かみ合ラよラ確実に固定してくださ 
い。 


応急用タイヤを取りはずす。 

止め具を取りはずし、タイヤを取り出 
します。 

応急用タイヤを取り出すときは、タイ 
ヤの両端をしっかりと持って出し入 
れしてください。（応急用タイヤ単体 
重量：約 20kg) 
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トラブルび起さたら 

















































5-2. 緊急時の対処法 


I パンクしたタイヤの交換 



手順 


BTS52BG001 


輪止め^をする。 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とびでさます。 



ナツトを少し(約]回転)ゆるめる。 



ジャッキの A 部を手で回して、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしっかりかける。 
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己- 2. 緊急時の対処法 



嘗 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる。 


-苗: 


ナットすべてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずす。 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする。 


トラブルび起さたら 















5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取りつけ 


手順 




ホイール接触面の巧れを而さ取 
る0 

ホイール接触面び巧れていると、走行 


中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 


るおそれびあります。 


BTS 5207008 



タイヤを取りつけ、タイヤびびた 
つかない程度まで手でナツトを仮 
締めする。 

ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまで回す。 


BTS 5213006 



車体を下げる。 
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己- 2. 緊急時の対処法 



図の番号順でナツトを2、3度しっ 
かり締めつける。 

締めつけトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 


回すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納する。 


曰知識 


■応急用タイヤについて 

•タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。 （^ P . 421) 


トラブルび起さたら 


3 

9 

3 











5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつながるおそれ 
びあります。 

じ I 下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取りつけ、取りはずし！;(外の目的で使 
用しない 

•備えつ けのジャッキは、お客様の車にしか使うことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

•ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
•ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

•ジャッキで 支えられている状態で、八イブ U ッドシステムを始動させたり走ら 
せない 

•車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 
•車を 持ち上げるとさは、ジャッキの上または下に物をのせない 
•車を 持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ！;(上に上げない 
•車の 下にもぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないようを意してくだ 
さい。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

ケガを負う危険を減らすため、 iu 下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

•ねじ 部にオイルやグ U —スをめらない 
ナツトを締めるとさに必要じ(上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につながるおそれびあります。オイルやグ U —スびねじ部 
についている場合はふさ取ってください。 

•ホイールの 交換後はすぐに103 N-m (] 日日日 k 呂 f • cm ) の力でナツトを締 
める 

•ボル トやナツトのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

上記のことを守らないとナツトびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や重大 
な障害につなびるおそれびあります。 

■応急 用タイヤを収納するときは 

ボデーと応急用タイヤとのあいだに、指などを挟まないように注意してください。 

■応急 用タイヤを使用するときは 

•お客様の お車専用になっているため、他の車には使用しないでください 
•同時に 2つじ I 上の応急用タイヤを使用しないでください 
•でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回は避けてください 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとさは、]日日 km/h じ(上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につながるおそれ 
びあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 


正確な車両速度び検出でさない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 

<なるおそれびあります。 


- ABS &ブレーキアシスト 

- TRC 

- VSC 

-レーダクルーズコント□ール* 

-クルーズコント□-ル* 

-ク U アランスソナー* 

- AFS 

- PCS * 

• LKA * 

-ナイトビュ ー* 

. ナビ ゲーシヨ ンシステム 

-サイドモニター* 

-バックガイドモニター 

- VDIM 

-インテ U ジェントパーキングアシストシステム* 

- AVS 




A 迂点 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないで<ださい。 

短い距離の運転でわ、タイヤとホイールび修理でさないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低くなっています。段 
差を乗り越えるときはごを意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で後輪びパンクした場合は、応急用タイヤを後輪として使用せず、 
前輪に使用し、はずした前輪を後輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 









己- 2. 緊急時の対処法 

八イブリツドシステムが始動でをないとまは 


正しい八イブリツドシステムの始動のしかた （^ P . 1目 3) にしたびつ 
てら、八イブリツドシステムび始動できないときは、 1 U 下のことをご 
確認ください。 

■正規の夺一を携帯しているのに、八イブリツドシステムび始 
動でさない場合 

下の原因び考えられます。 

♦ 電子キーび正常に働いてない可能性びあります。 UP . 401) 

♦ 燃料び入っていない可能性びあります。 

給油してください。 

•ステアリング□ツクシステムに異常びある可能性びあります。 
UP . 370) 

♦ ステアリング□ツクシステムび解除されてない可能性びありま 
す。 （^ P . 387) 

♦ イモビライヴーシステムに異常びある可能性びあります。 （^ P . 
1 14 ) 

■ 室内な-へツドライトが暗い/ホーンの音がルさい、または 
鳴らない場合 

下の原因び考えられます。 

• 補機バツテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 404) 

• 補機バツテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びあります。 

■ 室内な-へツドライトが点 I 打しない/ホーンが鳴5ない場合 

下の原因び考えられます。 

• 補機バツテ U —のターミナルびはずれている可能性びあります。 
• 補機バツテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 404) 

処置のしかたびわからないとさ、あるいは処置をしてち八イブ IJ ツドシステ 
ムび始動でさないとさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[緊急時始動機能 


通常の八イブリツドシステム始動操作で八イブリツドシステムび始動し 
ないとさは、下の手順で八イブリツドシステムび始動する場合びあり 
ます。緊急時外は、この方法で始動させないでください。 


手順 

手順 


rn ノ くーキンクブレーキをかける。 
回シフトレバーを P に入れる。 


手順 


パヮー 


スイッチをアクセサリーモードにする。 


手順 


团ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約 ] 己秒じ(上 " J の一 


スイッチを長押しする。 


上記の手順にしたびい八イブリツドシステムび始動でさてち、システム 
び故障しているおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
い。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレバーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーがシフトできない場合、 
シフト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え5れます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくださし、。 
ただし一時的な処置として、 1 U 下の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことびできまず。 


L 手順 I 


T ] ノ くーキンクブレーキをかける。 


手順 


パヮー 


スイッチをアクセサリーモードにする。 


手順 


回ブレーキペダルを踏む。 



シフト□ック解除ボタンを押 
す。 

ボタンを押している間はレバーを 
シフトでさます。 











5-2. 緊急時の対処法 

キーを 無くしたとまは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンバーと残りのキーから、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできます。 

レ P . 44) 




5-2. 緊急時の対処法 

電子キーが正常に働かないとまは 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり （^ P . 目0)、電子キーの 
電池び切れたときは、スマートエントリー&スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンが使用できなくなりまず。このような場合、似下の手 
順でドアを開けること、八イブリツドシステムを始動することびでき 
まず。 


I ドアの解錠•施錠、トランクの解錠とキー連動操作 


メカニカルキー UP . 45) を使つ 
て操作する。 

n 全ドア解錠 

曰ドアガラス-ムーンルーフび開 
く（長回し） 

且全ドア施錠 

□ ドアガラス- ムーンルーフび 開 
まる（長回し） 


メカニカルキーを時計回りに回し 
て開ける。 


BT052BF002 


401 


►ドア 





トラブルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


I ノ V イブリツドシステム始動の方法 

固圆 m シフトレバーび P の状態でブレーキを踏む。 



電テキーまたは力ードキーのクフ 
ウンエンブレム面で"パワー"ス 
イッチに触れます。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、ス7—トエント IJ 一&ス 
タートシステムび"パワー"スイッ 
チに触れた電テキーを正し < 検知で 
さず警告音び鳴りマルチインフォ 
メーシヨンディスプレイにメッセー 
ジび表示されます。 


手順 


回次の操作を行う。 


モードの切り替え： 

ブヴーび鳴ってから] 0秒内に、ブレーキペダルから足を離 
して"パワー"スイッチを押します。 

" パワー"スイッチを押すごとにモードび切り替わります。 


UP . 1 64) 


八イブリッドシステム始動： 

ブヴーび鳴ってから]0秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかり 
踏み込んで " J の一" スイッチを押します。 （^ P . 163) 
処置をしても作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■八イブリッドシステム停止のしかた 

通常の八イブ U ッドシステム停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして" 
パワー"スイッチを押します。 

■電池交換について 

前頁の八イブ U ッドシステム始動の方法は一時的な処置です。電池び切れたと 
さは、ただちに電池の交換をお勧めします。 （^P. 34己） 

■販売店またはナビゲーシヨン画面で設定可能な機能 

ナビゲーシヨンシステムの画面上でスマートエント U — &スタートシステムを 
キャンセルすることびでさます。 

スマートエント U — &スタートシステムびキャンセルされていないことも確認 
してください。（車両カスタマイズ機能一覧^ P. 424) 







日- 2. 緊急時の対処法 

巧機バッテリーがあがったとまは 


補機バッテリーがあびった場合、下の手順で八イブリッドシステム 
を始動ずることびできます。 

ブースターケーブルのセットと ]2 V のバッテ U —つさ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順にしたびって、八イブ U ッドシステムを始動させるこ 
とびでさます。 



トランクを開け、バッテリーカ 
パーを はずす。 

トランク オープナー スイ ッチで開 
かない場合は、メカニカルキーで 
開けます。 



補機バッテリーの+端子のカバーをはずし、ブースターケーブルを次 
の順につなぐ。 

n 赤色のブースターケーブルを自車の補機バッテ U —の+端テにつ 
なぐ。 

且赤色のブースターケーブルのをう一方の端を救援車のバッテリー 
の+端テにつなぐ。 

且黒色のブースターケーブルを救援車のノ くッテリーの一端テにつなぐ。 
n 黒色のブースターケーブルのわう一方の端を自車の補機バッテ 
U 一の一端テにつなぐ。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


固祖司救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約5分間 
自車の補機バッテ U —を充電する。 

nmn -パワー"スイッチび OFF の状態でいずれかのドアを開閉す 
る。 

固圆[司救援車のエンジン回転を維持したまま、"パワー"スイッチ 
をいったん日 N モードにしてから八イブ U ッドシステムを始 
動する。 

固 画 司 READY インジケーターび点なすることを確認する。 

点打しない場合はトヨタ販売店にご連絡<ださい。 

国画 回八イブリッドシステムび始動したら、ブースターケーブルを 
つないだとさと逆の順ではずす。 

八イブリッドシステムび始動しても、早めにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 






5-2. 緊急時の対処法 


□知識 


■ 補機バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでさません。 

■ 補機バッテリーあびりを防ぐために 

•八イブ U ッドシステムび停止しているとさは、ライトやオーディオの電源を 
切って < ださい。 

•巧滞などで長時間止まっているとさは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■補機バッテリーびあびったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。補機バッテ U —びあ 
びったとさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ 補機バッテリーびあびったときの留意事項 

•補機バッテ U —びあびった直後はスマートエント U — &スタートシステム 
によるドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でさなかった場合は、ワ 
イヤレス U モコン、またはメカニカルキーで解錠•施錠を実施してください。 

•補機バッテ U - びあびったあとの、最初の八イブ U ッドシステム始動は失敗 
することびあります。2回目じ I 降の八イブ U ッドシステム始動は正常に動作 
しますので、問題ではありません。 

♦車両は常に"パワー"スイッチの状態を記憶しています。補機バッテ U —あ 
びり時、補機バッテ U - 脱着後は、車両は補機バッテ U - びあびる前の状態 
に復帰します。補機バッテ U —を脱着する際は、"パワー"スイッチを日 FF 
にしてから行ってください。 

補機バッテ U —あびり前の"パワー"スイッチの状態び不明の場合、補機 
バッテ U —接続時はとくに注意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■補 機バッテリーの引乂または爆発を防ぐために 

補機バッテ U —から発生する可燃性ガスに引乂して爆発するおそれびあり危険 
ですので、じ(下のように乂や乂花び発生するようなことをしないでください。 

参ブ ースターケーブルは正しい端テじ(外に接続しない 

参 +端テに接続したブースターケーブルの先を付近のブラケットや未塗装の金 
属部に接触させない 

•ブースター ケーブルは" +" と"一"の端テを絶対に接触させない 

♦補 機バッテ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで乂を起こさない 

■ 補機バッテリーの取り扱いについて 

補機バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関 
連部品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、 Lil 下のこ 
とを必ずお守りください。 

• 補機バッテ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 衣服 • 
車体につかないようにする 

• 補機ノくッテ U - に寄りかかったりしない 

•誤って バッテ U —液び身体についたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部に当ててお 

< 

•補 機バッテ U —の支せ、ターミナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗 
• おテさまを補機バッテ U —に近づけない 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ 補機バッテリーの交換について 

交換する場合はクラウン八イブ U ッド専用品を使用してください。専用品じ(外 
を使用すると、ガス（水素）び室内に侵入したり、引乂して爆発するおそれびあ 
り危険です。 

補機バッテ U —の交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

才ーパーヒートしたとをは 


必下のようなとさ、オーバーヒートの可能性びありまず。 

♦ 水温警告なびホく点なする（ファイングラフィックメーター)/水温 
計の針びレッドゾーンに入る（オプティト□ンメーター）： 

ガソリンエンジンびオーノ くーヒートしている可能性びあります。 

♦ 「八イブリッドシステム過熱」びマルチインフォメーシヨンディス 
プレイに表示： 

パワーコント□ールユニットび過熱している可能性びあります。 
手順にしたびつて対処してください。 


巧処方法 


■水温警告'打が赤く点'打したとき（ファイングラフィックメー 
ター）/水温計の針がレッドゾーンに入ったとき（オプティト 
□ンメーター) 

巨圆で車を安全な場所に止め、エアコンを止める。 

巨画互エンジンルームから蒸気び出ているか確認する。 

蒸気び出ている場合： 

八イブリッドシステムを停止する。蒸気び出なくなったら、注 
意してボンネットを開け、八イブリッドシステムを再始動す 
る 0 

蒸気び出ていない場合： 

READY インジケーターび点灯した状態のまま注意してボン 
ネットを開ける。 

IfeJMI 3 1 エンジンルームのカノ (一をはずす。 

国！！互ラジエーター冷却用のファンび作動しているか確認する。 
ファンび作動している場合： 

水温警告なび消なしてから八イブ U ッドシステムを停止す 
る。（ファイングラフィックメーター）/水温計の針び下びっ 
てきてから八イブ U ッドシステムを停止する D (オプテイト □ 
ンメーター） 
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5-2. 緊急時の対処法 


フアンび作動していない場合： 

すぐに八イブリツドシステムを停止して、トヨタ販売店に連 
絡する。 




八イブ U ッドシステムび十分に冷 
えてから、冷却水の量やラジェー 
ターコア部（放熱部）の冷却水漏 
れを点検する。 


冷却水び不足している場合は、冷 
却水を補給する。 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給する。 


■ 「八イブリツドシステム過熱」がマルチインフォメーシヨンデイ 
スプレイに表示されたとき 


手順 


の車を安全な場所に止め、エアコンを止める。 


手順 


回 READY インジケーターび点なした状態のまま注意してボンネッ 


卜を開ける。 


手順 


回エンジンルームのカノ（一をはずす。 


手順 □ 


ラジエーター冷却用のフアンび作動しているか確認する。 


フアンび作動している場合： 

「八イブリツドシステム過熱」び消えてから八イブリツドシス 
テムを停止する D 

しばらく待っても消えない場合は、八イブリツドシステムを 
停止して、トヨタ販売店に連絡する。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


フアンび作動していない場合： 

すぐに八イブリツドシステムを停止して、トヨタ販売店に連 
絡する。 



八イブ U ッドシステムび十分に冷 
えてから、冷却水の量やラジェー 
ターコア部（放熱部）の冷却水漏 
れを点検する。 



冷却水び不足している場合は、冷 
却水を補給する。 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

□知識 

■才ーバーヒートとは 

下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温警告打び赤く点打したり（ファイングラフィックメーター）、水温計の 
針びレッドゾーンに入ったり（オプティト□ンメーター）、八イブ U ッドシ 
ステムの出力び低下する 

•エンジンルームから 蒸気び出る 

•マルチインフオメーシヨンディスプレイに「八イブ U ッドシステム過熱」び 
表示された 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負5おそれびあります。 

♦ "ノくワー"スイッチ上のインジケーターと READY インジケーターび消打して 
いることを確認してください。 

•八 イブ U ッド車は、ガソ U ンエンジンび自動的に動さ出したり、ガソリンエン 
ジンび停止していても、冷却ファンび急に回り出すことびあります。ベルトや 
ファンなどの回転部分に触れたり、近づいたりすると、手や衣服、工具などび 
巻さ込まれたりして、思わめけびにつなびるおそれびあり危険です。 

•八 イブ U ッ ド システムおよび ラジエーターび 熱いうちは ラジエーター キヤッ 
プを開けないで<ださい。 

高温の蒸気や冷却水び圧力によって噴さ出し、やけどなどの重傷を負うおそれ 
びあります。 



A 迂点 

■冷却水を 入れるときのま意 

八イブ U ッドシステムび十分に冷えてから入れてください。 

冷却水はゆっくり入れてください。 

八イブ U ッドシステムび熱いときに急に冷たい;令却水を入れると、八イブ U ッ 
ドシステムび損傷するおそれびあります。 


412 







己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは似下の方法で脱出してください。 

固 画 m パーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、八イブ 
リツドシステムを停止する。 
hiM 2\ タイヤの前後の±や雪を取り除く。 

巨画司タイヤの下に木や石をあてびう。 

巨画互八イブリツドシステムを再始動する。 

固画司シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなびらアク 
セルを踏む。 

TRC 、 VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または VSC を停止し 
てください。 (^ P . 230) 


A 警告 


■脱出 するときの警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとき、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、とくに注意してください。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 


爪 注意 


■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

•タイヤび 空転するのを避け、必要上にアクセルペダルを踏まないでくださ 
い。 

•このち 法で脱出できなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止ま5なくなったときの非常時のみ、於下の手順で車両を 
停止させてください。 

Him ブレーキぺ夕 V レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び必要 
となり、制動距離ち長くなります。 

シフトレノ く一を N に入れる。 

►シフトレバーび N に入った場合 

互減速後、車を安全な道路脇に停める。 

八イブリツドシステムを停止する。 

シフトレバーび N に入らない場合 

n 司ブレーキぺ夕レを両足で踏み続け、可能な限り減速させる。 


手順 


择順®! 



"パワー’’スイッチを3秒上 
押し続けて八イブリツドシステ 
ムを停止する。 


Ell ^ 車を安全な道路脇に停める。 


A 警告 

■走行 中にやむを得ず八イブリツドシステムを停止するときは 

ブレーキの効さび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコント□ールびしに 
くくなり危険です。八イブ U ッドシステムを停止する前に、十分に減速するよ 
うにしてください。 
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車両の仕様 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンス データ 
(油脂類の容量と銘柄） ...... 416 

6- S カスタマイズ機能 

車両カスタマイズ 
機能一覧 . 424 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量と銘柄) 


使用するオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずすめ 
します。トヨタ純正油脂 1 U 外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
相当する品質のらのをご使用ください。 


[m 


銘柄 

容量 [ L ] 惨考値） 

無鉛プレミアムガソ U ン 
(無鉛八イオク） 

6己 
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6-1. 仕様一覧 


I エンジンオイル 



容量 [ L ] 

惨考値） 

銘柄 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 日 W -2 日※ 

一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 



トヨタ純正モーターオイル SM 1 OW -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 5 W -20 
—API SL EC SAE 5 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SL 1 OW -30 
— A 円 SL EC SAE 1 OW -30 

已 .9 

6.3 


^日 W -2 日は新車時に充填されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 


車両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合槪由の吿には ILSAC CERTIFICATION (イルヴッ 
クサーテイフイケーシヨン）マークび付いています。 



□ API マーク 

且 ILSAC CERTIFICATI 日 N マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のわのをご使用ください 



^ 0 W -20 は新車時に充填されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

♦ オイル粘度表示の 0 W は、低温時のエンジン始動特性を示しています。 
W の前の数値びルさいほど冬場や寒冷時のエンジン始動び容易にな 
ります。 


♦ 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さを示しています。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適しています。 
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6-1. 仕様一覧 


■^ソ 王— 夕— 


銘柄 

容量 [ L ] 

惨考値） 

ガソ U ン 
エンジン 

インバーター 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% -12 で 

濃度50% -3 己で： 

9.3 

2.8 


トランスミッション 


銘柄 

容量 [ L ] 

(参考値‘ X ‘） 

トヨタ純正オートフルード VVS 

已 .4 己 


^容量は参考値です。交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 
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6-1. 仕様一覧 


I デイファレンシャル 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 惨考値） 

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT 
(API GL - 己 SAE 75 W -85) 

1.35 


I ブレーキ 

■ ブレー夺フルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ ブレー夺ペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜3 

踏み込んだとさの床板とのすさ間^ 

上 


" ) の一” スイツチび日 N モードのときに490 N (50 kgf ) の踏力をかけたときの 
床板とのすさ間の最小値 


■パー夺ングブレー夺 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力3日日 N (30.6 kgf ) のときのノッチ^数 

己〜7 


^ ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音)のことです。 
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6-1. 仕様一覧 


I ウオツソヤ— 


容量 [ L ] 惨考値） 


4.7 


タイヤサイズ 

タイヤび冷えているとさの空気圧 
kPa ( kg / cm う 

前輪 後輪 

標準タイヤ 

22己/4己 R ] 8 9] W 

240 (2.4) 

応急用タイヤ 

T 1 己己/ 70 D 17 ]10 M 

420 (4.2) 


車両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 


[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

60 


くナイトビューシステム装着車を除く> 

八イビーム（バルブタイプ： H]]) 

己己 


くナイトビューシステム装着車> 

□—ビーム（デイスチヤージヘッドライト） 

3己 


車幅打 

己 


フ□ントフォグライト（バルブタイプ： H8) 

3己 

車外 

フ□ント方向指示兼非常点滅打 

21 

サイドち向指示兼非常点滅打 

LED《 


U ヤ方向指示兼非常点滅打 

21 


制動好&尾灯 

LED 《 


後退打 

16 


八イマウントストップライト 

LED《 


番号打 

己 


U ヤフォグライト* 

21 


ドアミラー照明 

己 


^ LED は丄 i 卽 t Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電テ素テです。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















6-1. 仕様一覧 


電球 

W (ワット）数 


フ□ントパーソナルライト 

8 


ルームライト 

8 


読書口 

8 


天井間接照明^ 

LED《 

車内 

トランクライト 

3.8 


フ□ント足元照明 

LED 《 


ドアカーテシライト 

己 


グ□ーブボックスライト 

LED《 


バニティライト 

8 


^ LED は丄 i 卽 t Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電テ素テです。 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

電動機型式 

駆動ち式 

GWS204 

2GR-FSE 

(3 .己 L ガソ U ン） 

1KM 

FR (後輪駆動） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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6-2 カスタマイズ機能 

車両カスタマイズ機能一質 


お車には、設定を変更することび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更することびできま 
す。 

また、ナビゲーシヨンシステムの画面操作により設定を変更すること 
びできる機能もありまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定び変わるをのをあります。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


[ナビゲーシヨン画面で車両カスタマイズ設定をする 



手順旦 I 

誌を-漏集 


原^^^巧 





巧 車巧 贈綱 EHgg 


「車両」にタッチし設定したい項目 
にタッチ。 
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6-2 カスタマイズ機能 



各項目を設定し「完了」にタッチ。 

「する」、「しない」、または「切替」に 
タッチします。 

「切替」にタッチしたとさは次に表示 
された画面で設定値を選択します。 



「完了」にタッチすると設定変更中 
画面び表示されます。 

設定変更中は他の操作を行わないで 
<ださい。 

「完了」にタッチせずに、他の画面に 
切り替えると設定は変更されません。 

















6-2 カスタマイズ機能 


I 車両カスタマイズ設定一覧 

車両カスタマイズ設定はトヨタ販売店で変更することびでさます。ナビ 
ゲーシヨンシステムの画面操作により設定を変更できる機能もありま 
す。 

また、車両側のスイッチ操作のみで設定できる機能もあります。 

n ナビゲーシヨンシステムの画面操作で設定可 
且車両側のスイッチ操作等で設定可 
且トヨタ販売店で設定可 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

国 

圆 

画 

スマートエン 

卜 U — &ス 

タートシステ 

ム 

(^ P . 49) 

スマートエント U — 

&スタートシステム 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

解錠ドアの選択 

全席 

運転席 

〇 

〇 

〇 

ワイヤレスド 

ァ□ック 
(^ P . 61) 

ワイヤレス機能 

する 

しない 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

の2回操作の解錠 

しない 

する 

〇 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

のトランクスイッチ 

を押しての解錠操作 

1回長押 
し 

1回短押 
し 

2回押し 

1回長押 
し湖期 
言又定時よ 

0ちさら 
に長}甲し） 

なし 

— 

— 

〇 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

国 

图 

圆 

スマートエン 

卜 U — &ス 

タートシステ 
ム （^ p . 49) 
とワイヤレス 

ドア□ック 
(^ P . 61) 共 
通 

作動の合図（ブヴー 
音量調整） 

7 

6〜] 

〇 

— 

〇 

OFF 

作動の合図（非常点 
滅打） 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

解錠後、ドアを開け 
なかったとさの自動 
施錠までの時間 

3日秒 

6日秒 

— 

— 

〇 

] 2日秒 

半ドア警告ブヴー 

する 

しない 

— 

— 

〇 

ドア□ック 
(^ P . 63) 

車速感応式ドア□ッ 
ク 

あり 

なし 

〇 

— 

〇 

運転席を開けたとさ 
の全ドア解錠 

なし 

あ0 

〇 

— 

〇 

シフトレバーを P 
にしたときの全ドア 

解錠 

あり 

なし 

〇 

— 

〇 

シフトレバーを P 
じ1外にしたときの全 
ドア施錠 

なし 

あり 

〇 

— 

〇 

メカニカルキーによ 

る解錠 

1回で全 
ドア解錠 

1回で運 
転席ドア 
解錠、連 
続2回で 
全ドア解 
錠 

〇 

— 

〇 

パヮーウイン 

ドク 

(^ P . 1 03) 

ドアキー連動開閉機 
能 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

連動開閉機能 

なし 

あり 

— 

— 

〇 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

国 

图 

圆 

ムーンルーフ 
(^ P . 1 06) 

ドアキー連動開閉機 
能 

ぁ0 

なし 

— 

— 

〇 

ドアキー連動時の作 
動 

開閉作動 

開作動の 
み 

開作動の 
み 

— 

— 

〇 

ドアキー連動作動時 
の開閉部位 

スライド 

のみ 

チルトの 
み 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

連動開閉機能 

なし 

あり 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

連動時の作動 

開閉作動 

開作動の 
み 

開作動の 
み 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン 

連動作動時の開閉部 
位 

スライド 

のみ 

チルトの 
み 

— 

— 

〇 

オートアラー 
ム (^ P . 

1 15) 

メカニカルキーを 
使って解錠したとさ 
の作動 

なし 

あり 

— 

— 

〇 

ライト自動点 
打-消打シス 

テム 

(^ P . 1 99) 

ライトセンサーの感 
度調整 

0 


〇 

— 

〇 

ライトを点打するま 
での時間 

標準 

長め 

— 

— 

〇 


^一側：点打び遅<なる 
+側：点打び早<なる 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

国 

图 

圆 

イルミネーシヨ 

ン 

UP . 270) 

消打までの時間 

]已秒 

7.己秒 

〇 

— 

〇 

3日秒 

OFF 

"パワー"スイッチ 
OFF 後の作動 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

ドア S ラー照明の点 
打時間 

] 己秒 

7.已秒 

〇 

— 

〇 

3日秒 

OFF 

足元照明の点打 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

シフト照明の点打 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

天井間接照明の減光 
制御 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

接近時のルームライ 
卜の点打 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

エアコン 

(ナビゲーシヨ 
ンシステム取扱 
書参照） 

外気導入と内気循環 
の切り替えび AUTO 
モード時の排ガスセ 
ンヴーの感度の調節 

0 

— 3〜 
+が 

〇 

— 

〇 

AUTO スイッチを 

ON にしたとさ、 A / 
C (エアコン）ス 
イッチび連動して 

ON になる 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

AUTO スイッチび 
日 N のとさ、連動し 
て外気導入と内気循 
環を自動的に切り替 
える 

する 

しない 

〇 

— 

〇 


一側：内気への切り替えび遅くなる 
+側：内気への切り替えび早くなる 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

国 

图 

圆 

その他 

周囲の明るさによ 
り、メーターなどの 
照度を自動減光する 
ためのセンサーの感 
度調節 

0 

— 

+2《1 

〇 

— 

〇 

周囲の明るさによ 
り、減光したメー 
ターなどの照度をわ 
とにちどすためのセ 
ンヴーの感度調節 

0 

- ^ 

+2《2 

〇 

— 

〇 

U ヤサンシェード U 
バース 連動機能 

あり 

なし 

— 

— 

〇 

降車時運転席シート 
移動量調節 

標準 

OFF 

少なめ 

〇 

— 

〇 

才ート電動格納 S 
ラーの作動 

ドアの解 
爾"施重疋 

なし 

"パヮ ー" 
スイッチ 
の操作 

— 

— 

〇 


X ’ ^一側：減光び遅 < なる 
+側：減光び早<なる 
2—側：ちどりび遅くなる 
+側：ちどりび早くなる 
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6-2 カスタマイズ機能 


□知識 

■車両カスタマイズについて 

♦「車速感応式ドア□ック」と「シフトレバーを P じ(外にしたときの全ドア施 
錠」を両方とわ「あり」にした場合じ(下のように作動します。 

-シフトレバーを P じ I 外にすると全ドア施錠されます。 

-全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応式ドア□ックは作動しま 
せん。 

-発進前にいずれかのドア□ックを解錠してから発進した場合は、車速感応 
式ドア□ックび作動します。 

•スマートエント U — &スタートび「しない」の場合、解錠ドアの選択はでき 
ません。 

•解錠後、ドアを開けなかったとさの自動施錠び作動したとさの合図は、「作 
動の合図（非常点滅打)」-「作動の合図（ブヴー)」の設定に依存します。 

♦ムーンルーフの「ドアキー連動開閉機能」-「ワイヤレス U モコン連動開閉機 
宫引は、それぞれ、パワーウインドウの「ドアキー連動開閉機能」-「ワイヤ 
レス U モコン連動開閉機制と併せて「あり」に設定しないと作動しません。 
ムーンルーフの連動開閉機能は、ムーンルーフのみ作動させない場合に設定 
を変更してください。 

■車両側のスイッチで設定を行った場合 

ナビゲーシヨン画面で設定でさる項目を、車両側のスイッチで設定した場合、ナ 
ビゲーシヨン画面の項目表示は、すぐに切り替わりません。 

いったん"パワー"スイッチを OFF にしてから、再度"パワー"スイッチを 
ON モードにすると画面表示び切り替わります。 

■ナビゲーシヨン画面でカスタマイズを行うときは 

安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にしてく 
ださい。また、補機バッテ U —あがりを防ぐため、八イブ U ッドシステムび始 
動している状態で操作を行ってください。 
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6-2 カスタマイズ機能 


A 警告 

■ナビ ゲーシヨン画面でカスタマイズを行うときは 

八イブ U ッドシステムを始動した状態で操作を行うため、車庫内など囲まれた 
場所では、十分に換気をしてください。換気をしないと、排気ガスび充満し、排 
気ガスに含まれる一酸化炭素に 0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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さ < いん 


略語一覧 . 434 

五十音順さ < いん . 435 

症状別さくいん . 445 

八イブ IJ ッドさ<いん . 449 
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アルファべット略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセヴ U — 

AFS 

アダプティブフ□ントライティングシステム 

AVS 

アダプティブバ U アブルサスペンシヨンシステム 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エコノ S —/エコ□ジー 

ECU 

エレクト U ックコント□ールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステア U ング 

LED 

ライトエミッティングダイオード 

LKA 

レーンキーピングアシスト 

PCS 

プ U クラッシュセーフティシステム 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□ール 

VDIM 

ビークルダイナミクスインテグレーテッドマネージメ 
ン^^ 

VGRS 

バ U アブルギアレシオステア U ング 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 290 運転 


アクセヴ IJ ーソケット . 

286 


寒冷時の運転 . 

…264 

アクティブノイズ 



正しい姿勢 . 

……124 

コント□ールシステム . 

P _99 


手順 . 

……152 

アクティブへッドレスト . 

...76 


運転席アンダーボックス ........ 

280 

アシストグリップ& 



運転席シートベルト 


コートフック . 

294 


非着用警告な . 

366 

アダプティブフ□ントライティング 




システム （ AFS ). 

200 

日 

エアバッグ 


アンチ□ックブレーキシステム 



SRS エアバッグ . 

……126 

(A 巳 S ). 

227 


一般的な警告 . 

……131 




おテさまのためのを意 ...... 

…131 

EV ドライブモード . 

170 


カーテンシールドエアバッグに 

イグニッシヨンスイッチ 



関する警告 . 

……132 

"パワー"スイッチ . 

163 


カーテンシールドエアバッグの 

イベントデータレコータ'— 



作動条件 . 

……127 

( EDR ). 

.361 


改造•分解 . 

……134 

イモビライザーシステム . 

.114 


警告灯 . 

……364 

イルミネーテッドエントリー 



サイドエアバッグに 


システム . 

.270 


関する警告 . 

……133 

インナーミラー . 

....97 


サイドエアバッグの 





作動条件 . 

127 

ウインカー 



作動条件 . 

……127 

W 数 . 

.422 


正しい姿勢 . 

……124 

スイッチ . 

. 177 


配置 . 

……126 

電球の交換 . 327、 

329 


エネルギーモーター . 

. 30 

ウィンドウ 



エレクトリックパワー 


ウオツシャー . 

.204 


ステアリング . 

227 

パヮーウィンドウ . 

. 103 




ウインドウ□ックスイッチ . 

.103 




ウオーーングライト . 

.363 




ウオツシャー 





液の補給 . 

.348 




スイッチ . 

.204 




タンク容量 . 

.421 




ミ■の前の準備-点検 . 

.264 
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五十音順さ < いん 


エンジン 

エンジン警告灯 . 364 

エンジンスイッチ . 163 

エンジンルームカバー . 320 

オーバーヒート . 409 

八イブ IJ ッドシステムの 
始動ち法 . 163 

パワー（イグニッション） 

スイッチ . 163 

ボンネット . 31己 

エンジンオイル 

をの前の準備-点検 . 264 

容量 . 417 

巧 応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 421 

スペアタイヤ . 388 

オートアラーム . 11曰 

才ーバーヒート（エンジン） . 409 

オーバーへッドコンソール . 279 

才ープナー 

給油口 . 110 

トランク . 69 

ボンネット . 31己 

お子さまの安全のために 


ウインドウ□ックスイッチ… . 1日3 


エアバッグに関する警告 ........ 131 

おテさまのシートベルト 
着用 . 90 

シートベルトコンフオート 

ガ仆 . 88 

シートベルトに関する警告 ....... 90 

チャイルドシート . ]3已 

チャイルドシートの固定 ........ 144 

チャイルドプ□テクター . 64 


電子キーの電池に関する 

警告 . 347 

バッテ U —に関する警告 ........ 407 

ムーンルーフに 

関する警告 . 109 

パワーウインドウに 
関する警告 . 105 

オドメーター . 18日、182 

巧 力-テンシ-ルにアバッグ ...... 126 

外気温表示 . 181、193 

回生ブレーキ . 2曰 

カスタマイズ機能 . 424 

ガソリンスタンドでの情報 . 452 

カップホルター . 278 

環境にやさしく経済的な運転の 

しかた . 42 

寒冷時の運転 . 264 

曰キ- 


キー . 

44 

キーナンバー . 

44 

キーレスエン hU — 


(ワイヤレスドア□ック） .. 

……61 

キーを無<した . 

...400 

電子キー . 

……44 

電子キーの電池び切れた ..... 

...401 

メカ—カルキー . 

……44 

ワイヤレスドア□ック . 

……61 

6¢ HI . 

...110 
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五十音順さ < いん 


緊急時の讓 0 

オーバーヒートした . 409 

キーを無< した . 400 

警告灯びついた . 363 

警告メッセージび 

表示された . 368 

けん弓1 . 356 

故障したとさは . 3已2 

車両を緊急停止するには ........ 414 

シフトレバーび 

シフトでさない . 399 

スタックした . 413 

電子キーの電池び切れた ........ 401 

八イブ IJ ッドシステムび 

始動でさない . 397 

発炎筒 . 354 

パンクした . 388 

補機バッテリーびあびった.…404 

緊急停止システム . 29 

緊急ブレーキシグナル . 23曰 

B 空気圧（タイヤ） . 421 

区間距離計 . 180、182 

クルーズコント□ール 

クルーズコント□-ル . 207 

レーダークルーズ 

コント□ール . 210 

駆動用電池;令却用吸入 □. 29 

グ□ーブボックス . 27目 


計器 

メーター . 180 

メーター明るさ調整 . 184 

警告灯 

SRS ェァバッグ . 364 

アンチ□ックブレーキ 

システム ( ABS ). 364 

エンジン . 364 

シートベルト非着用 . 366 

水温 . 363 

充電 . 363 

電子制御ブレーキ . 364 

燃料残量 . 366 

パワーステア IJ ング . 364 

半ピァ . 366 

プ U クラッシュ 
セーフテイシステム 

( PCS ). 364 

プ U テンシヨナー . 364 

ブレーキ . 363 

ブレーキアシスト . 364 

マスターウオーニング . 366 
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五十音順さ < いん 


警告表示 


B 

交換 


EV ドライブモード . 

378 

タィヤ . 

388 

LKA . 

376 


電球 . 

322 

VGRS . 

371 


電子キーの電池 . 

34已 

エンジンオイル圧力 . 

369 


ヒューズ . 

…33已 

エンジンオイル不足 . 

374 


xm . 

........ 388 

ク U アランスソナー . 

372 


後退な 


クルーズコント□ール . 

371 


W 数 . 

422 

ステア IJ ング□ック . 

370 


電球の交換 . 

330 

スマートエント U — &. 



高電圧部位 . 

. 28 

スタートシステム . 

380 


コーションラベル . 

. 28 

暖機運転中 . 

.377 


後方プリクラッシュ 


ドァ . 

373 


セーフティシステム . 

........ 246 

ナイトビュー . 

372 


子供専用シート . 

........ 13曰 

ナビ-ブレーキアシスト ....... 

371 


小物入れ . 

........ 279 

八ィブ IJ ッド 



コンソールボックス . 

........ 277 

システム . 369、 

377 


コンライト 


パーキングブレーキ . 

ビークルスタビ IJ ティ 

.373 

日 

(自動点灯•消灯装置) ....... 

........ 199 

コント□-ル ( VSC ). 

.370 

サービスプラグ . 

. 28 

ブレーキランプ . 

.372 

サイドエアバッグ . 

........ 126 

プ IJ クラッシュセーフティ 



サンシェード 


システム .….…370、374、 

376 


U ヤ . 

291 

ムーンルーフ . 

.374 


U ヤドア . 

291 

レーダークルーズコント□-ル 


ルーフ . 

107 

. 371、 

37 己 


サンバイザー . 

........ 282 

警告ブザー 





シートベルト非着用 . 

スマートエント U — &. 

.366 




スター h システム . 

.380 




ブレーキ . 

.363 




化粧用（バーティ）ミラー ........ 

.283 




けん引 . 

.356 
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五十音順さ < いん 


H シ-卜 

シートヒーター& 

ベンチレーター . 288 

正しい姿勢 . 124 

チャイルドシートの固定 ........ 144 

調整 . 75 

調整に関する警告 . 77 

手入れ . 306 

へッドレスト . 84 

マイコンプ IJ セット 
ドライビングポジション 

システム . 81 

シートベルト 

おモさまの着用 . 90 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 89 

シートベル h 警告灯 . 366 

シートベルト 

プ IJ テンショナー . 88 

清掃-手入れ . 307 

正しい着用 . 87 

チャイルドシートの固定 ........ 144 

調整 . 87 

妊娠中のかたの着用 . 89 

シガレットライター . 28曰 

事故が発生したとさは . 40 

室内灯（ルームライト） 

W 数 . 423 

スィッチ . 272 

シフトレバー 
シフトレバーび 

シフトでさない . 399 

トランスミッション . 169 

シフト□ツクシステム . 399 


ジャッキ 

ガレージジャッキ . 318 

車載ジャッキ . 388 

ジャッキ八ンドル . 388 

車幅灯 

W 数 . 422 

電球の交換 . 326 

ライ h スイッチ . 199 

車両カスタマイズ機能一覧 . 424 

車両型式 . 423 

車両仕様（スペック） . 416 

収納装備 . 27曰 

助手席シートベルト 
非着用警告な . 366 

スイッチ 

AFS OFF スィッチ . 200 

VSC OFF スィッチ . 230 

ウインドウ□ックスイッチ.…1日3 
ク U アランスソナーメイン 

スイッチ . 16 

ドア□ックスイッチ . 63 

ナイトビュースイッチ . 250 

パワーウインドウスイッチ.…1日3 
パワー（イグニッシヨン） 

スイッチ . 163 

フォグライトスイッチ . 202 

プ U クラッシュブレーキ 

OFF スィッチ . 238 

ライ h スイッチ . 199 

ワィパーのォッシャー 

スイッチ . 204 

スタック 

スタックした . 413 

ステアリングホイール 

調整 . 92 
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五十音順さ < いん 


スピードメーター . 

..180、182 

因 

タィャ 


スペアタイヤ 


応急用タイヤ . 

，…. 388 

空気圧 . 

. 421 


空気圧 . 

，…. 421 

収納場所 . 

. 388 


交換 . 

，…. 388 

スペック（車両仕様）.… 

. 416 


チェーン . 

，…. 264 

スマートエント U — ら 



点検 . 

，…. 309 

スタートシステム 



パンクした . 

，…. 388 

ドアの解錠-施錠…. 

. 已〇 


を用タイヤ . 

，…. 264 

h ランクを開ける.... 

. 已〇 


□ーテーシヨン . 

，…. 309 

八イブ IJ ッドシステムの 

百 



始動 . 

. 163 

チェーン（タイヤチェーン） .... 

チャイルドシート 

.….264 

清掃 



に日円 X バーでの固定 . 

，…. 146 

外装 . 

. 302 


シートベルトでの固定 ........ 

.…. 14已 

シー トベル h . 

. 307 


チャイルドプ□テクター . 

…….64 

内装 . 

. 306 


駐車ブレーキ 


積算距離計 . 

…180、182 


(パーキングブレーキ） . 

….178 

洗車 . 

. 302 

B 



前照灯 


ッ-ル . 

，….388 

W 数 . 

. 422 



スイッチ . 

. 199 




ディスチャージへッドライトに 




関する警告 . 

. 334 




電球の交換 . 

. 323 




速度計 . 

…180、182 
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五十音順さ < いん 


日 


DC/DC コンバーター . 28 

ディスプレイ 

警告メッセージ . 368 

ドライブ モニター . 191 


B 


手入れ 


外装 . 

… 302 

シートべ J レト . 

… 307 

内装 . 

...306 

テールランプ 


W 数 . 

… 422 

スイッチ . 

... 199 

電気モーター . 

……24 

電球（バルブ） 


W 数 . 

...422 

交換 . 

… 322 

電子 キー 


電池び切れた . 

...401 

天井サイドイルミネーション.. 

…274 

ドア 


ドアガラス . 

...103 

ドアカーテシライト . 

… 270 

ドアミラー . 

...100 

ドアポヶッ h . 

...281 

ドア□ック . 

…… 63 

ドアガラス . 

...103 

ドアミラー 


mm . 

...100 

盗難防止システム 


イモビライヴーシステム ..... 

...114 

オー h アラーム . 

...115 

読書灯 . 

...273 

ドライバーモ—ター用カメラ.. 

…238 

ドライブモーター . 

...191 

トラクションコント□ール ...... 

...227 

トランク . 

……69 


.171 


トランスミッション 

S モード . 

シフトレバーび 

シフトでさない . 399 

トランスミッション . 169 

トリップメーター . 18日、182 


0ナィ 

ち荷物 


トビュー . 2已〇 


積むとさのを意 . 262 


34 


13 燃費画面 . 

燃料 

ガソ IJ ンスタンドでの情報 ....4 已2 

給油 . 110 

種類 . 416 

燃料計 . 180、182 

残量警告巧 . 366 

容量 . 416 


I 


441 















































五十音順さ < いん 


回灰皿 . 284 

八イブリッドシステム 

インジケーター . 180、182 

八イブリッドシステムについて ..... 24 
八イブリッド車 

運転のアドバイス . 42 

パーキングブレーキ 

(駐車ブレーキ） . 178 

パーソナルライト 

W 数 . 423 

スイッチ . 272 

発炎筒 . 3曰4 

パックアップライト 

W 数 . 422 

電球の交換 . 330 

バッテリー（補機バッテリー） 

をの前の準備点検 . 264 

補機バッテ U —びあびった… . 4日4 

バニティ（化粧用）ミラー . 283 

バニティライト 

W 数 . 423 

バニティライト . 283 

バルブ價球） 

W 数 . 422 

交換 . 322 

パヮーウィンドウ . 103 

パワーコント □ —ルユニット . 28 

J のースイッチ . 163 

パンク 

パンクした . 388 

番号灯 

W 数 . 422 

電球の交換 . 331 

八ンドル 

調整 . 92 


巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル (VSC). 227 

ビークルダイナミクス 
インテグレーテッド 


マネー ジ メント ( VDIM ). 

.228 

非常点滅灯 

スイッチ . 

.3 已3 

尾灯 

W 数 . 

.422 

スイッチ . 

.199 

ヒユーズ . 

.33 曰 

表示灯 . 

.186 

ヒルスタートアシスト 

コント□ール . 

.227 

フォグライト 

W 数 . 

.422 

スイッチ . 

.202 

電球の交換 . 32己、 

332 

フック 

けん引フック . 

.356 

コートフック . 

.294 

冬用タイヤ . 

.264 

プリクラッシュ 

セーフテイシステム （ PCS ).... 

.236 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 

.178 

ブレーキアシスト . 

.227 

フ□ァマット . 

.295 

フ□ソト足兀照明 . 

.270 

フ□ントシート 

11整 . 

… .7 已 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 

.422 


電球の交換 . 327 

レバー . 177 

フ□ントパーソナルライト . 272 
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五十音順さ < いん 


フ□ントフォグライト 

W 数 . 422 

スィッチ . 202 

電球の交換 . 32己 

H へッドライト 

W 数 . 422 

スイッチ . 199 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 334 

電球の交換 . 323 

へッドレスト 

調整 . 84 

Hi ホイール . 309 

方向指示な 

W 数 . 422 

スイッチ . 177 

電球の交換 . 327、329 

ホーン . 179 

ボンネット . 31曰 

曰 マイコンプリセット 

ドライビングポジション 

システム . 81 

マルチインフォメーシヨン 
ディスプレイ . 190 

ち ミラ- 

インナーミラー . 97 

ドアミラー . 100 


バニティ（化粧用）ミラー…. 283 


ムーンルーフ . 106 

メ-夕- 

メーター . 180 

メーター明るさ調整 . 184 

メモリーコール 機能 . 81 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 416 

ちラィト 

W 数 . 422 

室内灯 . 270 

電球の交換 . 322 

パーソナルライト . 272 

バニティライト . 283 

フォグライト . S 日2 

へッドライト . 199 

方向指示灯 . 177 

巧 U ヤアームレスト . 290 

U ヤサンシェード . 291 

リヤフォグライト 

W 数 . 422 

スィッチ . 202 

電球の交換 . 332 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 422 

電球の交換 . 329 
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五十音順さ < いん 


目 ルーム ライト 

W 数 . 423 

スィッチ . 272 

ra ;令却 7 j < 

をの前の準備-点検 . 264 

容量 . 419 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 409 

レーター クルーズコント□—ル.. 210 
レーンキーピングアシスト 
(LKA). 220 

13ヮィパ- 

スイッチ . 204 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 34己 

U モコン . 61 
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症が別さくいん 

をが別を<いん 


タイヤびパンクした 


エンジンびかからない 


シフトレバーび動かない 


水温警告巧び赤<点巧した^^ \ 

水温計の針び赤いゾーンに入った^ 2 / 


《 ] ファイングラフィックメーター 
《2オプテイト□ンメーター 


エンジンルームから 
蒸気び立ちのぼった 


キーを無<した 


補機バッテ U - びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .388 

パンクしたとさは 


P .397 

八イブリツドシステムび始動でさないとさは 

P . 114 

イモビライヴーシステム 

P .4 日 4 

バツテ U - びあびったときは 


P .399 

シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


P .4 日 9 

オーバーヒートしたとさは 


P .4 日日 

キーを無<したとさは 


P . 404 

補機バツテ U —びあびつたときは 


P .49 

P .61 

P . 目 3 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けな<なった ノ 

P .413 

スタックしたとさは 


警告灯び点灯、点滅した \ 

P .363 

警告 巧びついたとさは 
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症状別さくいん 


► ファイングラフィックメーター 



►オプテイト □ンメーター 
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症状別さくいん 


■警告な一覧 


(©) 

ブレーキ警告巧 

P. 363 

み 

運転席シートベルト非着 
用警告な P. 366 


電子制御フレーキ警 
告好 P. 364 


助手席シートベルト非着 
用警告な P. 366 

(©) 

み 

PASSENGER 


ABS& ブレーキアシ 
スト警告好 P. 364 


マスターウオーニン 
グ P. 366 

(©) 

A 




パワース了アリング 
警告打 P. 364 

PCS 

PCS 警告打 
(点滅） P. 364 

©! 


SRS エアバッグ/プリ了ン 
ショナ-警告な P. 364 


充電警告灯 

P. 363 

が 

口 


エンジン警告巧 

P. 364 


半ドア警告巧 

P. 366 

0 

み 


燃料残量警告巧 

P. 366 


水温警告灯 

P. 363 

0 

よ' 


AFS 日 FF 表术巧 
(点滅） P. 364 


クルーズコント□ール表 
示打（点滅） P. 364 

解 

CRUISE 

LKA 

LKA 表 TJX 巧 
(点滅） P. 36 己 
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症状別さくいん 


警告メ ッ セージび表示された 


警告音び鳴った 


P .368 


警告メッセージび表示されたとさは 


■警告なの点な、点滅、またはマルチインフォメーシヨンディス 
プレイの警告メッセージを確認ください。 

•警告打が点な、点滅している （^ P . 363) 

♦警告メッセージび表示されている （^ P . 368) 


■警告打の点な、点滅や、マルチインフォメーシヨンディスプレ 
イに警告メッセージの表示びないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 己7 

車外に出たとさ 

スマートエント U &スタートシ 
ステムで □ ックスイッチを押し 
たとさ 

走行中 

シフトレパーを R にしたとさ 

P . 172 

シフトダウンしたとさ 

P . 172 

ブレーキを踏んだとさ 

P . 161 
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八イブリツドさくいん 

八イブリツドさ<いん 


IノVイブリッドシステムについて 

■ ノVイブリッドシステムについて .P. 24 

■ノVイブリッドシステムについての注意事項 

■ 高電圧部位 .P. 28 

■警告メッセージ .P. 37 

I運転のしかた 

■運転にあたって .P . 1曰2 

■ ノVイブリッドシステムの始動方法 .P . 163 

■ トランスミッション .P . 169 

I環境にやさしい経済的な運転 

■ ノVイブリッド車運転のアドバイス .P. 42 

圓事故び起きたときは 

■事故が発生したとさの警告 .P. 40 
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症状別さくいん 


I ノ V イブリッド特有の説明びある項目 

■計器類 . P . 180 

■表示な/警告な . P . 186 

■マルチインフォメーシヨンディスプレイ . P . 190 

■ボンネット . P . 315 

■ エンジン ルームカバー . P . 320 

■けん引について . P . 356 

■ ノ V イブリッドシステムび始動できないときは . P . 397 

■補機バッテリーがあがったときは . P . 404 

■ 才ーバーヒートしたとさは . P . 409 
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症状別さくいん 



ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


ボンネットフック 


P. 315 


給油 □ 


P. 110 



P. 315 P. 110 P. 421 


TS00BG010 


燃料の容量 
惨考値） 

6 己し 

燃料の種類 

無銘プレミアムガソ U ン 

P.11 1，416 


標準タイヤ 



タイヤび冷えている 
とさの空気圧 


前輪 

後輪 



240 (2.4) 
kPa (k 呂 /cm 2 ) 



応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa (kg/cm^) 

エンジンオイル容量 
惨考値） 

オイルのみ交換時 

5 9L 

オイルとフィルター交換時 

6.3L 

エンジンオイルの 
種類 

トヨタ純正モーターオイル 

• SM 0W-20 (API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE 0W-20) 

• SM 5W-30 (API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE 5W-30) 

• SM I 日 W-3 日 (API SM、EC/ILSAC GF-4、SAE IOW-30) 

• SL 5W-20 (API S し EC、SAE 5W-20) 

• SL ] OW-3 日 (API S し EC、SAE 1OW-30) 


452 

































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

爲 0800-700-7700 

オープン時間36日曰9:日日〜18:孤 


所在地〒化 0-00 日2 名ち屋市中村区名 駅 四 T 目 10 ① 27 

第 Z 豊田ビル西館 7 階 

「個人情報保護ち針」については、 
http: //丽 W. toyota. co. j p にて掲載しております。 


1-3 巧 自動軍巧巧会巧 

http://toyota.Jp 
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